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第 1章　地　　形

（納谷友規・原　英俊・小松原純子）

1. 1　概　要

川越地域は，埼玉県中南部に位置し，北緯 35度 50分
11.5秒～36度 0分 11.5秒，東経 139度 14分 48.5秒～139
度 29分 48.4秒（日本測地系　北緯 35度 50分～36度 0
分，東経 139度 15分～139度 30分）の範囲に相当する
（第 1. 1図，第 1. 2図）．行政区分は埼玉県飯
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第 1. 1図　川越地域の位置図
地図は国土地理院の地理院地図を用いて，色別標高図と陰影起伏図を重ねて作成した．
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町，比
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島
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市，坂
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戸
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市，東松山市，東京都青
お

梅
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市が含まれる（第 1. 3図）．
川越地域の地形は，西側の関東山地，関東山地の縁辺
部に分布する丘陵，関東平野側に分布する台地，荒川，
入間川，高

こ

麗
ま

川，越
おっ

辺
ぺ

川，都
と

幾
き

川沿いに分布する低地に
分けられる（第 1. 4図）．
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第 1. 2図　川越地域の地形概要
背景の陰影起伏図は国土地理院の地理院地図を用いて作成した．

1. 2　山　地

川越地域の西部は，関東山地の東端に位置し，緩やか
な山地地形をなす．北西部は，弓

ゆみ

立
たて

山
やま

（426.8 m），金
こん

比
ぴ

羅
ら

山
やま

（213.5 m），愛
あ

宕
たご

山
やま

（183 m），雨
あま

乞
ごい

山
やま

（340.0 m），越生
駒ヶ岳（368.9 m），午

ごん

頭
ずう

山
さん

（312 m），大
おお

高
たか

取
とり

山
やま

（376.2 ｍ）
などの山々が山塊をなす．本地域の北西部は，構造的下
位に位置する御

み

荷
か

鉾
ぶ

緑色岩類に対して，その上位に秩父
帯付加コンプレックスが累重する．そのため，地形的に
低い河川沿いなどで御荷鉾緑色岩類が，地形的に高い山
地で秩父帯付加コンプレックスが分布する．本地域の南
西部は，秩父帯付加コンプレックスが広く分布する．最
高峰の越

お

上
がみ

山
やま

（566.3 m）から権
ごん

現
げん

堂
どう

～物
もの

見
み

山
やま

（375.3 m）～
日
ひ

和
わ

田
だ

山
さん

（305.0 m）などの山地が北西–南東方向に稜線
をなし，南東に向け標高が下がる特徴を示す．この稜線
付近にはチャートが良く露出する．この稜線より南側は，
西北西–東南東ないし北西–南東方向に流路を持つ，高

こ

麗
ま

川
がわ

，入
いる

間
ま

川
がわ

，成
なり

木
き

川
がわ

，直
なお

竹
たけ

川
がわ

に沿って低地が広がる．こ

れら河川は，山地内及び山地の東端では河川が蛇行する．
高麗川と入間川の間にも，天

てん

覚
かく

山
ざん

（445.4 m）や多
とう

峯
の

主
す

山
やま

（270.7 m），天
てん

覧
らん

山
ざん

（197 m）からなる稜線が認められる．
入間川以南では，目立った山地はなく，また山地は宅地・
工業地の造成，ゴルフ場建設により開析されている．南
西部における稜線と河川の発達方向は，秩父帯付加コン
プレックスの層理面の走向と調和的である．

1. 3　丘　陵

川越地域には関東山地から連続して，山地から半島状
に突出した丘陵が複数分布する．これらの丘陵の背面の
標高は 200～100 m程度である．北から南へ，岩

いわ

殿
どの

丘陵，
毛呂山丘陵，高麗丘陵，前

まえ

ヶ
が

貫
ぬき

丘陵，加
か

治
じ

丘陵そして成
木丘陵が分布し（第 1. 2図），丘陵の範囲は新第三系，下
部更新統及び高位段丘堆積物の分布域と概ね一致する．
川越地域内に分布する丘陵の地形は，宅地・工業地の造
成，ゴルフ場建設によって著しく改変されている．
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第 1. 3図　川越地域の行政区分

1. 3. 1　岩殿丘陵
岩殿丘陵は南側と西側を越辺川に，北側と東側を都幾
川に区切られた丘陵で，背面の標高は，丘陵東部の物見
山（134.9 m）や丘陵西部の越生町六

ろく

地
じ

蔵
ぞう

付近の山頂
（136.7 m）で高い．丘陵の中部は鳩川とその支流によって
広く開析されており，鳩川流域では背面の標高が最高で
約 100 m程度と低くなっている．

1. 3. 2　毛呂山丘陵
毛呂山丘陵は高麗川と宿谷川の北側に分布する小規模
な丘陵で，丘陵西端付近の背面の標高は約 140 mあり，
東に向かって徐々に低くなる．東端の城山における背面
の標高は 113.2 mである．

1. 3. 3　高麗丘陵
高麗丘陵は，高麗川と入間川の間に位置する丘陵で飯

能丘陵と呼ばれることもある（皆川・町田，1971）．背面
の標高は，丘陵西端付近の高麗峠付近で約 180 mと高く，
東側に向かって徐々に低くなり，下

しも

鹿
か

山
やま

付近では約 90 m
である．丘陵は北東か東北東に流れる小

こ

畔
あぜ

川及びその支
流の下小畔川よって開析され谷が刻まれている．小畔川

の上流では谷を堰き止めて人工湖である宮沢湖が造られ
ている．おおよそ小畔川の東側に相当する丘陵の東側に
は，高位段丘堆積物である上鹿山層が分布し，その堆積
面は上鹿山面（町田，1973）と呼ばれる．

1. 3. 4　前ヶ貫丘陵・加治丘陵・成木丘陵
前ヶ貫丘陵は，成木川と入間川の間の前ヶ貫付近に分
布する小規模な丘陵である（飯能市，1986）．最高地点の
標高は 143 mである．前ヶ貫付近には，高位段丘堆積物
である前ヶ貫層が分布し，その堆積面は前ヶ貫面（町田，
1986）と呼ばれる．
加治丘陵は北側を入間川と成木川に，南側を霞川に区
切られた丘陵で，阿

あ

須
ず

山
やま

丘陵と呼ばれることもある（例
えば，福田・高野，1951）．丘陵の最高地点は青梅地域内
の七国峠北の標高 238 mであり，そこから東に向かって
徐々に低くなる．丘陵東端の上

かみ

小
ご

谷
や

田
た

付近における背面
の標高は 154 mである．川越地域の範囲内には，丘陵北
側の斜面がわずかに含まれるのみである．青梅地域範囲
内の丘陵東端部には，高位段丘堆積物である豊岡層が分
布し，その堆積面は阿須山面（皆川・町田，1971）と呼ば
れる．
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第 1. 4図　川越地域の地形区分図
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成木丘陵は，竹直川と成木川の間に分布する丘陵であ
る．川越地域内では，背面の標高が 220 m程度である．

1. 4　台　地

川越地域内の台地は，入間川を境にその南側が武蔵野
台地，北側が日高台地と呼ばれる（植木・酒井，2007）．日
高台地は入間台地と呼ばれることもあるが（例えば，村
本，1975），武蔵野台地北部も入間台地と呼ばれる場合が
あり（埼玉県，1972）混乱する可能性があるため，本報告
では植木・酒井（2007）に従ってこの名称を用いる．また，
岩殿丘陵の東側の台地は高

たか

坂
さか

台地と呼ばれる（村本，
1975）．

1. 4. 1　武蔵野台地
武蔵野台地は青梅地域の青梅市を扇頂とする扇状地性

の台地と考えられており（羽鳥，2004），川越地域にはそ
の北東端が分布している．武蔵野台地は形成年代が異な
る複数の段丘面から構成されており，本報告では，川越
地域内に分布する武蔵野台地の段丘面を，高位段丘，中
位段丘そして下位段丘に区分した（第 1. 4図）．川越地域
内に分布する高位段丘は所沢面（東木，1933）に区分し
た．武蔵野台地の中位段丘は尾崎（2021）に従って古い面
から武蔵野 I面，武蔵野 II面，武蔵野 III面に区分した．本
地域内にはそのうち武蔵野II面，武蔵野III面が分布する．
下位段丘は立川段丘に相当し，貝塚（1976）や山崎（1978）
によれば武蔵野台地の立川段丘の地形面（立川面）は古い
面から立川 I面，立川 II面，立川 III面に区分される．本地
域の武蔵野台地には立川III面のみが分布する（第 1. 4図）．
所沢面は入間市高倉及び狭山市稲荷山公園から，狭山
市大字加

か

佐
ざ

志
し

付近まで分布する．川越地域内での平坦面
の標高は約 110～58 mである．所沢面は中期更新世末期
の海洋酸素同位体ステージ（Marine oxygen Isotope Stage，
以下MISと記す）MIS7～MIS7/6移行期に形成されたと考
えられる（第 8章）．
武蔵野 II面は，入間市豊岡付近，狭山市狭山から川越
市宮下町付近，川越市上赤坂からふじみ野市西鶴ヶ岡付
近に分布する．川越地域内での平坦面の標高は，入間市
豊岡付近では約 90 m，それ以外では約 60～18 mである．
武蔵野 II面は後期更新世のMIS5aに形成された地形面と
考えられる（第 8章）．
武蔵野 III面は，狭山市入間野から川越市中台付近，川
越市中福から藤間付近に分布する．川越地域内での平坦
面の標高は約 75～20 mである．武蔵野 III面は後期更新
世のMIS4に形成された地形面と考えられる（第 8章）．
立川 III面は，狭山市的場から川越市砂新田の不老川沿
い及び川越市富士見台から下松原付近に分布し，平坦面
の標高は約 68～13 mである．入間市仏子から川越市南大
塚付近の武蔵野台地の縁に沿って狭く分布する立川III面

の平坦面の標高は約 80～30 mである．立川 III面は後期
更新世の約 1.7～1.5万年前に形成された地形面と考えら
れる（第 8章）．

1. 4. 2　日高台地
日高台地は飯能市飯能を扇頂とする入間川扇状地，日
高市台を扇頂とする高麗川扇状地，越生川及びその支流
の小扇状地群からなる越辺川扇状地の複合扇状地性台地
である．そのため，小畔川と高麗川を境にして，南から
飯能台地，坂戸台地，毛呂台地と呼ばれることがある．
日高台地は形成年代が異なる複数の段丘面から構成され
ている．本報告では，武蔵野台地の段丘面区分を延長し，
日高台地の段丘面を，高位段丘（所沢面），中位段丘（武
蔵野 I面，武蔵野 II面，武蔵野 III面），下位段丘（立川 I–II
面，立川 III面）に区分した（第 1. 4図）．これらの段丘面
は，武蔵野台地に分布する同名の段丘面とほぼ同時期に
形成されたと考えられる．
所沢面は毛呂山町南台付近に分布する．侵食が進んで
いるため明瞭な平坦面は見られない．現在みられる最高
地点の標高は約 90 mである．
武蔵野 I面は，高麗丘陵の周辺の飯能市中山から川越
市笠

かさ

幡
はた

付近や，毛呂山丘陵周辺の日高市北平沢付近，毛
呂山町葛

つづら

貫
ぬき

から坂戸市けやき台付近に分布する．平坦面
の標高は，高麗丘陵周辺で 125～40 m，毛呂山丘陵周辺
で約 90～60 mである．武蔵野 I面は後期更新世のMIS5c
に形成された地形面と考えられる（第 8章）．
武蔵野 II面は，入間川左岸側では飯能市原町から狭山

市柏原付近に，高麗川の南側では，日高市台
だい

，日高市楡
にれ

木
ぎ

から坂戸市下
しも

小
お

阪
さか

付近に，高麗川の北側では毛呂山町
中央から坂戸市北

きた

峰
みね

付近に分布する．平坦面の標高は，
高麗川の南側で約 120～20 m，北側で 65～40 mである．
武蔵野 III面は，日高市四

し

本
ほ

木
ぎ

から坂戸市青
あお

木
き

付近に分
布する．平坦面の標高は，入間川の左岸沿いでは約 110
～20 m，高麗川の右岸沿いでは約 90～25 mである．
立川 I–II面は入間川左岸では飯能市本町から入間市野
田，狭山市柏原から川越市鯨

くじら

井
い

付近に分布し，平坦面の
標高は約 110～90 m，55～17 mである．高麗川右岸川で
は日高市梅

うめ

原
はら

から坂戸市本町付近に分布し，平坦面の標
高は 90～30 mである．越辺川の右岸川では，越生町の市
街地から毛呂山町の市街地にかけて，毛呂山町大

おお

類
るい

から
竹之内付近に分布し，平坦面の標高はそれぞれ約 90～55 
mと 40～30 mである．立川 I–II面は後期更新世のMIS3
に形成された地形面と考えられる（第 8章）．
立川 III面は，入間川，高麗川そして日高台地を侵食す
る小規模な河川沿いに狭く分布する．

1. 4. 3　高坂台地
川越地域には高坂台地の南半分が含まれる．本報告で
は高坂台地の段丘面を武蔵野 II面に区分した（第 1. 4
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図）．武蔵野台地および日高台地に分布する同名の段丘面
とほぼ同時期に形成されたと考えられる．

1. 5　低　地

川越地域内の低地は北東部の荒川低地と，都幾川，越
辺川，高麗川，入間川沿いの低地（第 1. 2図）に分けられ
る．荒川は秩父山地に水源を持ち東京湾に注ぐ一級河川
で，現流路は本地域外（北東側）に位置するが，本地域の
入間川などの河川はいずれも荒川の支流である．

1. 5. 1　荒川低地
荒川低地は本地域内の北東部分を占める．越辺川など
の河川が入間川と合流し，荒川へ向かって流れている．
標高 15～10 mの平坦な後背湿地からなり，荒川や越辺
川，入間川の残した自然堤防が分布する（第 1. 4図）．自
然堤防の比高は 1 m程度である．

1. 5. 2　都幾川沿いの低地
都幾川沿いの低地は本地域内では北端にわずかに分布
する．標高 17～15 mの平坦な後背湿地と自然堤防が分布
する．自然堤防の比高は 1 m程度である．

1. 5. 3　越辺川沿いの低地
越辺川沿いの低地は，毛呂山町と坂戸市の境界付近よ

りも下流側では標高約 30～20 mの平坦な後背湿地と比
高 1 m程度の自然堤防が分布し，右岸には完新世段丘が
分布する（第 1. 4図）．完新世段丘は人工改変により本来
の標高は不明だが，低地面の後背湿地との比高は 2 m程
度である．上流側では完新世段丘を含む段丘に囲まれた
幅 500 m以下の谷底低地が川沿いに分布する．完新世段
丘との比高は 3 m程度である．

1. 5. 4　高麗川沿いの低地
高麗川沿いの低地は坂戸市鶴

つる

舞
まい

付近よりも下流側では
標高約 30 mの平坦な後背湿地と比高 1 m程度の自然堤防
が分布する（第 1. 4図）．上流側では完新世段丘を含む段
丘に囲まれた幅 400 m以下の谷底低地が川沿いに分布
し，完新世段丘との比高は 2 m程度である．

1. 5. 5　入間川沿いの低地
入間川沿いの低地では完新世段丘を含む段丘に挟まれ
た幅 600 m以下の谷底低地が分布する．谷底低地と完新
世段丘との比高は 3 m程度である．完新世段丘の下流側
境界は低地の後背湿地面に漸移する．

1. 5. 6　丘陵及び段丘面を開析する小河川沿いの低地
丘陵及び台地には多くの開析谷があり小河川が流れて
いる．その小河川沿いには小規模な谷底低地が分布する．
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第 2章　地 質 概 説

（納谷友規・原　英俊・小松原純子）

川越地域の地質概略を第 2. 1図と第 2. 2図に示す．関
東山地東部に位置する川越地域の西部には，ジュラ系～
白亜系としてジュラ系付加コンプレックス（北部秩父
帯），御

み

荷
か

鉾
ぶ

緑色岩類及び三
さん

波
ば

川
がわ

変成岩類，超苦鉄質岩，
白亜系浅海成堆積物の高

たか

岡
おか

層が分布する．川越地域北部
の岩殿丘陵には，新第三系中新統の比

ひ

企
き

層群と都
と

幾
き

川
がわ

層
群が分布する．関東平野西縁部に分布する丘陵には，中
新統や先新第三系を覆って，上部鮮新統～下部更新統が
分布し，それらを覆って中部更新統の高位段丘堆積物が
分布する．台地には，中部更新統の高位段丘堆積物，上
部更新統の中位及び下位段丘堆積物が分布する．段丘堆
積物を覆って関東ローム層が分布する．低地には完新世
段丘堆積物，後背湿地堆積物，自然堤防堆積物，旧河道
堆積物が分布する．なお本報告で用いる地質年代は，国
際層序委員会（International Commission on Stratigraphy）
発行の「The Geologic Time Scale 2020」（Gradstein et al.，
2020）に従い，年代値については 2021年の改訂版を用い
た．本報告及び地質図は，日本工業規格 JIS A 0204:2019
「地質図–記号，色，模様，用語及び凡例表示」（日本規格
協会，2019a）及び日本工業規格JIS A 0205:2019「ベクトル
数値地質図–品質要求事項及び主題属性コード」（日本規
格協会，2019b）に基づいて作成を行った．

2. 1　ジュラ系付加コンプレックス（北部秩父帯）

本地域のジュラ系付加コンプレックスは， 北部秩父帯
（松岡ほか，1998）に属し，6つのユニットに構造層序区分
される．本報告では，秩父帯付加コンプレックスと呼ぶ．
秩父帯付加コンプレックスは，北より黒

くろ

山
やま

ユニット，高
たか

畑
はた

ユニット，刈
か

場
ば

坂
さか

ユニット，花
はな

桐
ぎり

ユニット，中
なか

藤
とう

ユニッ
ト，仁

に

田
た

山
やま

ユニットに区分される．黒山ユニットは，主
にチャートからなり，黒色頁岩，多色頁岩，玄武岩を伴
う．高畑ユニットは，凝灰質泥岩及び多色泥岩を主体と
し，玄武岩及びチャートの岩体を伴うことを特徴とする．
刈場坂ユニットは，主に破断した砂岩泥岩互層からなり，
砂岩及びチャートを伴う．花桐ユニットは，破断した砂
岩泥岩互層及び砂岩からなり，玄武岩及びチャートの岩
体を伴う．中藤ユニットは，砂岩及び破断した砂岩泥岩
互層からなり，チャートの岩体を伴う．仁田山ユニット
は，破断した砂岩泥岩互層及びチャート岩体からなる．
泥岩から産する放散虫化石年代は，花桐ユニットが前期
ジュラ紀の後半，中藤ユニットが中期ジュラ紀の前半で

あり，その他のユニットは中期ジュラ紀の中頃を示す
（指田，1992b）．松岡ほか（1998）の秩父帯付加コンプレッ
クスの広域対比におけるユニット区分に従えば，すべて
のユニットが北部秩父帯に含まれ，黒山ユニット・高畑
ユニットは柏木ユニットに，刈場坂ユニット・中藤ユ
ニット・仁田山ユニットの一部は上吉田ユニットに，花
桐ユニットは住居附ユニットに，仁田山ユニットの一部
は遊子川ユニットに対比される．なお本報告では，高畑
ユニットは上吉田ユニットに，仁田山ユニットは遊子川
ユニットに対比させた．花桐ユニットを中心にし，全体
として向斜構造を示す．

2. 2　御荷鉾緑色岩類及び三波川変成岩類，超苦鉄質岩

御荷鉾緑色岩類は，変成玄武岩・変成ドレライト・変
成斑れい岩からなり変成チャートの岩体を伴う．本地域
外では，御荷鉾緑色岩類に累重する赤色泥岩から後期
ジュラ紀の放散虫化石（松岡，2008），斑れい岩に貫入す
る斜長岩より後期ジュラ紀のジルコンU –Pb年代（157.0
± 0.9 Ma）が得られている（Tominaga and Hara，2021）．そ
のため，御荷鉾緑色岩類の形成時期は，後期ジュラ紀で
あるとされる．また御荷鉾緑色岩類は，緑泥石帯（パン
ペリー石–アクチノ閃石相）の三波川変成作用を受けて
いる（牧本・竹内，1992）．
三波川変成岩類は，越

おっ

辺
ぺ

川
がわ

の東側にわずかに分布する．
主に苦鉄質片岩からなり，泥質片岩を伴う．ざくろ石が
認められないことから，三波川変成作用の緑泥石帯に属
すると考えられる．
超苦鉄質岩として蛇紋岩が，御荷鉾緑色岩類及び三波
川変成岩類に伴って分布する．また日高市駒高の秩父帯
付加コンプレックス中にも蛇紋岩が分布する． 
なお御荷鉾緑色岩類と三波川変成岩類は，ともに低温
高圧型三波川変成作用を受けていることから，一般に三
波川帯に含められる（牧本・竹内，1992）．また近年，岩
相・形成年代・地質構造の類似性から，御荷鉾緑色岩類
は三波川変成岩類よりむしろ秩父帯付加コンプレックス
の柏木ユニットに関連が深いと考えられている（松岡ほ
か，1998；Endo and Wallis，2017）．そして御荷鉾緑色岩類
と柏木ユニットを合わせ，御荷鉾帯が提唱されている
（遠藤・横山，2019）．御荷鉾緑色岩類の帯区分は検討の
余地があるため，本報告では，帯区分を行わず御荷鉾緑
色岩類として記載を行う．また本地域に分布する三波川
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第 2. 1図　秩父帯付加コンプレックス，御荷鉾緑色岩類及び三波川変成岩類の地質総括図
秩父帯付加コンプレックスの泥岩からの放散虫化石年代は，指田（1992b）による．御荷
鉾緑色岩類に累重する赤色泥岩からの放散虫化石年代は，松岡（2008）による．また黒
山ユニットについては，西隣に分布する柏木ユニットから報告された泥岩からの放散虫
化石年代（松岡，1996，2007，2009）も参照した．三波川変成岩類は，本地域の変成作用
に相当する緑泥石帯のデータのみを示した．白雲母，フェンジャイト及び角閃石K–Ar
年代と砕屑性ジルコンU–Pb年代は，*1：平島ほか（1992），*2：Ozawa et al.（1997），*3：
Miyashita and Itaya（2002），*4：Tsutsumi et al.（2009），*5：冨永ほか（2019），*6：原
（2020），*7：Tominaga and Hara（2021）による． Ms K–Ar：白雲母K–Ar年代，Phn K–Ar：
フェンジャイトK–Ar年代，Amp K–Ar：角閃石K–Ar年代，D：砕屑性，Zr U–Pb：ジル
コンU–Pb年代，YSG：最若粒子年代，YC：最若クラスター年代．放射年代値の縦線の
長さは誤差の範囲を示す．
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第 2. 2図　新第三系及び第四系の地質総括図
年代値はCohen et al.（2013：updated）の 2021年版（v2021/05）に従った．括弧付きの飯能礫層は広義の飯能礫層を指す
（第 7章参照）
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変成岩類についても，その露出が限られ詳細が不明なこ
とから，帯区分を行わない．

2. 3　白亜系高岡層

白亜系浅海成堆積物の高岡層は，礫岩からなる下部層
と，石灰藻を豊富に含む石灰質砂岩泥岩互層からなる上
部層から構成される．礫岩は，チャートや玄武岩など，
秩父帯付加コンプレックス由来の小～大礫を多く含む．
石灰質砂岩からは，大型有孔虫のオルビトリナ化石が産
出する（松丸ほか，1976）．高岡層の石灰質砂岩より得ら
れた砕屑性ジルコンの最若粒子年代及び最若ピーク年代
は 110 ± 1 Maを示し，アルビアン期前半以降の堆積物で
あることを示唆する（原，2020）． 

2. 4　中 新 統

岩殿丘陵に分布する中新統は海成層からなり，下位よ
り比企層群と都幾川層群に区分される．川越地域には，
そのうち比企層群の市

いち

ノ
の

川
かわ

層と都幾川層群の将
しょう

軍
ぐん

沢
ざわ

層，
鳩山層，今

いま

宿
じゅく

層が分布する．市ノ川層は砂岩礫岩を主体
とする．将軍沢層は珪藻質シルト岩，砂質シルト岩から
なり，ガラス質凝灰岩鍵層を挟有する．鳩山層は砂岩泥
岩互層からなる．今宿層は中～粗粒砂岩からなる．微化
石年代からは，市ノ川層が中期中新世初頭の 15.4～15.2 
Ma，将軍沢層が中期中新世後半の 12.5～11.6 Ma，鳩山
層が後期中新世下限付近の 11.6～11 Ma，今宿層が後期中
新世後半の 11～10 Maの堆積年代が推定されている（堀
内・柳沢，1994；栗原ほか，2003；Hayashi et al.，2003；高
橋・柳沢，2004；納谷，2022）．

2. 5　上部鮮新統～下部更新統

川越地域の関東平野西縁に分布する丘陵には上部鮮新
統～下部更新統が分布する．岩殿丘陵，毛

も

呂
ろ

山
やま

丘陵，高
こ

麗
ま

丘陵では，河川成の礫層が分布し，岩殿丘陵では物見
山層，毛呂山丘陵では宿

しゅく

谷
や

川
がわ

層と毛呂山層，高麗丘陵で
は巾
きん

着
ちゃく

田
だ

層と高麗層と呼称する．加
か

治
じ

丘陵では，河川成
の礫層からなる小

お

曾
そ

木
き

層と飯能層の上に，浅海成層と河
川成層の泥層，砂層，礫層からなる仏

ぶ

子
し

層が分布する．
小曾木層と巾着田層は鮮新世末期，飯能層と宿谷川層は
後期鮮新世末期～前期更新世初期，高麗層と毛呂山層は
前期更新世初期に堆積したことが，テフラ層の対比や古
地磁気極性から示されている（植木・酒井，2007；納谷ほ
か，2021など）．仏子層は前期更新世の 2.5～1.45 Maに

堆積したことが広域テフラの対比によって示されている
（納谷・水野，2020）．物見山層からは年代決定に有効な
化石やテフラ層の報告が無いが，これらの地層とほぼ同
じ時代の年代と考えられる．

2. 6　段丘堆積物及び関東ローム層

丘陵の一部と台地は段丘堆積物から構成され，段丘堆
積物の上には関東ローム層が分布する．段丘堆積物は，
高位段丘堆積物，中位及び下位段丘堆積物に区分される．
高位段丘堆積物は上

かみ

鹿
か

山
やま

層，前
まえ

ヶ
が

貫
ぬき

層，所沢層に細分さ
れる．中位及び下位段丘堆積物は武蔵野 I段丘堆積物，武
蔵野 II段丘堆積物，武蔵野 III段丘堆積物，立川 I–II段丘
堆積物，立川 III段丘堆積物に細分される．段丘堆積物の
堆積年代は，段丘堆積物を覆う関東ローム層に挟在する
テフラ層の年代から推定され，高位段丘堆積物は中期更
新世，中位及び下位段丘堆積物は後期更新世に堆積した
と推定された．

2. 7　沖積層，完新世段丘堆積物及び沖積錐堆積物

低地は沖積層と完新世段丘堆積物で構成される．地表
付近の沖積層は後背湿地及び谷底低地堆積物，旧河道堆
積物，自然堤防堆積物からなる．地下の沖積層は主に河
川成の泥，砂，礫からなるが，荒川低地の一部ではボー
リング試料から貝化石が得られているため海成層を含む
ことが推定される．完新世段丘堆積物は河川成の礫及び
砂から構成される． 山間部には沖積錐堆積物が分布す
る．

2. 8　地 下 地 質

川越地域の平野部台地・低地域の深度 600 m以浅の地
下には，鮮新統～中部更新統が分布する．鮮新統～中部
更新統は，上総層群及び下総層群相当層に区分されるが，
上総層群相当層の下部は下位より広義の飯能礫層相当層
と仏子層相当層に細分される．広義の飯能礫層相当層は
礫層と泥層を主体とし，陸上の小曾木層，飯能層，巾着
田層，高麗層，宿谷川層，毛呂山層，物見山層に相当す
る．仏子層相当層よりも上位は，礫層，砂層，泥層から
なり，浅海成層と陸成層からなる複数の堆積サイクルか
ら構成される（納谷ほか，2017）．仏子層相当層よりも上
位の上総層群及び下総層群相当層は，川越地域の陸上に
は分布がなく，地下のみに分布が認められる．
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第 3章　ジュラ系付加コンプレックス（北部秩父帯）

（原　英俊）

3. 1　研究史及び概要

秩父帯は，主にジュラ紀にアジア大陸東縁に付加した
ジュラ系付加コンプレックスから構成される．本報告で
は，この秩父帯に属するジュラ系付加コンプレックスを，
秩父帯付加コンプレックスと呼ぶ．また松岡ほか（1998）
によれば，秩父帯は北部秩父帯と南部秩父帯に分けられ，
本地域には北部秩父帯のジュラ系付加コンプレックスが
分布する．関東山地に分布する秩父帯付加コンプレック
スは，本地域の西隣に分布するほぼ南北の走向を持つ名

な

栗
ぐり

断層及び出
じゅう

牛
し

–黒谷断層を境にして，その東西で構成
される地質体の分布や地質構造が大きく異なる（久田，
1984；指田，1992b；原ほか，1998；松岡ほか，1998）．な
お本章で述べる名栗断層（小澤，1975）は，第 11章で述べ
る活断層としての名栗断層とは異なる断層であり，蛇紋
岩を伴うことから黒瀬川帯との関連性が示唆されている
（Hisada and Arai，1989；坂ほか，1989）．これら断層の東
側は，北部秩父帯付加コンプレックス及び御荷鉾緑色岩
類及び三波川変成岩類が南に張り出す分布を示し，御荷
鉾緑色岩類の上位に秩父帯付加コンプレックスが低角な
断層を介して衝上する構造を特徴とする（第 3. 1図）． 
本地域を含む関東山地東部に分布する秩父帯付加コン
プレックスは，鈴木（1888）により 20万分の 1地質図に
おいて秩父古生層として示された．その後，藤本（1933）
によって，高

こ

麗
ま

川
がわ

上流，名
な

栗
ぐり

川
がわ

，横
よこ

瀬
ぜ

川
かわ

及び武
ぶ

甲
こう

山
さん

周辺
の地質図が示され，石灰岩よりフズリナ化石の産出報告
が行われた．その後，Fujimoto（1936）や森川（1952）及び
Morikawa（1955）により，石灰岩や石灰岩礫岩よりフズリ
ナ化石の報告がなされた．その後，松丸ほか（1979）及び
堀口・竹内（1982）によって，高麗川上流域では，フズリ
ナ化石の産出とともに，岩相及び地質構造の検討がなさ
れ，層序区分がなされた．1980年代以降の付加体地質学
と放散虫化石層序の導入は，小澤・小林（1985）によって
行われた．しかし関東山地南半分の全域を含む研究のた
め，本地域に分布する秩父帯付加コンプレックスは詳し
く層序区分されず正丸層と一括して表現された．放散虫
化石に基づく詳細な層序区分は，指田（1992a，b）によっ
て行われた．指田（1992b）では，岩相及び放散虫とコノ
ドント化石年代により，6つの地層に層序区分が行われ
た．またHisada（1989）は，秩父帯付加コンプレックスと
その北側に分布する御荷鉾緑色岩類との関係について，
低角な断層境界であることを示した．吉田・大藤（1998）

は，西隣の飯
いい

盛
もり

峠
とうげ

付近の地質図を示し，放散虫化石の産
出及び歪解析を行い，地質体の対比を行った．松岡・八
尾（2011）は，越

おご

生
せ

町黒山～刈
か

場
ば

坂
さか

峠
とうげ

付近の地質図を示
し，上

かみ

吉
よし

田
だ

ユニット（本報告の高
たか

畑
はた

ユニット）より中期
ジュラ紀の放散虫化石を報告した．松岡（2014a）は，西
隣の住

すま

居
い

附
づく

ユニット（本報告の花
はな

桐
ぎり

ユニット）より，層状
チャートに挟有する赤褐色砕屑岩層を記載した．松岡
（2017，2019a，b）は，上吉田ユニット及び住居附ユニット
より石灰岩礫岩及び苦灰岩（ドロストーン）及び砕屑性
苦灰石（ドロマイト）の記載を行った． 
また本地域の北東部の大

おお

高
たか

取
とり

山
やま

周辺では，御荷鉾緑色
岩類に秩父帯付加コンプレックスが累重する構造が認め
られる．これは，Fujimoto（1936，1937）によって提唱され
た関東山地北部及び北東部に分布するクリッペ（ナッ
プ）群の一つと考えられ，大高取山クリッペと命名され
た．一方，井尻ほか（1944）は，本地域西隣の秩父地域に
位置する堂

どう

平
だいら

山
さん

クリッペの調査から，関東山地に発達す
るクリッペ群に対して否定的な立場を示した．その後，
須藤・松丸（1973）は，大高取山付近の地質図を示し，越
生中学校グランドで衝上断層を発見し，大高取山クリッ
ペを支持する見解を示した．また大高取山クリッペのほ
かに，同じく秩父帯付加コンプレックスが御荷鉾緑色岩
類に衝上する越生クリッペと堂山クリッペを認定した．
Ueno et al.（1999）は，大高取山付近の地質図を示すとと
もに，御荷鉾緑色岩類に衝上する秩父帯付加コンプレッ
クスをUnit AとUnit Bに区分した．そしてUnit Aを松岡
ほか（1998）による柏木ユニットに，Unit Bを上吉田ユ
ニットに対比し，またUnit Bの石灰岩から石炭紀の有孔
虫化石を報告した．
一方，プレートテクトニクスを基にした最新の見解で
は，秩父帯付加コンプレックスと御荷鉾緑色岩類は，海
洋プレートの沈み込み・付加作用を経てプレート沈み込
み帯の内部にて形成されたことが明らかとなっている
（Endo and Wallis，2017）．特に秩父帯付加コンプレックス
の柏木ユニット（松岡ほか，1998）と御荷鉾緑色岩類は，
その地質構造が調和的で，かつ変成・変形作用の特徴が
連続的である（Endo and Wallis，2017）．そのため両地質体
の接合は，変成・変形作用の時期より前であったと考え
られ，沈み込み帯内部で形成された衝上断層運動により
起きたと考えられる（Endo and Wallis，2017）．関東山地東
部においても，三波川変成作用は御荷鉾緑色岩類だけで
なく，秩父帯付加コンプレックスにまで及んでいること
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が知られている（Seki，1958；牧本・竹内，1992）．そのため，
秩父帯付加コンプレックスと御荷鉾緑色岩類との接合は，
異地性の移動岩体として定義されるクリッペの性質を伴
わず，沈み込み帯内部で形成されたと考えられる．一方，
関東山地北部や北東部に分布する上部白亜系跡

あと

倉
くら

層・栃
とち

谷
や

層，ペルム紀金
きん

勝
しょう

山
ざん

石英閃緑岩などは，内帯の地質体
に起源を持つとされ，三波川変成岩類や秩父帯付加コン
プレックスに衝上する（Fujimoto，1936，1937）．これらに

ついては，形成場の全く異なる地質体が変成・付加コン
プレックスに衝上していることから，クリッペであると
考えられる（磯﨑・板谷，1990）．以上のことから，大高
取山周辺に分布する御荷鉾緑色岩類に衝上する秩父帯付
加コンプレックスはクリッペとして認定する必要はない
と考え，本報告では大高取山クリッペの名称を用いない．
また須藤・松丸（1973）が提案した越生クリッペ・堂山ク
リッペに対しても同様に考えクリッペの名称を用いない．

第 3. 1図　関東山地秩父帯付加コンプレックス，御荷鉾緑色岩類及び三波川変成岩類の地質概略図
久田ほか（2003）及びTominaga and Hara（2021）より編纂した．
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第 3. 2図　秩父帯付加コンプレックスの地質総括図
指田（1992b）による報告，また西隣に分布する柏木ユニットから報告された泥岩からの放散虫化
石年代（松岡，1996，2007，2009）も合わせて示した． 

第 3. 3図　秩父帯付加コンプレックスの地質対比表
*松岡ほか（1998）によると高畑ユニットは，柏木ユニットに対比されるが，本報告では上吉田ユニットに対比させる．
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本地域の秩父帯付加コンプレックスは，指田（1992b）
により 6つ地層に区分された．本報告では指田（1992b）
の層序区分を踏襲するとともに，層序単元である「層」を
構造層序単元として「ユニット」に置き換え，黒山ユニッ
ト・高畑ユニット・刈場坂ユニット・花桐ユニット・中

なか

藤
とう

ユニット・仁
に

田
た

山
やま

ユニットと新たに命名する．それぞ
れのユニットは，断層境界の関係にあり，見かけ上帯状
配列を示すが，刈場坂ユニット・花桐ユニット・中藤ユ
ニットでは，背斜及び向斜構造が形成され，堆積年代の
一番古い花桐ユニットが構造的最上位に位置する．一般
に地質図幅では，堆積年代の古い地質体から記載を行う
が，本地域ではユニットの累重構造と堆積年代の関係が
わかりにくい．そこで指田（1992b）に従い，本報告にお
いても，各ユニットについて北から南にかけて分布する
順番で記載を行う．また秩父帯付加コンプレックスの地
質総括図を第 3. 2図に，地質対比表を第 3. 3図に示す．
なお放散虫化石帯については，Ishiga（1986），Sugiyama
（1997），Kuwahara et al.（1998），Zhang et al.（2014）及び
Matsuoka and Ito（2019）の最近の成果に基づき見直しを
行った．また各ユニットの付加作用の時期は，砕屑岩の
堆積年代以降である．

3. 2　黒山ユニット（Kub，Kul，Kuc，Kut，Kum）

命名　指田（1992b）は，主にチャートからなり，緑色凝
灰岩，石灰岩，ドロマイト質石灰岩，黒色頁岩を伴う地
質体を黒山層と命名した．緑色凝灰岩は，本報告の多色
頁岩に相当する．本報告では，指田（1992b）の黒山層に
ついて，構造層序単元名にユニットを用い，黒山ユニッ
トとして報告を行う．
模式地・分布　越生町黒山周辺で模式的に分布する（指
田，1992b）．越生町黒山～越

も

上
がみ

山
やま

～毛
も

呂
ろ

山
やま

町
ちょう

鎌
かま

北
きた

～毛呂
山町宿

しゅく

谷
や

～日高市新
にい

堀
ほり

付近にかけチャートが広く分布
し，走向方向に連続性の良い玄武岩及び黒色頁岩を伴う．
また大高取山周辺や金比羅山周辺に，チャートが御荷鉾
緑色岩類に累重し分布する．
岩相　本ユニットの構成する岩相は，主にチャート
（Kuc）からなり，黒色頁岩（Kum）や多色頁岩（Kut）及び
玄武岩・ドレライト（Kub）を伴い，まれに石灰岩（Kul）
の岩体を含む．
玄武岩は，玄武岩溶岩，玄武岩火山砕屑岩からなる．
玄武岩溶岩は，塊状で暗緑色を呈する（第 3. 4図a）．無
斑晶ないし半完晶質であり，主に斜長石，単斜輝石，不
透明鉱物から構成され，緑泥石，緑れん石，チタン石な
どの二次的鉱物を伴う（第 3. 5図a）．斜長石を斑晶とし
て含むインターサータル組織を示すことがある．ドレラ
イトは，完晶質であり，斜長石，単斜輝石ないしチタン
普通輝石から構成され，緑泥石，緑れん石，チタン石を
伴う（第 3. 5図b）．本ユニットには，チャートに貫入す

るドレライトが報告されている（越生町教育委員会，
2008）．ドレライトは，チタン普通輝石やケルスート閃石
を含むアルカリ玄武岩とされ，アクチノ閃石やアルカリ
角閃石の変成鉱物が確認されている（牧本・竹内，1992）．
北部秩父帯の付加コンプレックスは，緑泥石帯低温部の
パンペリー石–アクチノ閃石相の三波川変成作用を受け
ていることが知られている（牧本・竹内，1992）．本地域
でも，アクチノ閃石，アルカリ角閃石（第 3. 5図c），パ
ンペリー石（第 3. 5図d），ぶどう石，緑泥石，緑れん石
からなる変成鉱物組み合わせが認められる．これらの変
成鉱物により，本ユニットは緑泥石帯低温部のパンペ
リー石–アクチノ閃石相の変成作用を受けている．
石灰岩は，層厚 50 m以下の岩体として，越生町黒山や
日高市北平沢の高麗川河床などに分布する（第 3. 4図b）．
日高市の聖

しょう

天
でん

院
いん

では，石灰岩と玄武岩が断層で接してい
るのが観察される（第 3. 4図c）．微晶質な再結晶化した
方解石からなり（第 3. 5図e），苦灰石（ドロマイト）に富
むことを特徴とする．
チャートは，本ユニットを構成する主要な岩相であり，
越生町黒山～毛呂山町鎌北～宿谷にかけて広く分布す
る．また大高取山や金比羅山周辺にも分布する．チャー
トは白色～灰色ないし赤色で，厚さ数cm～10 cmで良く
成層し，しばしば 1 cm以下の珪質粘土岩と有律互層をな
す（第 3. 4図d）．チャートは，微晶質な再結晶化した石
英と定向配列をなす粘土鉱物からなることが鏡下で観察
される（第 3. 5図 f）．日高市の宿谷の滝では，チャート
の下位に玄武岩が断層及び整合で接する関係が認められ
る（第 3. 4図e）．
多色頁岩は，赤色，灰色，淡緑色～緑色を呈し，苦鉄
質凝灰岩を伴う凝灰質ないし珪質な泥岩である．黒色頁
岩を伴うこともある．様々な色を呈し，片理が強く発達
することから多色頁岩と呼ぶ（第 3. 4図 f）．鏡下では，定
向配列をなす粘土鉱物と不透明鉱物からなることが観察
される．また灰色ないし淡緑色をなす多色頁岩は，放散
虫化石を含む珪質泥岩へ漸移することがある（第 3. 5図
g）．
黒色頁岩は，黒色を呈し，片理の発達する泥岩である．
定向配列をなす粘土鉱物と，シルト大の石英及び長石な
どの砕屑粒子及び炭質物からなる．チャート近傍では，
黒色頁岩中にチャートが岩体ないしレンズ状の小岩片と
して取り込まれ，混在岩の様相を示すことがある（第 3. 5
図h）．黒色頁岩に伴い，淘汰の悪い細粒な砂岩が鼻

はな

曲
まがり

山北方と大高取山東方で，厚さ数mほどでわずかに認め
られたが，その分布範囲は狭いため黒色頁岩に含めて地
質図上に示した．
層序　本ユニットは厚いチャートによって特徴づけられ
る．特に林道権

ごん

現
げん

堂
どう

山
やま

線では厚いチャートが広く分布す
る．この厚いチャートには，玄武岩や多色頁岩及び黒色
頁岩の岩体が挟在される（第 3. 6図）．またまれに石灰岩
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第 3. 4図　黒山ユニットの岩相
（a）塊状玄武岩溶岩．越生町黒山．（b）石灰岩．越生町黒山．（c）石灰岩と玄武岩．聖天院．（d）チャート．権現堂山線．
（e）チャートと玄武岩．宿谷の滝．（f）多色頁岩．越生町黒山．

岩体を含む．玄武岩は，越生町笹
ささ

郷
ごう

～獅
しし

子
が

ヶ
たき

滝周辺の林
道沿い，毛呂山町鎌北南方～宿谷周辺で，層厚 50～100 m
で走向方向に良く連続して分布する．多色頁岩は，毛呂
山町鎌北南方で，走向方向によく連続し，層厚 250 m以
下で分布する．また大高取山東方や南方にも，層厚 150 m
以下で分布する．黒色頁岩は，毛呂山町鎌北の南方に層
厚 100 m以下で分布するほか，層厚 50 m以下でチャート
に挟有し分布する．ユニット全体での層厚は約 2,000 mで
ある．
地質構造　本ユニットの層理面は，越生町黒山～毛呂山町

鎌北～宿谷周辺では，ほぼ北西–南東で南に 30～50˚傾斜
する．日高市新堀周辺では，地層の走向が南北に振れる．
大高取山周辺では，北東–南西走向ないし北西–南東走向
で，北に 30˚以下で傾斜する．大高取山周辺では緩い向
斜構造を示すと考えられるが，高畑ユニットが構造的上
位に重なるため詳細は不明である．金比羅山や愛宕山周
辺では，チャートないし黒色頁岩が，北東–南西ないし
北北東–南南西走向で 30～40˚で北に傾斜する．ただし露
出が限られるため，地質構造の詳細は不明である．黒山
ユニットの下位は，越生町黒山付近では約 45°で南に傾
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←第 3. 5図　黒山ユニット構成岩相の顕微鏡写真
（a）玄武岩溶岩．宿谷の滝東．（b）ドレライト．権現堂山線．（c）玄武岩中のアルカリ角閃石．宿谷の滝東．（d）ドレライト
中のパンペリー石．獅子ヶ滝南．（e）石灰岩．越生町黒山．（f）チャート．毛呂山町桂木．（g）凝灰質灰色頁岩．上半部に観
察される丸い粒は放散虫化石．大高取山南西．（h）チャートの岩片を含む黒色頁岩．獅子ヶ滝． Ch：チャート岩片，Chl：
緑泥石，Krs：ケルスート閃石，Nam：アルカリ角閃石，Ti–Aug：チタン普通輝石，Ttn：チタン石，Pmp：パンペリー石，
Pl：斜長石．（f）はクロスニコル．その他はオープンニコルで撮影．

第 3. 6図　黒山ユニットの柱状図
柱状図作成ルートは付図 1を参照．

斜する断層によって，大高取山及びその北方では 20～
30°の低角な断層を介して御荷鉾緑色岩類と接する．上位
は，飯能市長沢～間

ま

野
の

～権現堂周辺で，約 50°で南に傾
斜する断層によって高畑ユニットと接する．
産出化石　越生町黒山や毛呂山町阿

あ

諏
す

訪
わ

周辺の石灰岩岩
体において，石炭紀～ペルム紀のフズリナ化石の産出報
告がある（小池ほか，1980；Hisada，1989）．越上山北方の
チャートより，ペルム紀及び三畳紀のコノドント化石が
報告されている（小池ほか，1980）．指田（1992b）は，7地
点のチャートより，中期ペルム紀，中期～後期三畳紀，
前期ジュラ紀の放散虫化石を，また 2地点の黒色頁岩よ
り中期ジュラ紀中頃の放散虫化石を報告した．これらの
報告のうち，本地域からの化石産出は，チャートから 5
地点（指田，1992bの地点 1004～1008）である．吉田・大藤

（1998）は，越生町黒山北方の黒色頁岩（彼らの地点 12，
14，15）より，中期ジュラ紀の放散虫化石を報告している．
また越生町教育委員会（2008）による泥岩からの放散虫
化石産出のうち，地点 4，5，6，8は本地域の黒山ユニッ
トからの報告であり，中期ジュラ紀を示す．なお，大高
取山周辺の本ユニットから化石の産出報告はない．
地質年代　西隣に位置する越生町龍

たつ

ヶ
が

谷
や

のチャートに貫
入するドレライトから，前期ジュラ紀の 182 ± 5 Maの角
閃石K –Ar年代の報告がある（越生町教育委員会，2008）．
毛呂山町鎌北南方のドレライトより，115 ± 6 Maの角閃
石K–Ar年代値が得られている（埼玉県地質図編纂委員
会，1999）．また関東山地北部の万

まん

場
ば

地域で，チャート中
に含まれる角閃石ドレライトより，123 ± 6 Maの角閃石
K–Ar年代が得られている（埼玉県地質図編纂委員会，
1999）．これら前期白亜紀を示す角閃石K–Ar年代値は，
堆積岩の化石年代より若く，関東山地北部の神

かん

流
な

川
がわ

流域
で得られた 117 ± 3 Maの白雲母K–Ar年代と調和的である
（平島ほか，1992）．そのため，玄武岩の噴出年代ではな
く，変成作用もしくは変質作用のある時期を示している
と考えられる．
北西隣の東秩父村や北隣の小川町に分布する柏木ユ
ニット（本報告の黒山ユニット）では，珪質泥岩及び泥岩
より後期ジュラ紀及び前期白亜紀の放散虫化石が報告さ
れている（松岡，1996，2007，2009，2013）．また冨永ほか
（2019）は，北西隣の東秩父村萩平の砂岩より砕屑性ジル
コンU–Pb年代を求め，前期白亜紀のバレミアン期の年代
（最若粒子年代=125.4 ± 2.8 Ma，最若クラスター年代

=126.7 ± 2.0 Ma）を得た．そのため本ユニットの砕屑岩の
年代は，前期白亜紀まで及ぶことが明らかとなっている．
産出化石年代より，本ユニットは，石炭紀及びペルム
紀の石灰岩，中期ペルム紀，中期及び後期三畳紀，前期
ジュラ紀のチャート，中期ジュラ紀中頃の黒色頁岩から
なる（第 3. 2図）．また本ユニットの砕屑岩の年代は，前
期白亜紀まで含まれる可能性がある．
対比　越生町黒山周辺では，松丸ほか（1979）の正

しょう

丸
まる

峠
とうげ

層の一部，堀口・竹内（1982）の高畑層の一部に相当する
（第 3. 3図）．またHisada（1989）のユニットB～Dに相当
する．越生町周辺では，須藤・松丸（1973）の大高取山ク
リッペ・越生クリッペのチャート，Ueno et al.（1999）の
ユニットAに相当する．また北西隣の寄

より

居
い

地域のチャー
ト・珪質岩ユニット（牧本・竹内，1992）に対比される．
松岡ほか（1998）による秩父帯付加コンプレックスの広
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域対比では，柏木ユニットに対比される．なお久田
（1994）では本ユニットの一部を，上吉田ユニット（松岡
ほか，1998）に相当する上吉田層（藤本，1935）に対比し
ている．

3. 3　高畑ユニット（Tab，Tal，Tac，Tat，Tad，Tas）

命名　堀口・竹内（1982）は，チャート及び緑灰色片状泥
質凝灰岩（本報告の凝灰質泥岩，以下括弧内は同様に本
報告での岩相名を示す），塩基性火山岩（玄武岩），石灰
岩，粘板岩（黒色泥岩）からなる地層を高畑層と命名した．
指田（1992b）は，主に北半分に分布するチャートからな
る地層を高畑層から分け黒山層と新称し，南半分に相当
する黒色泥岩及び緑色～赤褐色片状凝灰岩（凝灰岩泥
岩）からなる地層を，高畑層と再定義した．本報告では，
指田（1992b）の高畑層に，刈場坂層中の層厚 400m以下の
大規模な玄武岩及びチャートの岩体を加え，さらに構造
層序単元名にユニットを用い高畑ユニットとする．
模式地・分布　西隣の飯能市高畑周辺が模式地とされた
（指田，1992b）．本地域では，模式地から南東方向の飯能
市長沢～間野～権現堂にかけて，苦鉄質凝灰岩及び玄武
岩とチャートの岩体が連続して分布する．また日

ひ

和
わ

田
だ

山
やま

周辺ではチャート岩体が，また日高市高
こ

麗
ま

本
ほん

郷
ごう

～高岡の
高麗川河床では玄武岩の岩体が，破断した砂岩泥岩互層
を伴い分布する．また大高取山では，下位の黒山ユニッ
トの構造的上位に重なり，苦鉄質凝灰岩が分布する．
岩相　主に凝灰質泥岩及び多色泥岩（Tat）からなり玄武
岩（Tab）及びチャート（Tac）の岩体を伴う．また破断した
砂岩泥岩互層（Tad）や砂岩（Tas）も伴う．
玄武岩は，玄武岩溶岩及び玄武岩火山砕屑岩からなる．
玄武岩溶岩は，緑色ないし赤褐色な多孔質な溶岩を特徴
とし，しばしば枕状溶岩や枕状角礫岩も認められる（第
3. 7図a）．無斑晶ないし半完晶質であり，主に斜長石，
単斜輝石，不透明鉱物から構成され，緑泥石，緑れん石，
チタン石などの二次的鉱物を伴う．単斜輝石を斑晶とし
て含むインターサータル組織を示すことが多い．方解石
により充填された発泡跡も認められる（第 3. 8図a）．玄
武岩火山砕屑岩は，玄武岩溶岩の亜円礫ないし亜角礫か
らなる火山角礫岩や，玄武岩礫を伴うハイアロクラスタ
イトからなる（第 3. 7図b）．玄武岩火山砕屑岩中の玄武
岩溶岩も多孔質を特徴とする．また複数の玄武岩の岩体
から，アルカリ角閃石の産出が認められた．アルカリ角
閃石は，単斜輝石の縁辺部や割れ目に沿って，もしくは
石基中に形成される（第 3. 8図b）．本ユニットは，黒山
ユニットと同様に，緑泥石帯低温部の三波川変成作用を
受けていると考えられる． 
凝灰質泥岩及び多色泥岩は，本ユニットを構成する主
要な岩相で，飯能市長沢～権現堂～物

もの

見
み

山
やま

にかけて分布
する．凝灰質泥岩は，一般に苦鉄質で，赤色，灰色，淡

緑色～緑色を呈し，層理面にほぼ平行な片理が発達する
（第 3. 7図c）．しばしば層厚数m～50 m以下のチャート
及び玄武岩の岩塊ないし岩体を含有する（第3. 7図d）．玄
武岩近傍では赤色を呈することが多い．また風化が進む
と脱色し，淡黄色や灰色をなすことが多い．鏡下で凝灰
質泥岩は，微晶質ないし隠微晶質な粘土鉱物，斜長石，
磁鉄鉱や赤鉄鉱などの不透明鉱物などからなり，石英脈
も観察される（第 3. 8図c）．苦鉄質な凝灰質泥岩は，苦
鉄質凝灰岩に漸移し，単斜輝石や再結晶化した方解石を
含むことがある（第 3. 8図d）．多色泥岩は，赤色，灰色，
淡緑色～緑色を呈し，凝灰質もしくは珪質泥岩である．
鏡下では，多色泥岩は定向配列をなす粘土鉱物と不透明
鉱物からなることが観察され，これらが片理を構成する．
珪質泥岩では，灰色ないし淡緑色をなし放散虫化石も認
められる．これらの岩相は，須藤・松丸（1973）の灰緑色
粘板岩及び輝緑凝灰岩，堀口・竹内（1982）の片状泥質凝
灰岩，指田（1992b）の凝灰岩に相当する．なお本ユニッ
トの多色泥岩は，黒山ユニットの多色頁岩と比較して，
片理の発達が弱いため泥岩として記載を行った．
石灰岩は，大高取山の北稜及び東稜の 2ヶ所に，幅 50 

m以下で分布する（第 3. 7図e）．石灰岩の大部分は，再
結晶化が進み，隠微晶質な方解石からなる．一部の石灰
岩から，ペルム紀サンゴ化石及び石炭紀有孔虫化石が報
告されている（須藤・松丸，1973；Ueno et al.，1999）．化
石を産する石灰岩は，生物片の粒子と石灰泥の基質から
なり，粒子支持のパックストーン及び基質支持のワッケ
ストーンからなる（Ueno et al.，1999）． 
チャートは，白色～灰色，暗灰色，まれに赤色を呈し，
厚さ数cm～10 cmで良く成層し，しばしば 1 cm以下の珪
質粘土岩と有律互層をなす（第 3. 7図 f）．チャートは，微
晶質な石英からなり，しばしば放散虫化石が認められる
（第 3. 8図e）．
砂岩は，越生町古

ふる

池
いけ

及び大高取山山頂に分布する．砂
岩は，石英，長石，チャート岩片に富み，基質の割合が
少なく，主に長石質アレナイトである．特に，大高取山
では，砂岩を構成する粒子の大部分がチャートからなる
チャート砂岩（チャートアレナイト）が分布する．チャー
ト砂岩には，石英や長石及び泥質部も認められ，チャー
ト及び石英粒子の境界は，圧力溶解により黒色不透明な
接面（シーム）が形成されている（第 3. 8図 f，g）．
破断した砂岩泥岩互層は，日高市高麗本郷周辺に分布
する．玄武岩及びチャートの岩体に挟まれ分布する．見
かけ上，玄武岩やチャートと同等の分布範囲を示すが，
露頭は少なく井尻谷下流周辺に露出する．砂岩は，単層
の厚さが数cm～数 10 cmであり，ブーディン構造により
レンズ状の形態をなす．泥岩は黒色を呈し，定向配列を
なす粘土鉱物と，シルト大の石英及び長石などの砕屑粒
子及び炭質物からなる．また破断した砂岩泥岩互層は，
厚さ数 10 m以下の砂岩や泥岩を伴う．
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第 3. 7図　高畑ユニットの岩相
（a）枕状溶岩及び枕状角礫岩．飯能市長沢．（b）玄武岩火山砕屑岩．日高市高麗本郷の高麗川河床．（c）凝灰質泥岩．日
高市駒高．（d）チャート岩塊を伴う凝灰質泥岩．日高市駒高．（e）石灰岩．大高取山北東．（f）チャート．飯能市長沢．

層序　本ユニットは，主に凝灰質泥岩及び多色泥岩に玄
武岩とチャートの岩体を伴う層序を特徴とする（第 3. 9
図）．玄武岩は，飯能市長沢～虎

こ

秀
しゅう

で層厚約 600 mの岩体
としてまとまった分布をなす．チャートは，飯能市長沢
周辺～五

ご

常
じょう

の滝
たき

で，層厚 100～200 mで走向方向への連続
性が良く分布する．この他，玄武岩とチャートは，50 m
以下の岩体として，凝灰質泥岩中に認められる．高麗本
郷付近では，玄武岩とチャートの岩体に破断した砂岩泥
岩互層を伴う特徴を示す（第 3. 9図）．日高市高岡周辺で
は層厚約 500 m以下の玄武岩の岩体が，日和田山周辺で

は層厚約 400 mのチャート岩体が認められる．高麗本郷
周辺では，チャートや玄武岩などの硬い岩相以外は露頭
が欠如する．この露欠部は，チャートに比べ柔らかい岩
相である破断した砂岩泥岩互層が分布すると推定した．
ユニット全体での最大層厚は約 1,200 mである．
地質構造　本ユニットの層理面は，飯能市長沢～間野～
権現堂や日高市高岡では，西北西–東南東ないし北西–南
東走向で 30～60˚で南に傾斜し，同斜構造を示す．また
大高取山周辺では，東西ないし西北西–東南東走向を示
し，10～50˚南に傾斜する．構造的下位の黒山ユニットと



− 20 −

CalCal

0.5 mm0.5 mm

c

e

a

d

f

b

g

0.2 mm0.2 mm1 mm1 mm

1 mm1 mm

1 mm1 mm
1 mm1 mm

NamNam

CpxCpx

CalCal

MdMd

ChCh

1 mm1 mm

QVQV

PlPl

QtzQtzQtzQtz QtzQtz

CpxCpx

SS

第 3. 8図　高畑ユニット構成岩相の顕微鏡写真
（a）発泡跡を持つ玄武岩溶岩．飯能市長沢．（b）アルカリ角閃石を伴う玄武岩．日高市高麗本郷の高麗川河床．（c）凝灰質
泥岩．日高市権現堂．（d）苦鉄質凝灰岩．日高市権現堂．（e）チャート．丸い粒は放散虫化石．（f，g）チャート砂岩， Cal：
方解石，Ch：チャート岩，Cpx：単斜輝石，Md：泥質部，Nam：アルカリ角閃石，Pl：斜長石，Qtz：石英，QV：石英
脈．S：黒色不透明な鉱物粒子の接面（シーム）．（a）～（f）はオープンニコル，（g）はクロスニコルで撮影．

は，飯能市長沢～間野～権現堂では，約 50˚の南傾斜の
断層によって接する．構造的上位の刈場坂ユニットとは
約 60˚の南傾斜の断層によって接する．大高取山周辺で
は，本ユニットと黒山ユニットは低角な断層で接する．
産出化石　西隣の飯能市八

やっ

徳
とこ

の石灰岩より中期ペルム紀
フズリナ化石（Morikawa，1955），日高市高岡の石灰岩よ
り前期ペルム紀フズリナ化石（石井・田口，1983）の産出
報告がある．大高取山に分布する石灰岩から，石炭紀の

有孔虫化石（Ueno et al.，1999）及びペルム紀のサンゴ化
石（須藤・松丸，1973）の報告がある．指田（1992b）は，4
地点の黒色泥岩（地点 2001，2002，2003，2004）より，中期
ジュラ紀の放散虫化石を報告した．これらのうち地点
2003が，本地域からの報告である．また指田（1992b）が
刈場坂層から報告した放散虫化石は，本報告の高畑ユ
ニットからの産出となる．すなわち，高畑ユニットには，
前期～中期ペルム紀のチャート（地点 3012～3015），中期
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第 3. 9図　高畑ユニットの柱状図
柱状図作成ルートは付図 1を参照．

～後期三畳紀のチャート（地点 3006～3008），前期ジュラ
紀のチャート（地点 3005，3010），中期ジュラ紀中頃の黒
色泥岩（地点 3003，3004）が含まれる．吉田・大藤（1998）
によると，放散虫化石産出地点 1～10が本ユニットに含
まれ，前期ジュラ紀のチャート及び中期ジュラ紀の泥岩
及び凝灰岩が報告されている．松岡（2020）は，日高市駒

こま

高
だか

付近の珪質泥岩より中期ジュラ紀の放散虫化石を報告
した．
地質年代　放射年代として，日高市高麗本郷の高麗川河
床の玄武岩より 110 Ma及び 67 Ma，また巾

きん

着
ちゃく

田
だ

北の苦
鉄質凝灰岩より 120 MaのK–Ar年代値が得られている
（日高町史編集委員会，1991）．ただし分析対象鉱物は明
らかにされていない．これら年代値は，堆積岩の化石年
代より有意に若いため，変成作用もしくは変質作用のあ
る時期を示していると考えられている．
産出する化石より本ユニットは，石炭紀～ペルム紀の
石灰岩，前期及び中期ペルム紀，中期～後期三畳紀，前
期ジュラ紀のチャート，中期ジュラ紀中頃の泥岩から構
成される（第 3. 2図）．
対比　松丸ほか（1979）の正丸峠層の一部，堀口・竹内
（1982）の高畑層の一部，指田（1992b）の高畑層及び刈場
坂層の一部に対比される（第 3. 3図）．越生町周辺では，
須藤・松丸（1973）の大高取山クリッペ・越生クリッペの
砂岩や多色泥岩，Ueno et al.（1999）のユニットBに相当
する．また北西隣の寄居地域の泥質混在岩ユニット（牧
本・竹内，1992）に対比される．松岡ほか（1998）による広

域対比では，柏木ユニットに対比された．なお関東山地
北部では，柏木ユニットの上位に，苦鉄質凝灰岩・凝灰
角礫岩からなる万場層と，チャート・砂岩泥岩互層ない
し泥質混在岩からなる上吉田層が分布する（藤本，1935；
松岡ほか，1998）．高畑ユニットは，主に苦鉄質凝灰岩か
らなるため，関東山地北部に特有に分布する万場層に対
比されると考えられる．なお松岡ほか（1998）では，この
万場層を上吉田ユニットに含めている．そのため本報告
では，高畑ユニットを松岡ほか（1998）の上吉田ユニット
に対比させる．

3. 4　刈場坂ユニット（Kac，Kad，Kas）

命名　堀口・竹内（1982）は，主に泥岩及び砂岩優勢な砂
岩泥岩互層からなり，緑色～淡緑色凝灰岩及び凝灰角礫
岩からなる地層について，刈場坂層と命名した．また砂
岩及び砂岩泥岩互層からなり，玄武岩とチャート岩体を
伴う地層を野間層と命名した．指田（1992b）は，堀口・
竹内（1982）の刈場坂層と野間層を一括して，チャート，
泥岩及び砂岩からなる地層を刈場坂層とした．本報告で
は，指田（1992b）の刈場坂層を踏襲し，砂岩，破断した
砂岩泥岩互層及びチャートからなる地層を，構造層序単
元名にユニットを用い刈場坂ユニットとする．なお指田
（1992b）が，刈場坂層とした玄武岩及びチャートの一部
は，本報告では玄武岩とチャート岩体が卓越する高畑ユ
ニットに含めた．
模式地・分布　西隣の飯能市刈場坂～坂本の林道沿いの
露頭が模式地とされた（指田，1992b）．本地域では，日高
市横手の林道関ノ入線沿いに良く分布する．また飯能市
虎秀～深沢，日高市横手～坂下付近や，西隣の刈場坂峠
及びその以西にかけて連続して分布する．
岩相　主に破断した砂岩泥岩互層（Kad）からなり，砂岩
（Kas）及びチャート（Kac）を伴う． 
チャートは，層厚が薄いため，急崖や滝などの急峻な
地形を示さず，林道沿いの切り割りや河川沿いやその侵
食崖で認められる（第 3. 10図a）．白色～灰色，暗灰色を
呈し，厚さ数cm～10 cmで成層し，しばしば 1cm以下の
珪質粘土岩と有律互層をなす．チャートは，隠微晶質な
石英からなり，一般に結晶化が進み石英の細脈も発達す
る（第 3. 10図b）．
破断した砂岩泥岩互層は，本ユニットの主要な岩相で
ある．飯能市中居～深沢～横手にかけて分布する．単層
の厚さが数cm～数 10cmの砂岩層が破断した砂岩泥岩互
層で，砂岩はブーディン構造にレンズ状の形態をなす（第
3. 10図c）．また破断した砂岩泥岩互層は，厚さ数 10 m以
下の砂岩や泥岩を伴う（第 3. 10図d）．
砂岩は一般に塊状砂岩（第 3. 10図e）で，数cmの泥岩
を挟有することもある．砂岩は，主に石英，長石，火山
岩片，チャート岩片からなる長石質ワッケである．高畑



− 22 −

第 3. 10図　刈場坂ユニットの岩相及び顕微鏡写真
（a）チャート．日高市横手．（b）チャートの顕微鏡写真．QV：石英脈．日高市横手．（c）破断した砂岩泥岩互層．日高市
横手．（d）泥岩，日高市横手．（e）塊状砂岩．日高市横手．（f）砂岩の顕微鏡写真．日高市横手．Qtz：石英，Pl：斜長石，
Lv：火山岩片，Ch：チャート岩片．（b）と（f）はクロスニコルで撮影．

ユニットの砂岩に比べ，チャート岩片の含有量は少ない
特徴を示す（第 3. 10図 f）．泥岩は黒色を呈し，定向配列
をなす粘土鉱物と，シルト大の石英及び長石などの砕屑
粒子及び炭質物からなる．
層序　本ユニットの最下部は砂岩からなり，五常の滝～
虎秀にかけて，最大層厚約 400 m以下で走向方向に良く
連続して分布する（第 3. 11図）．この砂岩の東端は北北
東–南南西走向の高角な胴切断層により絶たれ，西端は

層厚が薄くなりながら高畑ユニットとの境界断層に収れ
んする．砂岩の上位には，破断した砂岩泥岩互層が層厚
800～1,200 m以下で重なる．破断した砂岩泥岩互層には，
層厚 50 m以下のチャートが挟在される．日高市横手周辺
では，チャートが密に挟まれる．ユニット全体での層厚
は約 1,200 mである．
地質構造　層理面は，ほぼ北西–南東走向で 50～80˚で南
に傾斜し，同斜構造を示す．構造的下位の高畑ユニット
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とは南に約 60˚傾斜する断層により，構造的上位の花桐
ユニットとは南に約 70˚傾斜する断層により接する．
産出化石　本ユニットから，産出化石の報告はない．指
田ほか（1992b）は刈場坂層より，チャート及び泥岩から
放散虫化石の産出を報告したが，いずれの産出地点も本
報告では高畑ユニットに含まれる．
地質年代　刈場坂ユニットは，高畑ユニットと同様に，
松岡ほか（1998）の上吉田ユニットに対比される（松岡，
2020）．そのため，本ユニットの構成岩類は，高畑ユニッ
トと同年代を示すと推定される．すなわち本ユニットは，
前期及び中期ペルム紀，中期～後期三畳紀，前期ジュラ
紀のチャート，中期ジュラ紀中頃の泥岩から構成される
（第 3. 2図）．
対比　松丸ほか（1979）の子の山層の一部，堀口・竹内
（1982）の刈場坂層及び間野層，指田（1992b）の刈場坂層
に対比される（第 3. 3図）．また北西隣の寄居地域の泥質
混在岩ユニット（牧本・竹内，1992）に対比される．また
松岡ほか（1998）による広域対比では，上吉田ユニットに
対比される．また関東山地北部の上吉田層（藤本，1935）
に対比される．後述する向斜構造及び岩相の類似性を考
慮すると，刈場坂ユニットは中藤ユニットと同一ユニッ

トの可能性がある．

3. 5　花桐ユニット（Hab，Hac，Had）

命名　堀口・竹内（1982）により，チャート及び玄武岩で
特徴づけられる地層について，花桐層と命名された．指
田（1992b）は，堀口・竹内（1982）による上

かみ

久
く

通
ずう

層の一部
を花桐層に含めて，花桐層を再定義した．なお上久通層
は，砂岩及び砂岩泥岩互層からなり，チャート及び玄武
岩を伴う地層として定義されている（堀口・竹内，1982）．
本報告では，指田（1992b）を踏襲し，破断した砂岩泥岩
互層及び砂岩からなり，チャート及び玄武岩の岩体を含
む花桐層について，構造層序単元名にユニットを用い花
桐ユニットとする．
模式地・分布　西隣の飯能市花桐周辺を模式地とされた
（指田，1992b）．本地域では，飯能市吾

あが

野
の

～小
こ

瀬
せ

戸
ど

間の林
道（長尾坂野口入線）沿いを模式地とする．飯能市吾野～
白子～横手の高麗川河床から，天

てん

覚
かく

山
さん

～多
とう

峯
の

主
す

山
やま

の稜線
付近に向かう林道釜戸谷線及び大倉谷線沿いにかけて分
布する．西隣は正丸峠及びその以西にも広く分布する
（指田，1992a，b）．
岩相　主に破断した砂岩泥岩互層及び砂岩（Had）からな
り，玄武岩（Hab）及びチャート（Hac）の岩体を伴う．
玄武岩は，玄武岩溶岩及び玄武岩火山砕屑岩からなる．
玄武岩溶岩は，赤褐色ないし緑色な塊状溶岩である（第
3. 12図a）．無斑晶ないし半完晶質であり，主に斜長石，
単斜輝石，不透明鉱物から構成され，緑泥石，緑れん石
などの二次的鉱物を伴う．細粒であるが，針状の斜長石
とその間を充填する単斜輝石からなる間粒状（インター
グラニュラー）組織を示す玄武岩も認められる（第 3. 12
図b）．方解石により充填された発泡跡も認められる．玄
武岩火山砕屑岩は，ハイアロクラスタイト及び苦鉄質凝
灰岩からなり，石灰岩岩片を含むことがある．
チャートは，赤色ないし灰色を呈し，珪質泥岩を挟有
する層状チャート及び玄武岩近傍の塊状なチャートから
なる．チャートは，隠微晶質な石英からなり，放散虫化
石も観察される（第 3. 12図c）．
破断した砂岩泥岩互層及び砂岩は，本ユニットの主要
な岩相であり，高麗川河床や林道釜戸谷線，大倉谷線沿
いに広く分布する．破断した砂岩泥岩互層は，単層の厚
さが数cm～数 10 cmの砂岩層が破断した砂岩泥岩互層
で，砂岩はブーディン構造をなすことがある（第 3. 12図
d）．著しく破断した砂岩泥岩互層は，砂岩が岩塊として
泥質基質中に取り込まれる混在岩相を示すことがある．
また砂岩岩塊を含む混在岩には，チャートや苦鉄質凝灰
岩の岩塊を含むことがある（第 3. 12図e）．これら混在岩
は，連続的な分布を示さず，露頭規模で小規模に分布す
るのみなので，地質図上では破断した砂岩泥岩互層に含
めた．砂岩は，数m～数 10 mの層厚を持つ塊状砂岩ない

第 3. 11図　刈場坂ユニットの柱状図
柱状図作成ルートは付図 1を参照．
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第 3. 12図　花桐ユニットの岩相及び顕微鏡写真
（a）玄武岩溶岩．長尾坂野口入線．（b）玄武岩溶岩．長尾坂野口入線．Pl:斜長石，Chl：緑泥石，Cpx：単斜輝石．オープ
ンニコル．（c）チャート．長尾坂野口入線．QV：石英脈，R：放散虫化石．オープンニコル．（d）破断した砂岩泥岩互層．
林道大倉谷線．（e）チャート岩塊を含む破断した砂岩泥岩互層．飯能市白子の高麗川河床．（f）砂岩．飯能市平戸．Qtz：
石英，Pl：斜長石，Lv：火山岩片．（b）はオープンニコル，（c）と（f）はクロスニコルで撮影．

し成層砂岩からなる．数cm以下の泥岩を挟むこともあ
る．砂岩は，石英，長石，火山岩片からなる長石質ワッ
ケである（第 3. 12図 f）．また少量のチャート及び泥質片
岩の岩片を含む．泥岩は黒色を呈し，定向配列をなす粘
土鉱物と，シルト大の石英及び長石などの砕屑粒子及び
炭質物からなる．混在岩の基質をなす泥岩には，鱗片状
劈開が発達することがある． 
層序　本ユニットは破断した砂岩泥岩互層及び砂岩を主
体とし，玄武岩とチャートの岩体を伴うことを特徴とす

る（第 3. 13図）．破断した砂岩泥岩互層及び砂岩は，数m
ないし数 10 mオーダーで繰り返し分布するため，地質図
上で両岩相を区別して表現することが難しい．そこで地
質図上では，両岩相を一括して，破断した砂岩泥岩互層
及び砂岩として表現した．玄武岩は，飯能市吾野周辺の
林道沿い（長尾坂野口入線，釜戸谷線，大倉谷線）に層厚
50～250 mの岩体として分布する．チャートは，平坂飛
村線，長尾坂野口入線，釜戸谷線，大倉谷線に層厚 50～
100 mで分布する．天覧山や多峯主山周辺で，層厚 50 m
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第 3. 13図　花桐ユニットの柱状図
向斜軸より北翼のみを示す．柱状図作成ルートは付
図 1を参照．

以下で分布する．平坂飛村線のチャート岩体は，層厚約
400 mに達し，玄武岩の岩体を挟有する．本ユニットの
層厚は，向斜構造をなす北翼では層厚約 1,500 m，南翼で
は層厚 650 mで北翼の方が厚い．
地質構造　層理面は概ね北西–南東走向を示す．天覚山
～多峯主山の稜線よりやや北側に向斜軸があり，その北
側では 40～80˚で南に，南側では 60～70˚で北に傾斜する．
また飯能市平戸～白子付近ではほぼ垂直な傾斜となる．
本ユニットに認められる向斜構造は，ほぼ垂直な向斜軸
を持ち，軸跡は層理面の走向にほぼ一致する北西–南東
方向を示し，本地域の秩父帯付加コンプレックス全体の
構造に影響を及ぼす．秩父帯付加コンプレックスの中で，
構造的最上位のユニットである．本ユニットの下位は，
北限では南に 70˚傾斜する断層で刈場坂ユニット，南限
では北に 70˚傾斜する断層で中藤ユニットと接する．
産出化石　本地域からの化石産出報告はないが，西隣の
模式地周辺に分布する本ユニットからは，以下の化石産
出報告がある．石灰岩及び石灰岩礫岩からは，ペルム紀
のフズリナ化石が報告されている（Morikawa，1955；松
丸ほか，1979；指田 1992b），チャートより前期ペルム紀
放散虫及びコノドント化石（地点 4010及び 4025），三畳

紀放散虫化石（地点 4004，4007，4012，4024），前期ジュ
ラ紀放散虫化石（地点 4005，4008，4009）が報告されてい
る（指田，1992a，b）．また黒色泥岩より，前期ジュラ紀前
半～中頃の放散虫化石（地点 4001～4003）が報告されて
いる（指田，1992a，b）．
地質年代　指田（1992b）に基づくと，本ユニットは，前
期ペルム紀の石灰岩，前期ペルム紀，中期三畳紀，前期
ジュラ紀のチャート，前期ジュラ紀後半の泥岩から構成
される（第 3. 2図）．
対比　松丸ほか（1979）の正丸峠層，堀口・竹内（1982）の
花桐層及び上久通層の一部，指田（1992b）の花桐ユニッ
トに対比される（第 3. 3図）．松岡ほか（1998）による広域
対比では，住居附ユニットに対比される．

3. 6　中藤ユニット（Nac，Nad，Nas）

命名　指田（1992b）により，砂岩及び砂岩泥岩互層から
なり，チャート及び混在岩を伴う地層として，中藤層が
新称された．本報告では，指田（1992b）の中藤層につい
て，構造層序単元名としてユニットを用い中藤ユニット
とする．
模式地・分布　西隣の中藤川上流域が模式地とされた
（指田，1992b）．本地域では，飯能市大河原の入

いる

間
ま

川
がわ

周辺
によく分布する．また中藤川下流及び入間川沿いに分布
する．本地域では，河川沿いを除き，露出は良くない．
岩相　砂岩（Nas）及び破断した砂岩泥岩互層（Nad）から
なり，チャート（Nac）岩体を伴う．
チャートは，灰色～暗灰色ないし赤色を呈し，厚さ数

cm～10 cmで良く成層し，しばしば 1 cm以下の珪質粘土
岩と有律互層をなす（第 3. 14図a）．チャートは，隠微晶
質な石英からなる（第 3. 14図b）． 
破断した砂岩泥岩互層は，本ユニットの主要な岩相で，
入間川流域に分布する．破断した砂岩泥岩互層は，単層
の厚さが数cm～数 10 cmの砂岩層が破断した砂岩泥岩互
層で，砂岩はブーディン構造にレンズ状の形態をなす．
著しく破断した砂岩泥岩互層は，砂岩や苦鉄質凝灰岩を
岩塊として基質中に取り込み混在岩相を示すことがある
（第 3. 14図c）．また飯能市前ヶ貫の成木川では，玄武岩
と石灰岩の岩塊を含む混在岩が認められる（第 3. 14図
d）．なお混在岩は，連続的な分布を示さず，露頭規模で
小規模に分布するのみなので，地質図上では破断した砂
岩泥岩互層に含めた．
砂岩は，飯能市苅

か

生
ろう

付近に分布し，礫質砂岩も認めら
れる．また飯能市大河原の入間川沿いにも泥岩を伴い分
布する（第 3. 14図e）．一般に塊状砂岩であるが，露出が
良くなく，詳細は不明である．砂岩は，石英，長石，火
山岩片からなる長石質ワッケないし長石質アレナイトで
あり，カリ長石を含む（第 3. 14図 f）．泥岩は黒色を呈し，
定向配列をなす粘土鉱物と，シルト大の石英及び長石な
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第 3. 14図　中藤ユニットの岩相及び顕微鏡写真
（a）チャート．飯能市小岩井．（b）チャート．飯能市中藤下郷．（c）苦鉄質凝灰岩岩塊を伴う破断した砂岩泥岩互層．飯
能市小岩井．（d）玄武岩及び石灰岩．飯能市前ヶ貫の成木川河床．（e）砂岩及び泥岩．飯能市原市場（f）砂岩．飯能市久
須美．パーサイト構造を示すカリ長石を含む．Qtz：石英，Pl：斜長石，Kfs：カリ長石，Lv：火山岩片．（b）と（f）は
クロスニコルで撮影．

どの砕屑粒子及び炭質物からなる．
層序　露出が限られるため，岩相の層序関係は不明であ
る．破断した砂岩泥岩互層を主体とし，走向方向に連続
性の良い砂岩が層厚約 100 mないし約 300 mで 3層準認
められる．チャートは，層厚 100～300 mの岩体として，
中藤川や龍前山周辺に分布する．本ユニット全体の見か
けの層厚は約 1,200 mである．
地質構造　層理面は北西–南東走向で北に 60～80˚傾斜
し，同斜構造を示す．中藤川付近では，局所的に南傾斜

も認められる．構造的下位は北に約 70˚傾斜する断層に
より仁田山ユニットと，構造的上位は北に約 70˚傾斜す
る断層により花桐ユニットと接する．
産出化石　本地域では，指田（1992b）が天覧山や多峯主
山のチャート（地点 5008，5009）より，前期ペルム紀放散
虫化石を報告した．また西隣のチャートより前期ペルム
紀（地点 5010），後期三畳紀（地点 5007），前期ジュラ紀
（地点 5003），泥岩より前期ジュラ紀後半～中期ジュラ紀
前半の放散虫化石が報告されている（指田，1992a，b）．
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第 3. 15図　仁田山ユニットの岩相及び顕微鏡写真
（a）チャート．飯能市上直竹下分．（b）チャート．飯能市下上直竹．（c）破断した砂岩泥岩互層．飯能市下直竹．（d）シル
ト岩．飯能市下上直竹．（b）はクロスニコル，（d）はオープンニコルで撮影．

地質年代　指田（1992b）に基づくと，本ユニットは，前
期ペルム紀，後期三畳紀，前期ジュラ紀のチャート，中
期ジュラ紀前半の泥岩から構成される（第 3. 2図）．
対比　松丸ほか（1979）の正丸峠層及び子の山層の一部，
堀口・竹内（1982）の上久通層の一部，指田（1992b）の中藤
層に対比される（第 3. 3図）．松岡ほか（1998）による広域
対比では，上吉田ユニットに対比される．本ユニットは，
刈場坂ユニットと同一のユニットである可能性がある．

3. 7　仁田山ユニット（Nic，Nid）

命名　松丸ほか（1979）は，砂岩泥岩互層からなりチャー
ト及び石灰岩を伴う地層として，仁田山層を定義した．
指田（1992b）は，松丸ほか（1979）の仁田山層の一部を，
砂岩及び砂岩泥岩互層からなり，チャートや石灰岩を含
む混在岩を伴う地層として再定義した．本報告では，指
田（1992b）の仁田山層について，構造層序単元名として
ユニットを用い仁田山ユニットとする．
模式地・分布　西隣の仁田山峠周辺が模式地とされた
（松丸ほか，1979）．本地域の最南西部，飯能市上

かみ
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分
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や下
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周辺の直竹川周辺に分布する．しかし露出が
悪く，層序関係も不明である．なお 5万分の 1地質図幅

青
お

梅
うめ

（植木・酒井，2007）によれば，本地域の最南西端に
は，主に砂岩泥岩互層と混在岩からなる成

なり

木
き

ユニットが
分布することになる．しかし本地域では，その分布範囲
は非常に狭くユニット区分が行えないため，成木ユニッ
トの分布域も仁田山ユニットに含めた．
岩相　破断した砂岩泥岩互層（Nid）及びチャート岩体
（Nic）からなる．仁田山ユニットは，本地域の南西端部
の直竹川や成木川流域に分布するが，分布範囲も狭く，
また河川工事が進み露出は極めて少ない．そのため概要
のみを記す．指田ほか（1992b）や植木・酒井（2007）によ
れば，仁田山ユニットは，砂岩，チャート，石灰岩，玄
武岩を含む混在岩を主体とする．しかしチャート，石灰
岩，玄武岩を含む混在岩，石灰岩及び玄武岩の岩体は，
本地域では未確認である．
チャートは，飯能市上直竹下分や上畑付近に，層厚 20m
以下で分布する（第 3. 15図a）．灰色～暗灰色を呈する層
状チャートからなる．チャートは，隠微晶質な石英から
なる（第 3. 15図b）． 
破断した砂岩泥岩互層は，本ユニットの主要な岩相で
ある．砂岩層は変形によりレンズ上に引き伸ばされるこ
ともある（第 3. 15図c）．本地域では極細粒ないしシルト
質な砂岩が頻繁に認められる（第 3. 15図d）．青梅地域で
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は，砂岩はカリ長石に富む長石質アレナイトと記載され
ている（植木・酒井，2007）．泥岩は黒色を呈し，定向配
列をなす粘土鉱物と，シルト大の石英及び長石などの砕
屑粒子及び炭質物からなる．
層序　露出が限られるため，岩相の層序関係は不明であ
る．破断した砂岩泥岩互層を主体とし，層厚約 50 mの
チャート岩体を伴う．背斜構造に対して，北翼は最大層
厚約 1000 mで南東に向かい約 250 mと薄くなる．南翼は
最大層厚約 1,500 mである．チャートは南翼に多く認め
られる．
地質構造　層理面のほぼ北西–南東走向で，直竹川に沿っ
て背斜軸が認められる．背斜軸の北側では北に 50～70˚，
南側では南に 40～80˚傾斜する．構造的下位は南隣の青
梅地域で成木ユニットと，構造的上位は 70˚で北に傾斜
する断層により中藤ユニットと接する．
産出化石　本地域からの化石産出の報告はない．西隣の
仁田山峠付近で，石灰岩より中期ペルム紀のフズリナ化
石の産出報告がある（Morikawa，1955；松丸ほか，1979）．
また指田（1992b）により，チャートよりペルム紀～前期
ジュラ紀の放散虫化石（地点 6003～6007），泥岩より中期
ジュラ紀中頃の放散虫化石（地点 6001，6002）が報告され
ている．
地質年代　指田（1992b）に基づくと，本ユニットは，中
期ペルム紀の石灰岩，前期ペルム紀，中期～後期三畳紀，
前期ジュラ紀のチャート，中期ジュラ紀中頃の泥岩から
構成される（第 3. 2図）．
対比　松丸ほか（1979）の仁田山層の一部，指田（1992b）
の仁田山層に対比される（第 3. 3図）．松岡ほか（1998）
は，仁田山層を遊子川ユニット及び上吉田ユニットに対
比した．本地域の仁田山ユニットは，遊子川ユニットの
みに対比される．

3. 8　黒山ユニットと御荷鉾緑色岩類の区分と関係

秩父帯付加コンプレックスの黒山ユニットは，構造的
下位の御荷鉾緑色岩類と，低角な断層により接する．こ
の断層は，刈

かり

米
ごめ

–黒山線と名付けられている（Fujimoto，
1936）．本報告では，この断層を刈米–黒山断層と呼ぶ．
また須藤・松丸（1973）による大高取山クリッペ・越生ク
リッペの基底断層も刈米–黒山断層に相当する．なお関
東山地北部では，秩父帯付加コンプレックスと御荷鉾緑
色岩類の境界断層は，御荷鉾断層と呼ばれている（埼玉
総会中・古生界シンポジウム世話人会，1995）．関東山地
東部の秩父帯付加コンプレックスと御荷鉾緑色岩類は，
ともに後期白亜紀の三波川変成作用を受けているため
（牧本・竹内，1992），刈米–黒山断層は後期白亜紀以前に
活動したといえる． 
越生町黒山や毛呂山町阿諏訪奥の獅子ヶ滝付近，毛呂
山町大
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周辺では，秩父帯付加コンプレックスと御荷

鉾緑色岩類の間に，ほぼ北西–南東走向で南に約 45 ˚傾
斜した刈米–黒山断層が推定される．この刈米–黒山断層
は，Hisada（1989）により越生町黒山北方で確認されてお
り，岩相分布により 45 ˚以下の傾斜であるとされている．
大高取山周辺や金比羅山周辺では，ほぼ東西走向で北に
20～30˚傾斜している．大高取山の秩父帯付加コンプレッ
クスでは向斜構造も推定され，越生町津久根周辺で刈
米–黒山断層は北傾斜となる．数ヶ所で断層露頭の報告
があり，現在でも越生中学校の校庭，越生町津久根の岩
清水観音堂裏の崖などで，断層露頭が観察できる（須藤・
松丸，1973；越生町教育委員会，2008）． これらの露頭で
は，上盤が西側に移動するセンスが確認されている（川
島・高木，2015，2017）．
刈米–黒山断層上盤の黒山ユニットは，主にチャート
及び玄武岩からなり，御荷鉾緑色岩類の岩相と類似する．
また黒山ユニットと御荷鉾緑色岩類は，同様の緑泥石帯
（パンペリー石–アクチノ閃石相）の変成作用を受けてい
るため（牧本・竹内，1992），両地質体の区分は難しい．本
報告では，玄武岩の全岩化学組成及びチャートの石英粒
径から，両地質体を区分した（第 3. 16図）．Tominaga and 
Hara（2021）によれば，関東山地の柏木ユニット（本地域
の黒山ユニット）の玄武岩は，海洋島玄武岩（OIB：Ocean 
Island Basalt）と海嶺玄武岩（MORB：Mid–Ocean Ridge 
Basalt）の特徴を，御荷鉾緑色岩類の玄武岩はMORBの特
徴を示すことが指摘されている．本地域及び周辺地域に
限れば，黒山（柏木）ユニットの玄武岩化学組成は，1試
料（KW20）を除き，すべてOIBの特徴を示す（第 3. 17
図）．一方，御荷鉾緑色岩類の玄武岩は 1試料（KW10）を
除き，すべてMORBに相当する化学組成を示す（第 3. 17
図）．そのため両者では，玄武岩の化学組成に違いがみら
れる．チャート中の石英粒径については，褶曲の影響の
ないチャート単層を採取し，そのX–Y面（層理面）上で
の石英粒子サイズを検討した．一般に，チャート層理面
に垂直なXZ面では層理面に平行な片理の形成に伴い，石
英が扁平していることが多い．一方，層理面に沿った
X–Y面では，石英は扁平していることもあるが，変形を
受けずに等粒状の形状をなすことが多いためである．第
3. 18図に，黒山ユニットと御荷鉾緑色岩類中のチャート
のX–Y面の薄片を示す．黒山ユニットのチャートは，約
10 μm以下の微晶質な石英からなる．一方，御荷鉾緑色
岩類中のチャートは，約 100 μm以下の微晶質な石英から
なる変成チャートである．そのため両者には，石英の粒
径に大きな違いが認められる．Hara et al.（2021）は， 後方
散乱電子回折（EBSD：Electron Backscatter Diffraction）を
用いて，石英の粒径分布を調べた．石英の平均粒径を二
乗平均平方根により示し，黒山ユニットでは 3.5～9.1 
μm，御荷鉾緑色岩類では 9.5～12.9 μmであり，チャート
中の石英粒径は黒山ユニットより御荷鉾緑色岩類の方が
明瞭に大きいことを示した．以上の様に本報告では，玄
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第 3. 16図　黒山ユニット及び御荷鉾緑色岩類における玄武岩及びチャートの試料採取地点
Tominaga and Hara（2021）を改変．
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武岩の化学組成，チャートの薄片観察，石英粒径の検討
により，黒山ユニットと御荷鉾緑色岩類とが区分できる
ことを示した．
越生町堂山付近に分布するチャートは，御荷鉾緑色岩
類に衝上する秩父帯付加コンプレックスのチャートとさ
れ，堂山クリッペと呼ばれていた（須藤・松丸，1973）．し
かしこのチャートは，堂山の中腹から山入川で，西に低
角度に傾斜して分布し，地形的にクリッペを構成してい
ない．さらにチャートは，再結晶化した微晶質な石英か
ら構成され（第 3. 18図b），御荷鉾帯緑色岩類中の変成
チャートの特徴を示す．また柳・高木（2010）及び柳ほか
（2011）は山入川で，堂山クリッペの基底をなす断層が確
認できないこと，さらに玄武岩とチャートの互層が認め
られることを報告した．そのため本報告では，堂山クリッ
ペを否定し，堂山や山入川に分布する変成チャートを御
荷鉾緑色岩類に帰属させた．この様な御荷鉾緑色岩類の
構造的上位に位置する秩父帯付加コンプレックスとされ
るチャート（クリッペ）が，数多く示されている（埼玉県
地質図編纂委員会，1999；越生町教育委員会，2008）．し
かし御荷鉾緑色岩類中にもチャート岩体は多く存在する
ため，チャートの帰属については，石英粒径などから再
検討を行う必要がある．

大高取山南麓の桂
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周辺に分布する黒山ユニット
のチャート（第 3. 5図 f）の構造的下位に，同ユニットの
多色頁岩（第 3. 5図g）及びチャート（第 3. 18図 f）が虚
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蔵
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周辺で広く分布する．この多色頁岩の南東側には，
御荷鉾緑色岩類に特徴的な角閃石を含むMORBタイプの
玄武岩，ドレライト及び斑れい岩が分布する（第 3. 16
図）．また多色頁岩の西側，桂木観音周辺のチャートの東
側にも，黒山ユニットに挟まれ御荷鉾緑色岩類が分布す
る．これは，御荷鉾緑色岩類と黒山ユニットは低角な断
層で接すること，かつ背斜構造の存在により，構造的下
位の御荷鉾緑色岩類が断層に挟まれフェンスター状に露
出しているためである．また虚空蔵尊西方の沢沿いには，
地形的高所からもたらされた御荷鉾緑色岩類の転石や地
すべり堆積物が多く認められる．
秩父帯付加コンプレックスの黒山（柏木）ユニットと
御荷鉾緑色岩類は，その岩相・形成年代・地質構造に類
似性を示すことから，両地質体の形成過程には一連のテ
クトニクスが関与していると考えられている（Endo and 
Wallis，2017；Tominaga and Hara，2021）．一方，本地域に
限れば，両地質体の間で，玄武岩の化学組成とチャート
中の石英粒径の違いが認められ，これらにより両地質体
の区分が可能である．
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第 3. 17図　黒山ユニット及び御荷鉾緑色岩類の玄武岩全岩化学組成
（a）始原的マントル物質で平均化した玄武岩のスパイダーダイヤグラム．始原的マ
ントル物質はMcDonough and Sun（1995），海洋島玄武岩（OIB，ocean island basalt）
はSun and McDonough（1989），Nタイプ及びEタイプ海嶺玄武岩（N–and E–MORB，
N–and E– type mid–ocean ridge basalt）はGale et al.（2013）のデータに基づく．（b）
2Nb–Zr/4–Yダイヤグラム（Meschede，1986）．WPT：プレート内ソレライト（within–
plate tholeiite），WPA：プレート内アルカリ玄武岩（within–plate alkaline basalt），
VAB：火山弧玄武岩（volcanic arc basalt）．Tominaga and Hara（2021）より本地域及び
周辺地域のデータのみを抜粋した．

第 3. 18図　黒山ユニット及び御荷鉾緑色岩類におけるチャートの顕微鏡写真
（a）変成チャート．弓立山北麓．（b）変成チャート．越生町小杉の麦原川河床．（c）変成チャート．越生町堂山．（d）
チャート．雷電神社．（e）チャート．越生町黒山．（f）チャート．虚空蔵尊西．（a–c）：御荷鉾緑色岩類．（d– f）：黒山
ユニット．すべてクロスニコルで撮影．
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第 4章　御荷鉾緑色岩類及び三波川変成岩類，超苦鉄質岩

（原　英俊）

4. 1　研究史及び概要
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変成岩類は，北西隣の 5万
分の 1地質図幅寄

より
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（牧本・竹内，1992）で示されている．
牧本・竹内（1992）は，御荷鉾緑色岩類と三波川変成岩類
はともに三波川帯に属するとし，構造層序単元としてユ
ニットを与え，それぞれ御荷鉾ユニット及び三波川ユ
ニットと命名した．一方，遠藤・横山（2019）は四国中央
部の本山地域において，御荷鉾緑色岩類について，主に
苦鉄質岩～超苦鉄質岩からなり，前期白亜紀の高圧型変
成作用を受けた地質体として御荷鉾帯高圧型変成コンプ
レックスと呼んだ．また変成作用及び地質構造が調和す
ることから，御荷鉾帯高圧型変成コンプレックスに従来
秩父帯付加コンプレックスとして扱われていた柏木ユ
ニット（松岡ほか，1998，本報告の黒山ユニット）を含め
た．また三波川変成岩類は，海洋地殻ないし遠洋性堆積
物と海溝充填堆積物が，主に後期白亜紀の高圧変成作用
（三波川変成作用）を受け変成岩となった地質体とされ，
三波川変成コンプレックス（脇田ほか，2007），三波川帯
高圧型変成コンプレックスと呼ばれている（遠藤・横山，
2019）．この様に，御荷鉾と三波川の地理的名称は，異な
る地質系統である「帯」，「岩類」，「ユニット」，「コンプ
レックス」に用いられ混乱を生じている．本報告では，第
2章の地質概説で記した通り，御荷鉾緑色岩類と三波川
変成岩類の地質体としての名称をそのまま用い，地帯区
分を行わない．これら御荷鉾緑色岩類と三波川変成岩類
の地質概略図は秩父帯付加コンプレックスと合わせ第
3. 1図に，地質総括図は第 4. 1図に示す．また第 4. 1図
には，関東山地北部での研究も編纂し示した．
御荷鉾緑色岩類は，主に苦鉄質～超苦鉄質岩類からな
り，三波川変成岩類と秩父帯付加コンプレックスの間に，
関東山地から九州東端部にかけて分布する．御荷鉾緑色
岩類は，群馬県藤岡市及び神

かん
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の御荷鉾山周辺を模式
地とし，御荷鉾系（Koto，1988）が提唱され，その後に御
荷鉾層（矢部，1920a）・御荷鉾帯（小島，1950）と呼ばれ
た．鈴木（1964）は，地質系統名称が複数使用され混乱し
ていたため，苦鉄質～超苦鉄質岩体を総称し，御荷鉾緑
色岩類と呼ぶことを提唱した．また，Seki（1958）や
Miyashiro and Banno（1958）は，変成岩岩石学的研究によ
り，御荷鉾緑色岩類は三波川変成作用を受けた苦鉄質火
成岩類であるとした．その後，御荷鉾緑色岩類の研究は，
四国や紀伊半島で進んだ．Ernst（1972）や鈴木（1972）は

岩相組み合わせに基づき，御荷鉾緑色岩類の起源は，沈
み込んだ海洋地殻ないしオフィオライトであるとした．
小澤ほか（1999）は，地球化学的特徴から玄武岩を 3タイ
プの岩石群に分類し，さらに御荷鉾緑色岩類の火成活動
は下部マントルより上昇するスーパープリュームとの関
係を示唆した．またOzawa et al.（1997）は，関東山地北部
の蛇紋岩中のピクライト質玄武岩より 199 ± 10 Maの角
閃石K–Ar年代を得て，御荷鉾緑色岩類の火成活動の時期
を前期ジュラ紀とした．一方，最近の見解では，御荷鉾
緑色岩類に含まれるチャートゼノリス中の放散虫化石
（Sakakibara et al.，1993）やピクライト質玄武岩の角閃石
K–Ar年代（小澤ほか， 1997），さらに斑れい岩及び玄武
岩，また斑れい岩に伴う斜長岩のジルコンU–Pb年代（遠
藤・横山，2019；Sawada et al.，2019；Tominaga and Hara，
2021）により，御荷鉾緑色岩類の火成活動の時期は後期
ジュラ紀とされている． 
関東山地東部における御荷鉾緑色岩類の研究は，朱雀

（1941）により槻
つき

川
かわ

沿いにて行われ，岩相分布などが示さ
れた．また槻川沿いや越生町周辺及び西隣の堂

どう

平
だいら

山
さん

付近
の玄武岩中より，ローソン石（関，1957），パンペリー石
（関・横山，1957），アルカリ角閃石（関，1958），アクチノ
閃石（関，1959）を報告し，御荷鉾緑色岩類の変成作用が
藍閃変成作用に達するとした（Seki，1958）．安戸研究グ
ループ（1974，1982）は，北隣の小川町赤木南方の御荷鉾
緑色岩類において，水中自破砕溶岩を記載し赤木層群と
命名した．矢島ほか（1984）は，西隣の堂平山西方の御荷
鉾緑色岩類を丸山累層と名付け，下位の三波川変成岩類
と上位の秩父帯付加コンプレックスとは整合関係にある
とした．牧本（1987）は，都

と

幾
き

川
がわ

沿いの御荷鉾緑色岩類よ
り，鉄に富む堆積岩を報告した．舟越・橋本（1991）は，
越生町に分布する御荷鉾緑色岩類より，玄武岩の残留単
斜輝石の地球化学的検討を行い，Cr2O3に富むことを明
らかにした．松岡（2008）は，ときがわ町日影の御荷鉾緑
色岩類の最上位に位置する赤色泥岩より，後期ジュラ紀
の放散虫化石を報告した．Ichiyama et al.（2014）は，都幾
川上流に分布する玄武岩の地球化学的検討より，御荷鉾
緑 色 岩 類 は 大 規 模 火 成 岩 岩 石 区（Large igneous 
provenances：LIPs）の活動で形成されたとし，シャツキー
海台の一部に対比できることを指摘した．また御荷鉾緑
色岩類は，太平洋–イザナギ–ファラロンプレートの海嶺
三重点ないしその近傍で形成されたことが指摘されてい
る（Kimura et al.，1994；Sawada et al.，2019）．Tominaga and 
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第 4. 1図　御荷鉾緑色岩類及び三波川変成岩類の地質総括図
本地域には，緑泥石帯に属する三波川変成岩類が分布する．関東山地北部で得られたフェ
ンジャイトK–Ar年代（平島ほか 1992，Miyashita and Itaya，2002），砕屑性ジルコン年代
（Tsutsumi et al.，2009）を合わせて示した．関東山地北部での三波川変成岩類のNorthern，

Middle，Southern unitの区分は，Miyashita and Itaya（2002）による．また秩父帯付加コンプ
レックスの柏木ユニット（本報告の黒山ユニットに対比）も合わせて示した．*1：Tsutsumi 
et al.（2009），*2：冨永ほか（2019），*3：Tominaga and Hara（2021）．Ms K–Ar：白雲母K–Ar
年代，D：砕屑性，Zr U–Pb：ジルコンU–Pb年代，YSG：最若粒子年代，YC：最若クラス
ター年代．放射年代値の縦線の長さは誤差の範囲を示す．
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Hara（2021）は，関東山地の御荷鉾緑色岩類と秩父帯付加
コンプレックス（柏木ユニット）の玄武岩化学組成の検
討を行い，御荷鉾緑色岩類は中央海嶺玄武岩，柏木ユニッ
トは海洋島玄武岩及び中央海嶺玄武岩の特徴に一致する
ことを示した．また両地質体の海洋プレート層序を復元
し，両者は密接な関係があることから，御荷鉾緑色岩類
の形成は，海嶺三重点付近で起きたのではなく，パンサッ
ラサ（古太平洋）の中心部に噴出した大規模火成岩岩石
区の活動であると結論づけ，その古地理とプレートテク
トニクスの変遷を復元した．
三波川変成岩類は，海洋地殻ないし遠洋性堆積物と海
溝充填堆積物が，主に後期白亜紀の高圧型の変成作用
（三波川変成作用）を受けて形成された変成岩類である．
群馬県藤岡市の三波川流域を模式地とし，三波川結晶片
岩類と定義され（Koto，1888），三波川層（矢部，1920a），
三波川変成岩類（関，1959）とも呼ばれた．四国などの最
近の研究では，三波川変成コンプレックス（脇田ほか，
2007）や三波川帯高圧型変成コンプレックス（遠藤・横
山，2019）と呼ばれる．関東山地における三波川変成岩類
の研究は，模式地である三波川周辺や長

なが

瀞
とろ

町
まち

周辺で検討
が進んでいる．変成岩岩石学的検討は，Toriumi（1975）に
よって三波川流域周辺で行われ，緑泥石帯・ざくろ石帯・
黒雲母帯の変成作用が区分された．長瀞町周辺において
も田中・福田（1974）や徳田（1986）らによって，三波川変
成岩類の変成分帯が明らかにされた．橋本ほか（1992）
は，炭質物の石墨化度などの検討により，変成分帯と地
質構造の関係を明らかにした．また放射年代値として，
後期白亜紀を示すフェンジャイトK–Ar年代（84～53 Ma）
が得られている（植田ほか，1977；平島ほか，1992；
Miyashita and Itaya，2002）．フェンジャイトK–Ar年代は，
緑泥石帯から黒雲母帯へ変成作用が強くなるに従い，そ
の年代が若くなる傾向が示されている（Miyashita and 
Itaya，2002）．そして最近では，砕屑性ジルコンU–Pb年
代の検討により，緑泥石帯及びざくろ石帯の砂質片岩の
原岩年代が後期白亜紀を示すことが明らかにされている
（Tsutsumi et al.，2009）．緑泥石帯では 95.3 ± 1.5 Maと 91.4

± 1.4 Ma，ざくろ石帯では 78.8 ± 1.3 Maの最若粒子年代
が得られており，ざくろ石帯の方が若い年代を示す
（Tsutsumi et al.，2009）．北隣の嵐

らん

山
ざん

町
まち

の嵐山渓谷にはざく
ろ石帯に属する三波川変成岩類が分布する（嵐山町博物
誌三波川帯グループ，2004）．嵐山渓谷周辺の三波川変成
変成岩類では，ラマン分光計による炭質物の結晶化度測
定によって変成温度が求められ，ざくろ石の出現温度が
380～415 ˚Cと見積もられている（横尾・松岡，2017）．
Hara et al.（2021）は，北西隣の寄居地域の三沢川や荒川周
辺において，炭質物ラマン分光計を用いて，緑泥石帯で
358と 368 ˚C，ざくろ石帯で 387 ˚Cの温度条件を推定し
た．

4. 2　御荷鉾緑色岩類（Mb，Ml，Mc）

命名　御荷鉾緑色岩類は，三波川変成岩類と秩父帯付加
コンプレックスの間に分布する苦鉄質～超苦鉄質岩から
なる地質体として，鈴木（1964）によって命名された．牧
本・竹内（1992）は北西隣の寄居地域において，御荷鉾ユ
ニットと呼んだ．また御荷鉾ユニットは下部と上部に分
けられ，下部は主に泥質片岩からなり変成玄武岩を含む
地質体，上部は主に変成玄武岩からなる地質体とされた
（牧本・竹内，1992）．徳田・原（1979）及び徳田（1986）に
よれば，御荷鉾ユニット下部は，御荷鉾緑色岩類と三波
川変成岩類が接合した際に，御荷鉾緑色岩類の下部に発
達した断層剪断帯（テクトニックメランジュ）と解釈さ
れている．
模式地・分布　本地域での模式地は，御荷鉾緑色岩類と
チャートが分布する山入川河床とする．本地域北西部，
ときがわ町桃木・大
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，越生町上
かみ

谷
やつ

・小杉・大
だい

満
ま

，毛呂
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たき

ノ
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に広く分布する．また毛呂山町の出
いず

雲
も

伊
い

波
わ

比
い

神社付近にも分布する．ときがわ町の弓
ゆみ

立
たて

山
やま

や越
生町堂

どう

山
やま

などで，チャートが御荷鉾緑色岩類に挟有する
岩体として分布する．また毛呂山町阿

あ

諏
す

訪
わ

で，結晶質石
灰岩がわずかに分布する．本地域では，牧本・竹内（1992）
による御荷鉾ユニット上部のみが分布する． 
岩相　主に変成玄武岩・変成ドレライト・変成斑れい岩
（Mb）と，変成チャート（Mc）の岩体からなる．まれに結
晶質石灰岩（Ml）の岩体を伴う．
変成玄武岩は，変成玄武岩溶岩・変成玄武岩火山砕屑
岩からなる．変成玄武岩・変成ドレライト・変成斑れい
岩は，露頭ないし岩石標本で識別が可能であるが，お互
いの関係について未確認であるため，地質図では一括し
て示した．
変成玄武岩溶岩は，塊状ないし片状を呈する．変成玄
武岩に伴って，単斜輝石の斑晶を含む変成ドレライトも
認められる．塊状な変成玄武岩溶岩は，暗緑色～緑色を
呈し片理はほとんど発達しない（第 4. 2図a）．針状ない
し短冊状の斜長石と，無斑晶質ないし単斜輝石に富む完
晶質な玄武岩である（第 4. 3図a）．発泡跡も認められ，発
泡の充填物は，一般に緑泥石で置換されている．片状な
変成玄武岩は，緑色～暗緑色を呈し片理の発達が顕著で，
一般に構成鉱物は細粒である（第 4. 3図b）．片理に沿っ
て，主に緑泥石ないしアクチノ閃石が定向配列をなし，
単斜輝石や緑れん石も認められる（第 4. 3図b）．
変成玄武岩火山砕屑岩は，苦鉄質凝灰岩及び玄武岩岩
片を含む砕屑岩からなり，一般に片理が発達する（第 4. 3
図c）．水冷自破砕されたガラス質なハイアロクラスタイ
トや火山角礫岩（第 4. 2図c）を伴うことがある．西隣の
堂平山周辺では苦鉄質な火山角礫岩の報告（安戸研究グ
ループ，1982）があるが，本地域では未確認である．
変成斑れい岩は，本地域では地質図で示せる規模では
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第 4. 2図　御荷鉾緑色岩類の岩相
（a）塊状変成玄武岩．越生町芹ケ沢．（b）片状変成玄武岩．越生町堂山．（c）変成玄武岩火山砕屑岩．虚空蔵尊南．（d）変成
斑れい岩．北西隣笠山の南東．（e）結晶質石灰岩．毛呂山町阿諏訪（f）層状変成チャート．弓立山．（g）塊状変成チャート．
越生町堂山．

認められなかった．北隣の寄居地域内，笠山南東に大き
な岩体が認められている（第 4. 2図d，牧本・竹内，1992）．
変成斑れい岩は，斜長石と単斜輝石からなり，普通角閃
石を伴うことを特徴とする（第 4. 3図d）．斜長石は，著
しくソーシュライト化を受けて，セリサイトとなってい
ることもある．また斜長石が濃集した優白質斑れい岩や
斜長岩が付随することがある． 
これら変成玄武岩・変成ドレライト・変成斑れい岩に
は，変成鉱物として，主に緑泥石，緑れん石，アクチノ
閃石，アルカリ角閃石，パンペリー石が形成されている

（第 4. 3図e，f）．アルカリ角閃石は，単斜輝石や角閃石の
割れ目に沿って産出することが多い．
結晶質石灰岩は，方解石が再結晶化した白色な石灰岩
で，毛呂山町阿諏訪で幅 5 mの岩体として分布する．片
理が発達し，幅約 10 cmで板状に割れる（第 4. 2図e）．
径 0.5 mm以下の等粒状の苦灰石（ドロマイト）粒子と片理
が発達する微細な方解石からなる（第 4. 3図g）．微細な方
解石中には，圧力溶解が進み黒色不透明なスタイロライ
トも認められる．なおHisada（1989）は，阿諏訪に分布す
る石灰岩岩体を秩父帯付加コンプレックスに帰属した．
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←第 4. 3図　御荷鉾緑色岩類構成岩相の顕微鏡写真
（a）塊状変成玄武岩．越生町龍ヶ谷．（b）片状変成玄武岩．越生町堂山．（c）変成玄武岩火山砕屑岩．虚空蔵尊西方．（d）変成
斑れい岩．虚空蔵尊西方．（e）変成斑れい岩中の普通角閃石とアクチノ閃石．越生町堂山．（f）変成斑れい岩中のアルカリ角
閃石．越生町小杉．（g）結晶質石灰岩．毛呂山町阿諏訪．（h）変成チャート．弓立山．Act：アクチノ閃石，Cal：方解石，
Chl：緑泥石，Cpx：単斜輝石，Dol：ドロマイト，Ep：緑れん石，Hbl：普通角閃石，Nam：アルカリ角閃石，Pl：斜長石， 
S：スタイロライト，Ttn：チタン石．（a）～（g）はオープンニコル，（h）はクロスニコルで撮影．

しかし，方解石の粒径が黒山ユニットの石灰岩に比べ大
きいこと（第 3. 5図e，第 4. 3図g），この石灰岩の構造的
上位に分布する玄武岩の全岩化学組成は，御荷鉾緑色岩
類の特徴を示す（Tominaga and Hara，2021）ことから，本報
告では御荷鉾緑色岩類中の石灰岩岩体として扱う．
変成チャートは，幅数mないし数 10 mの幅を持ち，変
成玄武岩に挟有する岩体として分布する．層序チャート
であるが，チャートの単層の間に珪質粘土岩を伴わない
（第 4. 2図 f）．再結晶化が進み，塊状チャートとなること
もある（第 4. 2図g）．変成チャートは，再結晶化した微
晶質な石英からなり，弱い片理を示す（第 4. 3図h）．再
結晶化した石英の粒径は，秩父帯付加コンプレックスの
チャートより粗く約 0.1 mm前後である（第 3. 18図a–c，
第 4. 3図h）．弓立山，麦原川河床などで，幅 20 m以下で
分布する．越生町堂山付近では，本地域では最大な約 500 
mの幅を持つチャートが分布する．このチャートは，堂
山クリッペ（須藤・松丸，1973）として秩父帯付加コンプ
レックスに対比されたチャートであるが，本報告では第
3章の第 8節で述べた様に石英の再結晶化が進んでいる
ため（第 3. 18図c），御荷鉾緑色岩類を構成するチャート
とした．
地質構造　変成玄武岩の片理面は，構造的上位に位置す
る秩父帯付加コンプレックスの走向傾斜と概ね調和的で
ある．御荷鉾緑色岩類分布域の北方，ときがわ町大附や
弓立山，越生町成瀬では，片理面は，北西–南東ないし
西北西–東南東走向で北東に中角～高角度で傾斜する．一
方，分布域南方の越生町大満・黒山，毛呂山町滝ノ入南
西・阿諏訪周辺では，北西–南東ないし西北西–東南東走
向で，南西に中角～高角度で傾斜する．両地域の間，越
生町堂山や毛呂山町滝ノ入北東では，片理面が南北や北
北東–南南西ないし北東–南西走向を示し，走向が乱れ
る．この領域は，大高取山周辺で認められる秩父帯付加
コンプレックスの背斜・向斜構造の軸部の位置に相当
し，複雑な褶曲構造を示している可能性がある．しかし，
鍵層がないため，褶曲軸の位置など詳しいことは不明で
ある．チャートの岩体は，北東–南西走向を示すことが
多く，片理面の走向と平行ないしやや斜交する場合が多
い． 
産出化石　本地域からの産出化石報告はない．松岡
（2008）は，北隣のときがわ町日影西方において，御荷鉾
緑色岩類の最上位に位置する赤色泥岩より，Mirifusus 
dianae baileyi，Parvicingula cf. boesii，Ristola cf. altissima

などの後期ジュラ紀を示す放散虫化石を報告した．これ
は，松岡（1999）により報告された関東山地北部の御荷鉾
山周辺の赤色泥岩から産する放散虫化石年代と一致す
る．またGuidi et al.（1984）は御荷鉾山周辺のチャートよ
り，ジュラ紀の放散虫化石を報告している． 
地質年代　Tominaga and Hara（2021）は，西隣の大野峠北
東に分布する変成斑れい岩に貫入する斜長岩より 157.0
± 0.9 MaのジルコンU–Pb年代値を得た．そしてこの年代
を，御荷鉾緑色岩類の火成活動の時期と解釈した．北隣
のときがわ町別所の角閃岩より 135 ± 7 Maの角閃石K–Ar
年代が得られている（埼玉県地質図編纂委員会，1999）．
奥澤ほか（2005）は，大

おお

高
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取
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山
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の南方に分布する玄武岩よ
り，120. 0 ± 2.0 MaのAr–Arプラトー年代を得た．この玄
武岩は奥澤ほか（2005）によれば柏木ユニットに属する
が，同一地点の玄武岩は，高Mg及びMORBの地球化学
的特徴を有し，御荷鉾緑色岩類の玄武岩と似ている
（Tominaga and Hara，2021）．そのため本報告では，奥澤ほ
か（2005）が検討した玄武岩を，御荷鉾緑色岩類に帰属さ
せた．この前期白亜紀を示す角閃石K–Ar年代やAr–Ar年
代は，ジルコンU–Pb年代より若い年代であり，変成作用
もしくは変質作用のある時期を示している可能性があ
る．また松岡（2008）が報告した後期ジュラ紀の赤色泥岩
は，御荷鉾緑色岩類の形成後に堆積したと考えられてい
る．以上のことより，御荷鉾緑色岩類の原岩の形成時期
は，斜長岩のジルコンU–Pb年代（Tominaga and Hara，
2021）及び赤色泥岩の放散虫化石（松岡，2008）より，後期
ジュラ紀であると考えられる． 
変成作用　御荷鉾緑色類は緑泥石帯の三波川変成作用を
受けている（牧本・竹内，1992）．変成玄武岩の変成鉱物
は，アルカリ角閃石とパンペリー石の出現を特徴とし，
緑泥石，緑れん石，アクチノ閃石を伴うことが報告され
ている（牧本・竹内，1992）．また鉱物組み合わせから，パ
ンペリー石–アクチノ閃石相の変成度を示すとされる．本
地域の御荷鉾緑色岩類も，緑泥石及び緑れん石が普遍的
に認められ，一部でパンペリー石とアルカリ角閃石及び
アクチノ閃石が認められた（第 4. 3図e，f）．そのため本
地域の御荷鉾緑色岩類も，緑泥石帯のパンペリー石–ア
クチノ閃石相の変成作用を受けている．
変成白雲母の年代値として，関東山地北部の御荷鉾緑
色岩類より，81.7 Maと 80.1 MaのK–Ar年代が得られて
いる（Miyashita and Itaya，2002）．また本地域では，千枚
岩質な苦鉄質凝灰岩より 110.1 ± 2.4 MaのK–Ar年代が得
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られている（Tominaga and Hara，2021）．以上より，御荷
鉾緑色岩類の変成作用は，前期白亜紀後半～後期白亜紀
頃に起きたと考えられる．

4. 3　三波川変成岩類（Sn）

命名　関東山地東部に分布する三波川変成作用（関，
1958）を受けた変成岩について，関（1959）が三波川変成
岩類と呼んだ．本報告でも三波川変成岩類を用いる． 
模式地・分布　本地域での三波川変成岩類は，越生町の
北東，JR八

はち

高
こう

線東側の丘陵地にわずかに分布するのみで
ある（埼玉県地質図編纂委員会，1999；越生町教育委員
会，2008）．ときがわ町高野倉，越生町大

おお
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，毛呂山町箕
みの

和
わ
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だ

及び如
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付近に分布する． 
岩相　主に苦鉄質片岩からなり，泥質片岩を伴う．
苦鉄質片岩は，御荷鉾緑色岩類の変成玄武岩より片理
の発達が顕著である（第 4. 4図a，b）．主に緑れん石と緑
泥石，アクチノ閃石，ぶどう石からなり，残留火成鉱物
は確認できなかった（第 4. 4図c，d）．原岩は苦鉄質凝灰
岩と考えられる．また苦鉄質片岩には，泥質片岩を伴う

こと，もしくは互層することがある．泥質片岩は，黒色
～灰色ないし淡緑色を呈し，鏡下では，主に白雲母から
なる明白部と．炭質物を多く含む黒色部が観察される．
地質構造　片理面は，北西–南東走向を示し北ないし南
に中角度で傾斜する．
地質年代　長瀞町の荒川河床の石英片岩に挟有する石灰
質片岩からジュラ紀の放散虫化石（Fujimoto，1939），寄居
町風

ふう

布
っぷ

の石灰質片岩からウミユリ（クリノイド）化石
（Fujimoto and Yamada，1949）が報告された．Tsutsumi et 
al.（2009）は，関東山地北部において砂質片岩より砕屑性
ジルコンU –Pb年代の検討を行い，緑泥石帯（彼らの
Southern 2 Unit）から 95.3 ± 1.5 Maと 91.4 ± 1.4 Ma，ざく
ろ石帯（同Middle Unit）から 78.8 ± 1.3 Maの最若粒子年代
を得た．これらの年代値は，砂質片岩の原岩である砂岩
の堆積年代の下限を示すと考えられる．以上のことから，
三波川変成岩類の原岩（砂岩）の地質年代は，緑泥石帯で
は後期白亜紀前半以降，ざくろ石帯では後期白亜紀後半
以降であると考えられる．
変成作用　関東山地東部の三波川変成岩類が受けた変成
作用は，緑泥石帯・ざくろ石帯・黒雲母帯に区分され，

第 4. 4図　三波川変成岩類の岩相及び顕微鏡写真
（a）苦鉄質片岩．毛呂山町如意．（b）苦鉄質片岩．越生町大谷．（c）苦鉄質片岩及び泥質片岩の互層．苦鉄質片岩は主に緑
れん石と緑泥石からなる．泥質片岩は主に白雲母からなり石英や炭質物を伴う．ときがわ町高野倉．オープンニコル．
（d）苦鉄質片岩中のアクチノ閃石．毛呂山町如意．クロスニコル．Act：アクチノ閃石，Chl：緑泥石，Ep：緑れん石，
Ms：白雲母．
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これらはパンペリー石–アクチノ閃石相から藍閃石片岩
相，曹長石緑れん石角閃岩相の変成相系列を示している
（牧本・竹内，1992）．本地域に近い寄居地域の南方では
緑泥石帯（牧本・竹内，1992），北隣の嵐山渓谷周辺では
ざくろ石帯（嵐山町博物誌三波川帯グループ，2004，横
尾・松岡，2017）の変成作用が認められている．本地域の
苦鉄質片岩で認められた変成鉱物は，緑れん石・アクチ
ノ閃石・緑泥石・ぶどう石である．これらの変成鉱物に
加え，ざくろ石が認められないことから，三波川変成作
用でも低変成度である緑泥石帯に属すると考えられる． 
関東山地の三波川変成岩類の放射年代値として，後期
白亜紀を示す白雲母K–Ar年代（84～53 Ma）が得られて
いる（植田ほか，1977；平島ほか，1992；Miyashita and 
Itaya，2002）．これらの年代値のうち，緑泥石帯から得ら
れている年代は，84～72 Ma（平島ほか，1992）及び 82～
81 Ma（Miyashita and Itaya，2002）である．そして，関東山
地では，緑泥石帯から黒雲母帯と変成度が上がるにつれ
て，K–Ar年代が 82 Maから 58 Maと若くなることが指摘
されている（Miyashita and Itaya，2002）．本地域の三波川
変成岩類から放射年代の報告はないが，先行研究に基づ
くと変成作用は後期白亜紀頃に起きたと考えられる．

4. 4　超苦鉄質岩（U）

本地域には，超苦鉄質岩として蛇紋岩が分布する．原・
久田（2021）は，本地域の蛇紋岩が産出する地質体を，1）
三波川変成岩類（古

こ

武
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蛇紋岩），2）御荷鉾緑色岩類，
3）秩父帯付加コンプレックス（駒

こま

高
たか

蛇紋岩）と 3つに分
け，それぞれの蛇紋岩の記載及びクロムスピネルの化学
組成を報告した．本報告では，これらの蛇紋岩について，
地質図上では超苦鉄質岩として一括で示した．
三波川変成岩類に伴う蛇紋岩は，古武ノ山周辺で，越
生町大谷及び西和田や如意にまとまって露出する（第
4. 5図a）．原・久田（2021）が古武ノ山蛇紋岩と命名した．
三波川変成岩類の西側に 700 mほどの幅を持ち，三波川
変成岩類の片理面に平行に分布するとした．その後の調
査で，蛇紋岩はより東にも露出し，最大 1,200 mの幅を
持ちストック状に分布することが明らかとなった．如意
では，蛇紋岩と三波川変成岩類とが接すると考えられる
露頭があるが，露頭の崩壊が進み詳細は不明である（第
4. 5図b）．蛇紋岩は，主に蛇紋石からなり，クロムスピ
ネルや磁鉄鉱を伴う．蛇紋石化が進み，残存かんらん石

は未確認である．蛇紋石は網目状の組織を示し，蛇紋石
中にクロムスピネルが点在して存在する．また径約 1～
数mmのバスタイト化した直方輝石の仮像が認められる
（第 4. 6図a）．まれに径 1 mm以下の単斜輝石が残存する．
また古武ノ山蛇紋岩からは，クロムざくろ石の産出が知
られている（小林，1986；越生町教育委員会，2008）．越生
町越生東の越

おっ
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ぺ

川
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河床では，蛇紋岩中に三波川変成岩類
の泥質片岩が層厚 1 m以上で包有される（第 4. 5図c）．包
有される泥質片岩は，淡緑色から淡灰色を呈する凝灰質
な泥質片岩と黒色な泥質片岩からなる．定向配列をなす
白雲母及び石英からなり，緑泥石や長石を伴う．
御荷鉾緑色岩類中に，蛇紋岩が厚さ数m～10 mで挟有
する（第 4. 5図d）．一般に蛇紋岩化の程度は弱く，かん
らん石ないしその仮像，単斜輝石及び蛇紋石からなる
（第 4. 6図b）．また越生町小杉の梅園小学校裏手の越辺
川河床で，越生断層に沿って御荷鉾緑色岩類中に約 200m
の幅で蛇紋岩が露出する（第 4. 5図e）．この蛇紋岩は，主
に蛇紋石からなり，直方輝石及び単斜輝石を含む．また
直方輝石は，単斜輝石に比べ径約 1～数mmの大きな結
晶からなり（第 4. 6図c），三波川変成岩類に伴う古武ノ
山蛇紋岩の構成鉱物に類似する．
秩父帯付加コンプレックス中の蛇紋岩は，日高市駒高
付近において，高畑ユニット内の断層に沿って，幅数 10 
m及び長さ 400 mで露出する（第 4. 5図 f）．この蛇紋岩
は，網目状ないしモザイク状の組織を示す蛇紋石からな
り，クロムスピネルや磁鉄鉱を伴う（第 4. 6図d）．日高
町史編集委員会（1991）によって初めて報告され，原・久
田（2021）が駒高蛇紋岩と命名した． 
原・久田（2021）は，蛇紋岩中のクロムスピネルの化学
組成について報告した．三波川変成岩類中の古武ノ山蛇
紋岩と秩父帯付加コンプレックス中の駒高蛇紋岩は，よ
く似た化学組成を示す．また両者は，黒瀬川帯東方延長
と考えられている関東山地西部に分布する山中地溝帯の
白亜系（山中白亜系）南縁の蛇紋岩（Hisada and Arai，
1989，1993），名

な

栗
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断層に沿う蛇紋岩（Hisada and Arai，
1989），木

き

呂
ろ

子
こ

メランジュ中の蛇紋岩（坂ほか，2005）に
比べ，高いCr#=Cr/（Cr+Al）原子比と低いMg#=Mg/
（Mg+Fe2+）原子比を示すことを明らかにした．御荷鉾緑
色岩類中の蛇紋岩については，変質及び変成作用を受け，
クロムスピネルの化学組成は初生的な情報を保持してい
ないと考えられる．
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第 4. 5図　超苦鉄質岩の岩相
（a）古武ノ山蛇紋岩．越生町西和田の越辺川．（b）古武ノ山蛇紋岩と三波川変成岩類（泥質片岩）との境界．毛呂山町如
意．（c）古武ノ山蛇紋岩に包有される三波川変成岩類（泥質片岩）．越生町越生東．（d）御荷鉾緑色岩類中の蛇紋岩．毛呂
山町中在家．（e）越生断層に沿って露出する蛇紋岩．越生町小杉の越辺川．（f）駒高蛇紋岩．日高市高岡．
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第 4. 6図　超苦鉄質岩の顕微鏡写真
（a）古武ノ山蛇紋岩．バスタイト化した直方輝石．越生町如意の越辺川河床．（b）御荷鉾緑色岩中の蛇紋岩．毛呂山町中
在家．（c）越生断層に沿って露出する蛇紋岩．単斜輝石と直方輝石が産出．越生町小杉．（d）駒高蛇紋岩．日高市高岡．
Cpx：単斜輝石．Cr–Spl：クロムスピネル，Ol：かんらん石，Opx：直方輝石，Srp：蛇紋石．（a）と（d）はクロスニコル，
（b）と（c）はオープンニコルで撮影．



− 42 −

第 5章　白亜系高岡層

（原　英俊）

5. 1　研究史及び概要

関東山地東縁部，埼玉県日高市付近の高
こ

麗
ま

川
がわ

河床及び
その周辺にはわずかに白亜系浅海成層が分布する．この
白亜系浅海成層は，渋谷・堀口（1967）によって初めて報
告された．渋谷・堀口（1967）は，石灰質砂岩より石灰藻
化石を報告し，その化石種の構成や産状から関東山地西
部の山

さん

中
ちゅう

地溝帯に分布する白亜系浅海性～汽水性堆積
物（以後，山中白亜系）の中で，宮古統に対比される可能
性を指摘した．さらに松丸ほか（1976）は，石灰質砂岩よ
り，大型有孔虫のオルビトリナ化石を見出し，高麗川河
床の白亜系浅海成層の堆積年代は，アプチアン期～アル
ビアン期を示すことを明らかにした．また松丸ほか
（1979）では，この白亜系浅海成層に対して，高麗オルビ
トリナ層の名称を与えた．一方，石井・田口（1983）は，
日高市高岡の高岡沢沿いに分布する白亜系浅海成層につ
いて調査を行い，岩相記載及び新たに石灰藻化石とオル
ビトリナ化石を報告した．石井・田口（1986）は，高麗川
流域及び北西の高岡沢・ゾロ沢で白亜系浅海成層の層序
学的検討を行い，礫岩から構成される下部層とこれに整
合で重なる砂岩泥岩互層からなる上部層からなることを
明らかにし，この白亜系浅海成層を新たに高岡層と命
名・定義した．そして，アンモナイト化石による生層序
が進んだ東北及び西南日本に分布する下部白亜系との対
比を行い，高岡層の堆積年代はアプチアン期後半～アル
ビアン期前半になるとした．また基盤となる秩父帯付加
コンプレックスとは不整合関係にあるとし，さらに高岡
層は北東–南西走向の軸跡を持つ向斜構造を明らかにし
た．石井・田口（1988）は，高麗川沿いで新たに下部層の
礫岩を報告した．指田（1992b）は，高麗川に分布する高
岡層について，高麗オルビトリナ層の名称を用い，ルー
トマップを示し記載を行った．松岡（2020）は，高岡層の
礫岩について詳しく検討し，礫種構成比がチャート（40 
%）・砂岩（20%）・泥岩（5%）・火山岩（3%）・生物化石片
（32%）となることを明らかにした．原（2020）は，高岡層
の石灰質砂岩の砕屑性ジルコンのU–Pb年代測定を行い，
堆積年代がアルビアン期前半以降であること，後背地に
ペルム紀～三畳紀の花崗岩類及び秩父帯付加コンプレッ
クスが広く分布していたことを指摘した．この他，日高
町史編集委員会（1991）において，高岡層の岩相や産出化
石について詳しく紹介されている．

5. 2　高岡層（Tc，Ta）

命名　埼玉県日高市高岡周辺及び高麗川河床にて分布す
る下部白亜系は，松丸ほか（1979）及び指田（1992b）によ
り高麗オルビトリナ層と呼ばれた．石井・田口（1986）は，
日高市高岡周辺を模式地とし，下部白亜系を高岡層と新
称した．また高岡層を，礫岩からなる下部層と砂岩泥岩
互層からなる上部層に区分した．本報告では，石井・田
口（1986）を踏襲し，下部白亜系の浅海成堆積物を高岡層
と呼ぶ．
分布・模式地　埼玉県日高市高岡の高麗川沿いを模式地
とする．この他，高岡沢及びゾロ沢周辺に分布する．長
さ約 1.1 km，幅約 200 mにわたって，小規模に分布する
のみである（石井・田口，1986）．なお現在では，石井・
田口（1983，1986，1988）の記載当時より，高岡層の露出が
悪く，露頭が限られる．
岩相　主に礫岩からなる下部層（Tc）と主に石灰質砂岩
泥岩互層からなる上部層（Ta）から構成される．下部層の
礫岩には砂岩が，上部層の砂岩泥岩互層には礫岩が挟在
される．
礫岩は，小～大礫の大きさでまれに巨礫を含み，一般
に礫支持である（第 5. 1図a）．亜円～亜角の円磨度を示
す．礫種は，チャート・砂岩・泥岩・玄武岩・石灰岩な
どから構成される．基質は石灰質砂岩からなる．上部層
の石灰質砂岩泥岩互層をなす石灰質砂岩と同様の岩相を
示す．
石灰質砂岩泥岩互層は，石灰質砂岩と黒色泥岩からな
る有律互層で，それぞれの単層の厚さは数cm～数 10 cm
である（第 5. 1図b）．礫岩を挟むこともある（第 5. 1図
c）．石灰質砂岩は，方解石粒子ないし方解石からなる基
質や生物片が 50%以上の割合を占め，中粒～粗粒な砕屑
粒子を伴う砂岩である（第 5. 1図d）．砕屑粒子は，礫種
と同様に，チャート・砂岩・泥岩・玄武岩・石灰岩など
から構成される（第 5. 1図e）．砕屑粒子のやや多い，石
灰質砂岩も認められる（第 5. 1図 f）．砕屑粒子として，
チャートの岩片を多く含み，石英，長石，堆積岩の岩片，
まれに玄武岩の岩片も認められる．黒色泥岩は，微細な
粘土鉱物に富み，かつ石灰質であり炭質物も含む．
層序　高岡層が比較的連続的に露出する高麗川沿いで
は，約 20 mの厚さをもって下部層の礫岩が露出する．基
底部の礫岩では，礫支持で層理面が不明瞭である．礫岩
の中でも上位では，厚さ 10 cmの石灰質砂岩を挟有する．
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第 5. 1図　高岡層の岩相及び顕微鏡写真
（a）礫岩．（b）石灰質砂岩泥岩互層．（c）礫岩を挟む石灰質砂岩泥岩互層．（d）石灰質砂岩．（e，f）砕屑粒子に富む石灰質砂
岩．すべて日高市高岡の高麗川河床．Alg：石灰藻，Ba：玄武岩，Bio：生物片，Cal：方解石，Ch：チャート，Md：泥
岩，Qtz：石英．顕微鏡写真は，すべてオープンニコルで撮影．

礫岩の上位は，約 20 mほど露欠したあと，石灰質砂岩泥
岩互層が約 10 mの厚さをもって露出する．この石灰質砂
岩泥岩互層にはスランプ褶曲が見られ，この褶曲が発達
する付近を境にして，地層の傾斜が南側で北東であるが，
北側で南西に変化する．そのため高岡層が示す向斜構造
（後述）の向斜軸が，この褶曲が発達する付近に存在す
る．褶曲軸より北東側では，南西傾斜を占める石灰質砂
岩泥岩互層が約 50 mの厚さをもって露出する．石灰質砂
岩泥岩互層には厚さ約 10 cmの礫岩が挟在することがあ

る．なお高岡沢及びゾロ沢では，礫岩と石灰質砂岩泥岩
互層のわずかな露頭が点在して認められるだけで，その
層序関係は不明である． 
高岡層は，秩父帯付加コンプレックスを不整合で覆う
とされている（石井・田口，1986）．特に高岡沢と高麗川
沿いで不整合面が報告されている（石井・田口，1983，
1988）．しかし現在では，不整合面を示す露頭は観察でき
ない．高麗川沿いのルートでは，高岡層の礫岩は，秩父
帯付加コンプレックス（高畑ユニット）の破断した玄武
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岩と断層により接している．このことは指田（1992b）に
より，「著しく破砕された高畑層の緑色凝灰岩が礫岩と接
する」と指摘されている．またこの断層付近の礫岩中に
も小断層がいくつも発達する．さらに石灰質砂岩泥岩互
層の北縁部では，破砕された石灰質砂岩を伴う断層ガウ
ジが観察された．一方で，石井・田口（1986）により示さ
れている基底礫岩の分布は確認できなかった．指田
（1992b）によっても，「石灰質砂岩が著しく剪断されブ
ロック状を呈していること，さらに石灰質砂岩のブロッ
クは緑色凝灰質泥岩に取り込まれている」ことが指摘さ
れ，断層の存在が示唆される．以上のことより，高岡層
と秩父帯付加コンプレックスの関係は，不整合だけでな
く断層で接していると判断し地質図上に表現した．また
高岡層は，上部鮮新統～下部更新統である飯能層の礫岩
層によって不整合に覆われる（石井・田口，1986；新井，
1995）．
地質構造　高岡層は石灰質砂岩泥岩互層内に，おおよそ
N60˚W方向の軸跡を持ち，ほぼ垂直な軸面を持つ向斜構
造を形成する．向斜軸の北翼及び南翼の地層は，おおよ
そ北西–南東方向の走向を示し，ともに中角度～高角度
に傾斜する．なお高岡層の分布は小規模なため，地質図
に褶曲軸を示していない．
産出化石　高岡層の石灰質砂岩は，石灰藻化石を多産し，
また有孔虫化石やサンゴ・ウニ・二枚貝などの生物片や
植物片を含むことが知られている（渋谷・堀口，1967；松
丸ほか，1976；石井・田口，1986）．渋谷・堀口（1967）は，
Stenoporidium cf. chaetetiformis，Nipponophycus ramosus，
Parachaetetes sp.，Ptilophyllum sp. の石灰藻化石を報告し
た．また礫岩からも石灰藻化石であるStenoporidium sp.が
報告されている（石井・田口，1983）．石井・田口（1986）
は石灰質砂岩より，Petrophyton miyakoense，Nipponophycus 
ramosus，Lithothamnium? sp.を報告し，それぞれ渋谷・堀
口（1967）のStenoporidium cf. chaetetiformis及び石井・田
口（1983）のStenoporidium sp.はPetrophyton miyakoenseで
あると指摘した．有孔虫化石は，Orbitolina lenticularis（松
丸ほか，1976）及びPeneroplis sp.（石井・田口，1986）が報
告されている．

地質年代　高岡層の石灰質砂岩から，大型有孔虫のオル
ビトリナ化石（Orbitolina lenticularis）の産出年代により，
高岡層の堆積年代はアプチアン期～アルビアン期とされ
た（松丸ほか，1976）．石井・田口（1986）は，アンモナイ
ト化石による生層序が進んだ東北及び西南日本に分布す
る下部白亜系との対比を行い，高岡層の堆積年代はアプ
チアン期後半～アルビアン期前半になるとした．高岡層
の石灰質砂岩より得られた砕屑性ジルコンの最若粒子年
代は 109.7 ± 0.8 Ma，最若クラスター年代は 110.0 ± 1.0 Ma
で，ともにアルビアン期前半を示す（原，2020）．砕屑性
ジルコンU–Pb年代は堆積年代の下限についての情報を
もたらすため，高岡層の堆積年代はアルビアン期前半以
降と考えられる．この年代は，オルドビトリナ化石の産
出年代の範囲であり，かつ石井・田口（1986）による白亜
系の対比から考察した堆積年代ともほぼ一致する．した
がって，高岡層の堆積年代をアルビアン期前半とする．
対比　高岡層は，山中白亜系の南東延長部に分布するこ
とから，山中白亜系と層序学的関係があることが指摘さ
れていた（松丸ほか，1976）．渋谷・堀口（1967）は，石灰
藻化石の種構成と産状の類似性から，高岡層は宮古統に
対比されることを指摘した．さらに松丸ほか（1976）は，
オルビトリナ化石の産出も含め山中白亜系の石堂層下部
に対比されるとした．一方，石井・田口（1986）は，東北
日本及び西南日本に分布する白亜系との対比により，高
岡層は山中白亜系の瀬林層上部ないし三

さん

山
やま

層下部に相当
するとした．ただし瀬林層は淡水～汽水成堆積物である
ので，浅海成堆積物である高岡層は三山層下部のみに対
比される．三山層は，産出するアンモナイト化石年代及
び瀬林層を整合で覆うことから，その堆積年代はアプチ
アン期後半～チューロニアン期中頃とされる（松川・冨
島，2009）．以上のことより，アルビアン期前半の堆積年
代を示す高岡層は，三山層に対比される可能性が高い．
しかし三山層は，黒色泥岩を主体とする岩相であり（松
川・冨島，2009），高岡層で認められる石灰質な堆積物や
礫岩を含まない．そのため高岡層は，三山層とは同時異
相の関係であることを考慮する必要がある．
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第 6章　中 新 統

（納谷友規）

6. 1　研 究 史

岩
いわ

殿
どの

丘陵に分布する中新統の研究は，貝化石を含む第
三紀層の存在を認めた藤本（1926）に始まる．その後，小
林（1935）は貝化石の記載に基づき岩殿丘陵や比

ひ

企
き

丘陵
に分布する新第三系の時代を中新世とし，比企丘陵の南
部～西部に分布する地層を市

いち

ノ
の

川
かわ

層，岩殿丘陵に分布す
る地層を都

と

幾
き

川
がわ

層と名付けた．それ以降数多くの研究に
よって岩相層序区分が更新されてきた（第 6. 1図）．ここ
では，北隣の熊谷地域を含め，岩殿丘陵に分布する中新
統の研究史について述べる．
渡部ほか（1950）は，東松山市上

かみ

唐
がら

子
こ

付近（熊谷地域内）
付近に分布する泥岩・砂岩互層を男

お

衾
ぶすま

層群荒川層に対
比し，岩殿丘陵に分布する中新統を比企層群都幾川層と
した．また，泥岩層中の顕著な凝灰岩層を奥

おく

田
だ

凝灰岩層
と呼び，地域内の分布を追跡して地質図に図示すること
で，地質構造の概略が示された．
その後，福田・石和田（1964）は，都幾川より南側に分

布する中新統を東松山層群と呼び，不整合によって下位
の上唐子層と上位の都幾川層に 2分した．さらに，都幾
川層を岩相に基づき下位より，神

ごう

戸
ど

砂礫岩部層，将
しょう

軍
ぐん

沢
ざわ

泥岩部層，鳩
はと

山
やま

砂岩泥岩部層，今
いま

宿
じゅく

砂岩部層に細分し
た．この層序区分はその後の多くの研究で踏襲されてい
る．一方で，松丸・林（1980）は岩殿丘陵の中新統は整合
一連の堆積物であると考え，下位より上

かみ

唐
から

子
こ

層，鎌
かま

形
がた

層，
神戸層，奥田層，赤

あか

沼
ぬま

層に区分し，それらを松山層群に
まとめた．上唐子層を最初に提案した福田・石和田
（1964）には読み方が明記されていないが，松丸・林
（1980）は上

かみ

唐
から

子
こ

層と記載しており，その後の研究でも地
層名としては「かみからこ」という呼び方が使われる．な
お，上唐子という地名は現在「かみがらこ」と呼ばれる．

1980年代に入ると，小池ほか（1985）と間嶋（1989）な
どによって，岩殿丘陵に分布する中新統の岩相層序が再
検討された．これらの研究では凝灰岩層の記載を行い，
従来区別されていなかった凝灰岩鍵層を識別・対比する
ことによってより正確な層序対比を行い，詳細な岩相分

第 6. 1図　岩殿丘陵に分布する中新統の層序区分とその変遷
この図には比企丘陵の層序区分が示されていないため，間嶋（1989）の中に市ノ川層は示されていない．間嶋（1989）は
比企丘陵において荒川層を覆う地層を市ノ川層と区分し，岩殿丘陵における神戸層に相当するとした．



− 46 −

布と地質構造を明らかにした．小池ほか（1985）は，従来
の都幾川層を層群に格上げした．そして，都幾川層群を
下部の岩殿層と上部の大橋層に区分した．岩殿層と大橋
層はそれぞれ岩相に基づいて部層に細分されるが，神戸
礫岩部層の上位に根岸砂岩部層が加わったことを除き基
本的に福田・石和田（1964）と同じ区分である．嵐

らん

山
ざん

町博
物誌比企・岩殿グループ（2004）でもほぼ同様の層序体系
が採用されている．一方，間嶋（1989）は，福田・石和田
（1964）の部層を層に格上げし，下位より神戸層，将軍沢
層，鳩山層，今宿層に区分した．これらの研究によって，
岩殿丘陵の中新統の岩相層序はほぼ確立したが，最下部
層の層序区分及び最下部層と神戸層との層序関係につい
ては統一した見解には至っていなかった．

1980年代には年代層序の検討も行われた．Kasuya
（1987）は，小池ほか（1985）が報告した凝灰岩層のジルコ
ンフィッショントラック年代（以下，ジルコンFT年代と
記す）を検討した．また，松丸・林（1980），Matsumaru et 

al.（1982），小池ほか（1985）は浮遊性有孔虫化石の検討
から年代を推定した．これらの研究によって，岩殿丘陵
の中新統には中部中新統が含まれることが確かめられた
が，年代が明らかになった範囲は全体のごく一部（根岸
層と将軍沢層）に限られていた．

1990年代以降は，岩殿丘陵の中新統全体を対象として
複数の微化石年代層序を組み合わせた複合年代層序が検
討され，より広域な層序対比が進められた（第 6. 2図）．
有孔虫化石層序の再検討はHayashi et al.（2003）によっ
て，珪藻化石層序は，堀内・柳沢（1994），Kurihara（1999），
栗原ほか（2003），Hayashi et al.（2003），高橋・柳沢
（2004），石灰質ナンノ化石層序は栗原ほか（2003），
Hayashi et al.（2003）によって報告された．Takahashi et 
al.（2004）は，凝灰岩層の角閃石K–Ar年代を測定した．さ
らに，高橋・柳沢（2004）は，それまでに得られた年代層
序に基づき，比企丘陵と岩殿丘陵に分布する中新統の層
序を総括し，岩殿丘陵に分布する中新統の最下部を下位

第 6. 2図　比企層群と都幾川層群の年代層序の概要
珪藻化石帯および生層準はYanagisawa and Akiba（1998），石灰質ナノ化石帯はOkada and Bukry（1980），浮遊性有孔虫化石帯
はBlow（1969），放散虫化石帯はSanfilippo and Nigrini（1998）にそれぞれ基づく．珪藻化石帯と生層準の年代は，Watanabe and 
Yanagisawa（2005）に従ってRaffi et al.（2020）の地磁気極性年代尺度に合わせて調整した柳沢（2021）の年代値に基づく．石灰
質ナノ化石帯，浮遊性有孔虫化石帯，放散虫化石帯の年代は，Raffi et al.（2020）に従ったが，浮遊性有孔虫化石帯N8帯の年
代については，Gradstein et al.（2004）の年代を実線で示し，Raffi et al.（2020）の年代値を点線で示した．比企層群および都幾
川層群の珪藻化石層序は堀内・柳沢（1994），栗原ほか（2003），高橋・柳沢（2004）に，石灰質ナノ化石層序は栗原ほか（2003）
に，有孔虫化石層序はHayashi et al.（2003）に，放散虫化石層序は松岡・鈴木（2014），坂井（2019）に基づく．凝灰岩層のジ
ルコンFT年代は，Kasuya（1987）に基づく．
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より荒川層と市ノ川層に区分し，神戸層基底に推定され
る不整合を広域不整合である庭

にわ

谷
や

不整合に対比し，関東
平野各地に分布する中新統形成のテクトニクスとの関連
を議論した．高橋（2008）は，神戸層基底に推定される不
整合よりも下位を比企層群，上位を都幾川層群にまとめ
た．本報告における層序区分は高橋（2008）に従う．その
後，栗原・柳沢（2015），荒井・原田（2015）は，東松山市
葛袋の露頭観察とボーリング調査によって，この地域で
は神戸層基底は傾斜不整合で市ノ川層ではなく荒川層と
接することを明らかにした．
岩殿丘陵の中新統からは，貝化石や魚類化石をはじめ
とする大型化石が産出し，数多くの報告がある（Hatai and 
Masuda，1962；間嶋，1989；Kurihara，1999； 藤井・水原，
2015；原田，2015a–d；北川・丸山，2015；栗原；2015；
千代田・原田，2015など）．
川越地域の岩殿丘陵には，比企層群の市ノ川層と将軍
沢層より上位の都幾川層群（将軍沢層，鳩山層，今宿層）
が分布する．

6. 2　市ノ川層（Ic）

命名・定義　小林（1935）が命名．高橋（2008）は，市ノ川
層を下位の荒川層（川越地域には分布しない）を整合で
覆い，神戸層に不整合で覆われる地層と再定義した．従
来，本地域内で神戸層（松丸・林，1980），神戸礫岩部層
（小池ほか，1985），神戸層（間嶋，1989；栗原ほか，2003）
とされた石灰質礫岩や礫岩層は，嵐山町鎌形の都幾川沿
いに分布する市ノ川層の石灰質礫岩と，また，平行層理
が発達する含礫砂岩～砂岩層は嵐山町菅谷付近に分布す
る市ノ川層の礫岩層と岩相が共通することから，本報告
では市ノ川層に区分した．市ノ川層は比企層群に属する
（高橋，2008）．
模式地　間嶋（1989）は比企丘陵の小川町奈

な

良
ら

梨
なし

付近（熊
谷地域内）とした．
分布　川越地域内では，鳩山町竹本から高

たか

野
の

倉
くら

，越生町
六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

に分布する．
層厚　300 m以上．
層序関係　熊谷地域内の都幾川沿いでは，下位の荒川層
を整合で覆い，上位の神戸層に不整合で覆われるとされ
る（高橋・柳沢，2004；高橋，2008）．本地域内において本
層は，下位の基盤岩類と上位の将軍沢層と，それぞれ断
層で接していると考えられる（第 6. 3図）．なお，越生町
六地蔵において，本報告で市ノ川層と区分した石灰質礫
岩の下位に，貝化石を含むシルト岩が報告された（原田，
2009）．原田（2009）はこのシルト岩を，市ノ川層よりも
下位の荒川層に対比されると考えたが，現在この露頭は
消滅している．このシルト岩からは珪藻化石が検出され
比企層群に対比されることは明らかになったが，その珪
藻化石年代から荒川層と市ノ川層を区別はできなかった

（納谷，2022）．本報告ではこのシルト岩も市ノ川層とし
て扱う．
岩相　細粒～粗粒砂岩，礫岩，石灰質礫岩～砂岩，シル
ト岩からなる．細粒～粗粒砂岩は淘汰が良く，褐色を呈
し，しばしば直径 2cm程度の角礫を含む．砂岩層の固結
度は低く，ねじり鎌等で容易に削ることができる．礫岩
層は細礫～中礫の角礫～亜円礫からなり，しばしば砂岩
層と互層する．砂岩層と礫岩層には平行層理及び低角の
平板型斜交層理が発達する（第6. 4図A）．石灰質礫岩層・
砂岩層は強く固結している．貝化石細片など石灰質生物
起源粒子を多く含む（第 6. 4図B）．礫径は数 mm～5 cm
を主体とする．平行層理が観察される．礫岩，石灰質礫
岩ともに，礫種はチャート，砂岩，泥岩，結晶片岩を主
体とする．原田（2009）によれば，シルト岩は茶褐色に風
化した黒雲母を含むシルト岩からなり，15 cm程度の角
礫を含む．納谷（2022）が珪藻化石を観察したシルト岩は
細粒砂を含む砂質シルト岩であった．
化石　鳩山町熊井に分布する石灰質礫岩からは，貝化石
が産出するほか，サメの歯化石 Isurus sp.の産出が報告さ
れている（原田，2001）．鳩山町熊井及び竹本の石灰質礫
岩からは石灰藻が産出する（小池ほか，1985）．越生町六
地蔵のシルト岩からはGlycymeris sp.，Lucinoma sp.等の
貝化石や（原田，2009），NPD4A帯に属する珪藻化石が産
出する（納谷，2022）．
堆積環境　産出する化石から海成層であると考えられ
る．粗粒堆積物が卓越することから高エネルギーの流れ
の環境下で堆積したと考えられる． 
年代　熊谷地域内の都幾川沿いに露出する本層の年代
は，Yanagisawa and Akiba（1998）の新第三紀北太平洋珪藻
化石帯区分（NPD：Neogene North Pacific diatom zone）の
NPD4A帯に属し，生層序基準面D43（15.4 Ma）とD43.2
（15.2 Ma）の間に限定されることから，15.4～15.2 Maと
される（高橋・柳沢，2004）．坂井（2019）は同じく都幾川
沿いの本層から，Sanfilippo and Nigrini（1998）の放散虫化
石帯区分のNR5帯中部に属する放散虫化石群集を報告
し，年代を 13.8 Ma前後と推定した．この放散虫化石年
代は珪藻化石から推定される年代より新しい．原田
（2009）が報告した越生町六地蔵の貝化石を含むシルト
岩からは珪藻化石が検出され，NPD4A帯に属し，
Caviatatus lanceolatusを産することから生層準D41.5（15.6 
Ma）–D43.2（15.2 Ma）の区間に限定され比企層群に属す
ることが明確となったが，荒川層と市ノ川層を区別でき
る生層序基準面は認定できなかった（納谷，2022）．

6. 3　将軍沢層（Sg）

命名・定義　福田・石和田（1964）の都幾川層将軍沢泥岩
部層を基に，間嶋（1989）が将軍沢層と改称した．地層名
の将軍沢という地名は，福田・石和田（1964）が将軍沢泥
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第 6. 3図　比企層群と都幾川層群の柱状図
各ルートの位置は付図 2を参照．
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岩部層と呼ぶよりも以前に，本層上部に挟在する凝灰岩
層の名称（将軍沢凝灰岩層）（渡部ほか，1950）としてすで
に使われていた．本来，将軍沢層と呼ぶことは，「同一の
地名を異なる単元と組み合わせて使用することは不適切
である」という日本地質学会の地層命名の指針（日本地
質学会，2000）に相反するが，名称を変えることによって
生じる層序区分のさらなる混乱を避けるために将軍沢層
の名称を継続して採用した栗原ほか（2003）に従い，本報
告でも将軍沢層と呼ぶ．下位の根岸層（川越地域には分
布しない）を整合で覆い，上位の鳩山層に整合で覆われ
る地層とされる（栗原ほか，2003）．
模式地　嵐山町将軍澤東方を南北に流れる前川沿い（熊
谷地域内）（間嶋，1989）． 
分布　川越地域内では，鳩山町熊井，泉井，竹本～奥田，
石坂の山村学園短大の西側の沢，東松山市岩殿の岩殿観
音付近に分布する．
層厚　模式地付近では最大 350 mに達するとされる（栗
原ほか，2003）．
層序関係　模式地では下位の根岸層を整合で覆うとされ
る（栗原ほか，2003）．本地域内では，下位の比企層群市
ノ川層と接しており，層位関係から断層で接すると判断
される．上位の鳩山層には整合で覆われる．
岩相　暗灰色～灰色の塊状珪藻質シルト岩，塊状砂質シ
ルト岩からなる．生痕化石がしばしば認められ，貝化石
や植物化石を含むことがある．本層には顕著な凝灰岩鍵
層が挟在する．川越地域内には，下位よりI–8～11（第 6. 5
図），I–12（第 6. 6図）が認められた．
I–8～11 凝灰岩層：小池ほか（1985）は，渡部ほか

（1950）の将軍沢凝灰岩層が近接した 4層のガラス質凝灰
岩層からなることを示し，下位より I–8，I–9，I–10，I–11

と名付けた．これらは間嶋（1989）のT9凝灰岩層に相当
する．本報告では，4層のガラス質凝灰岩層が識別され
たが，ひとつの露頭ですべての凝灰岩層が観察されるこ
とは稀で，ほとんどの場合一部分しか観察できないため，
I–8以外は対応が不明な場合が多い．本報告では，小池
ほか（1985）や栗原ほか（2003）と同様に，これらはほぼ同
一層準とみなして地質図上では I–8～11と一括して表現
した．
第 6. 5図にI–8～11凝灰岩層の柱状図を示す．I–8は最
も下位にある層厚約 3 mの灰白色ガラス質凝灰岩層であ
る．嵐山町将軍澤の前川（熊谷地域内）（第 6. 7図A，地
点 6–6）と東松山市岩殿の岩殿観音（地点 6–7）で全体が
観察できる．最下部の 50 cmは，平行葉理が発達した中
粒～極粗粒砂サイズの火山ガラスと結晶を主体としたゴ
マシオ状凝灰岩層からなり（第 6. 5図），将軍澤では凝灰
岩層下面から 50 cmほど上位に軽石が多く含まれる．そ
れよりも上位では級化し，中粒～極細粒砂サイズの火山
ガラスを主体とした凝灰岩層からなる．将軍澤では本層
の中上部にコンボリュート葉理が認められる．重鉱物の
含有量は I–8～11の中では最も多く，普通角閃石，黒雲
母が多く，直方輝石がわずかに含まれる．他の凝灰岩層
とは，重鉱物が多いことや灰白色な色調で識別できる．

I–8の 1.5～3 mほど上位に挟まる，層厚 50 cm程度の
灰色ガラス質凝灰岩層がI–9である．I–9は火山ガラスを
主体とするが，わずかに普通角閃石，黒雲母などの重鉱
物が認められる．岩殿観音（地点 6–7）では，I–9の 3 mほ
ど上位に，層厚約 60 cm，中粒砂サイズの灰色ガラス質
凝灰岩層（I–10）が挟まる（第 6. 7図C）．I–10のさらに 1 
mほど上位には，層厚 60 cm程度の灰色粗粒ガラス質凝
灰岩層（I–11）が挟在する（第 6. 7図C）．I–11は中粒～粗

第 6. 4図　市ノ川層の露頭写真
A：平行層理を持つ含礫粗粒砂岩と礫岩．鳩山町泉井（地点 6–1）．ハンマーの柄の長さは 60 cm．B：石灰質礫岩に含まれる
貝化石Chlamys sp.（カミオニシキガイ属）．鳩山町熊井（地点 6–2）．



− 50 −

第 6. 5図　I–8～11凝灰岩層の柱状図
各露頭の位置は付図 2を参照．採取した試料の色調，粒度，重鉱物組成，火山ガラスの屈折率を柱状図横に示した．将軍澤
の露頭（地点 6–6）は熊谷地域内に位置する．
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粒砂サイズの火山ガラス，粒径 5 mm程度の軽石を主体
とする．重鉱物は極めて少ないが，普通角閃石やジルコ
ンが認められた．
I–12凝灰岩層：小池ほか（1985）が命名した．渡部ほか

（1950）の奥田凝灰岩層と間嶋（1989）のT–10凝灰岩層の
うち，鳩山町須

す

江
え

に分布する凝灰岩層を除いたものに相
当する．I–12凝灰岩層は灰白～灰色の火山ガラスを主体
とする凝灰岩層である．小池ほか（1985）によれば，層厚
は最大 15 mほどであるが，本凝灰岩層全体が観察できる
露頭は少ない．下部は平行葉理が発達した中粒～極粗粒
砂サイズの粒子を主体とし，径 5 mm程度の軽石を含み，
直径 5～10 mmの火山豆石が密集する層準が認められる
（第 6. 6図，第 6. 7図D）．全体では上方に細粒化し，上
部では極細粒～細粒砂サイズの粒子を主体とする（第
6. 6図）．重鉱物は普通角閃石と黒雲母が多く，直方輝石
と単斜輝石がわずかに観察される．火山ガラスの屈折率
（n）は，1.494～1.501で，1.407～1.408にモードを持つ場
合がある．
化石　熊谷地域も含めた将軍沢層からは，二枚貝，巻き
貝，ツノガイなどの貝化石，腕足類，ウニなどの棘皮動
物，魚類，鯨類などの脊椎動物そして植物の葉などの大
型化石が報告されている（渡部ほか，1950，Hatai and 
Masuda，1962；角田ほか，1979；小池ほか，1985；間嶋，
1989；栗原，1996；原田，1999）（第 6. 6図F）．
微化石も多く産出する．Blow（1969）の浮遊性有孔虫化
石帯N13–N10帯に属する有孔虫化石群集（Hayashi et al.，
2003），Okada and Bukry（1980）の石灰質ナンノ化石帯
CN5a帯に属する石灰質ナンノ化石群集（栗原ほか，
2003；Hayashi et al.，2003），Yanagisawa and Akiba（1998）
の北太平洋珪藻化石帯NPD5B帯に属する珪藻化石群集
（堀内・柳沢，1994；栗原ほか，2003；Hayashi et al.，

2003），そしてEucyrtidium inflatum帯（例えば，本山・丸
山，1998）とSanfilippo and Nigrini（1998）のRN5帯～RN6
帯に属する放散虫化石（松岡・鈴木，2014；坂井，2019）が
報告されている．花粉化石も産出する（原田，1999）．
堆積環境　産出する化石から海成層であると考えられ
る．貝化石群集からは，沖合泥底の環境（間嶋，1989）や
上部漸深海帯の環境が推定されている（栗原，1996）．
年代　I–8凝灰岩層（=将軍沢凝灰岩層）からはジルコン
FT年代（12.7 ± 0.8 Ma：Kasuya，1987）と黒雲母K–Ar年代
（12.0 ± 0.2 Ma：Takahashi et al.，2004）が得られている．

I–12凝灰岩層（=奥田凝灰岩層）からはジルコンFT年代
（11.9 ± 0.8 Ma：Kasuya，1987）と角閃石K–Ar年代（10.9
± 0.2 Ma：Takahashi et al.，2004）が得られている．浮遊性
有孔虫，石灰質ナンノ化石，珪藻化石，放散虫化石の化
石帯から推定される年代はいずれも中期中新世を示す．
特に，珪藻化石層序では，本層下部がYanagisawa and Akiba
（1998）の生層序基準面D51（Denticulopsis praedimorpha var. 
minorの初産出：12.7 Ma）とD52（Crucidenticula nicobaricaの

終産出：12.4 Ma）の間の層準であることから，本層下限
の年代は概ね 12.5 Maと推定される（栗原ほか，2003）．ま
た，上位の鳩山層中の下部には生層序基準面D55
（Denticulopsis praedimorphaの終産出：11.4 Ma）があるた
め（栗原ほか，2003），将軍沢層の上限の年代は中期中新
世の上限付近の 11.6 Maと推定される．放散虫化石から
は，将軍沢層と鳩山層の間にCyrtocapsella tetraperaの終
産出層準（11.9 Ma）が推定されており（松岡・鈴木，
2014），珪藻化石から推定された年代と矛盾しない．

6. 4　鳩山層（Hy）

命名・定義　福田・石和田（1964）の都幾川層鳩山砂岩泥
岩部層を基に，間嶋（1989）が鳩山層と改称した．下位の
将軍沢層を整合で覆い，上位の今宿層に整合で覆われる
地層とされる（間嶋，1989）．
模式地　鳩山町奥田周辺（間嶋，1989）． 
分布　川越地域内では，鳩山町奥田，泉

いず

井
い

，熊井，赤沼，
小
こ

用
よう

の沢奥部，大
おお

平
ひら

の沢沿いに分布する．
層厚　約 200 m．
層序関係　下位の将軍沢層を整合で覆う（間嶋，1989）．
将軍沢層のI–12凝灰岩層（間嶋，1989のT10凝灰岩層）の
上位に最初に重なる砂岩層の基底が鳩山層の基底とされ
る（間嶋，1989）．上位は今宿層に整合で覆われる．
岩相　砂岩泥岩互層からなり，下部では泥岩優勢か，砂
岩と泥岩の層厚比はほぼ等しく，上部では砂岩を主体と
する．砂岩は細粒～中粒砂岩からなり，径 2 cm程度の泥
岩の偽礫をしばしば含む．泥岩は砂質シルト岩からなる．
植物片をしばしば含む．スランプ構造が認められること
がある（第 6. 8図）．
化石　植物片化石が多産する（間嶋，1989）．また，
Anadara sp.を含む上部浅海帯の貝化石が産出する（栗原
ほか，2003）．微化石は，Yanagisawa and Akiba（1998）の北
太平洋珪藻化石帯NPD5B～5C帯に属する珪藻化石群集
（堀内・柳沢，1994），Lychnocanoma magnacornuta帯下部
（例えば，本山・丸山，1998）とSanfilippo and Nigrini
（1998）のRN5帯～RN6帯に属する放散虫化石（松岡・鈴
木，2014；坂井，2019）が報告されている． 
堆積環境　上部浅海帯の貝化石が産出すること（栗原ほ
か．2003）から，将軍沢層よりは浅海化したと考えられ
る．
年代　珪藻化石層序からは，本層下部にYanagisawa and 
Akiba（1998）の珪藻化石生層序基準面D55（Denticulopsis 
praedimorphaの終産出：11.4 Ma）が位置するため（堀内・
柳沢，1994），NPD5Bの最上部からNPD5Cの下部に相当
する．したがって，年代は後期中新世下限付近の 11.6 Ma
～11 Ma付近と推定される．放散虫化石からは，
Cyrtocapsella tetraperaの終産出層準（11.9 Ma）よりも上
位でCyrtocapsella japonicaの終産出層準（10.0 Ma）よりも
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第 6. 6図　I–12凝灰岩層の柱状図
各露頭の位置は付図 2を参照．採取した試料の色調，粒度，重鉱物組成，火山ガラスの屈折率を柱状図横に示した．
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植物化石植物化石

二枚貝化石二枚貝化石

第 6. 7図　将軍沢層の露頭写真
A：I–8及び I–9凝灰岩層．嵐山町将軍澤（熊谷地域）（地点 6–6）．B：平行葉理が発達した I–8凝灰岩層の下部．生痕
化石を含む（地点 6–6）．C：将軍沢層に見られる典型的な泥岩層．I–10及び I–11凝灰岩層が挟まる．東松山市岩殿観
音（地点 6–7）．D：平行葉理が発達したI–12凝灰岩層最下部．火山豆石が多く含まれる．嵐山町将軍澤の前川支流（熊
谷地域）（地点 6–12）．E：I–12凝灰岩層．鳩山町石坂の物見山西方の尾根（地点 6–11）．F：将軍沢層の砂質シルト中
に含まれる植物化石と二枚貝化石．嵐山町将軍澤の前川河床（熊谷地域）（地点 6–13）．
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下位であるため，本層下位の年代は 11.9～10.0 Maと推定
された（松岡・鈴木，2014）．

6. 5　今宿層（Ij）

命名・定義　福田・石和田（1964）の都幾川層今宿砂岩部
層を基に，間嶋（1989）が今宿層と改称した．下位の鳩山
層を整合で覆う（間嶋，1989）．
模式地　鳩山町赤沼周辺（間嶋，1989）． 
分布　鳩山町赤沼，重

じゅう

郎
ろう

に分布する．
層厚　300 m以上．
層序関係　下位の鳩山層を整合で覆う（間嶋，1989）．上
限は，物見山層及び物見山層以上の第四系に不整合で覆

われる．
岩相　塊状の中粒～粗粒砂岩からなる（第 6. 9図）．粒径
5 mm程度の礫や泥岩の偽礫を含むことがある．植物片を
含むことがある．
化石　保存の悪い貝化石が産出する（原田，1999）．また，
北太平洋珪藻化石層序帯NPD5C帯に属する珪藻化石群
集が報告されている（堀内・柳沢，1994）． 
堆積環境　鳩山層よりも粗粒な堆積物からなり泥岩を挟
まないため，下位の鳩山層よりも浅海化したと考えられる．
年代　本層からは，Yanagisawa and Akiba（1998）の北太平
洋珪藻化石帯NPD5C帯に属する珪藻化石群集が産出す
るため，後期中新世の前半の 11～10 Ma付近の年代が推
定される．

AA BB

1m1m

物見山層物見山層
表土表土

鳩山層鳩山層

砂岩砂岩

泥岩のスランプ構造泥岩のスランプ構造

30 cm30 cm

泥岩泥岩

泥岩泥岩

砂岩砂岩

砂岩砂岩

B の範囲B の範囲

第 6. 8図　鳩山層の露頭写真
A：砂岩が卓越する砂岩泥岩互層．露頭の上部は物見山層に不整合で覆われる．写真の真ん中付近の黒点線で囲まれ
た泥岩にはスランプ構造がみられる．鳩山町泉井（地点 6–13）．B：Aの露頭の拡大．

AA BB

1m1m

第 6. 9図　今宿層の露頭写真
A：塊状粗粒砂岩．風化して褐色を呈する．鳩山町赤沼（地点 6–14）．B：Aの露頭の粗粒砂岩の近接写真．
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6. 6　地 質 構 造

本地域を含む岩殿丘陵に分布する中新統の地質構造
は，全体的には南に開いた盆状構造を呈し，西縁は南北
方向の断層によって基盤岩類と接していると考えられ
る．松丸・林（1980）による寄居–如

ね

意
おい

断層の南半分がこ
の断層に相当し，関東山地と関東平野の地形境界である
八王子線（八王子構造線）（Yabe and Aoki，1926）に相当す
ると考えられている（小池ほか，1985）．本地域内におい
て，基盤岩類と中新統が接する断層の露頭は観察されな
いが，熊谷地域の槻川では，基盤岩の三波川変成岩類と
荒川層（上唐子層）が断層破砕帯を挟んで接しているの
が観察されている（栗原ほか，2003）．
本地域で観察された地層の傾斜は最大で 20°だが，ほ
とんど場合 10°前後と緩傾斜である．全体的にはより上

位の地層が南側に分布するが，北西–南東方向，及び南
北方向に褶曲軸を持つ開いた褶曲が複数認められる．こ
の地質構造は，間嶋（1989）や栗原ほか（2003）とほぼ同様
の解釈である．小池ほか（1985）は，南北及び東西方向の
複数の断層を推定したが，本報告ではそれらの断層を確
認することはできなかった．一方，本地域における中新
統分布域の西縁付近では，比企層群市ノ川層と，層位的
には上位である都幾川層群将軍沢層の上部が接してい
る．今回の調査で断層露頭は見つからなかったが，両層
の間には 300万年ほどの時間間隙が想定されること，両
層の境界付近では市ノ川層の傾斜が 15～20°であるのに
対し将軍沢層の傾斜が 5～10°であり，両層の間に構造的
な違いが認められることから，両層は南北方向の断層で
接していると判断した．
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第 7章　上部鮮新統～下部更新統

（納谷友規）

7. 1　研究史と概要

関東山地東縁の丘陵に分布する上部鮮新統～下部更新
統は，鈴木（1888）の 20万分の 1東京図幅で洪積層とし
て初めて記載された．地層名が与えられたのは藤本
（1926）による成田層が初めてで，それ以降数多くの研究
が行われ，研究の進展とともに多くの地層名が提案され
てきた．ここでは，川越地域に分布する上部鮮新統～下
部更新統の層序区分と地層名の変遷について述べる．層
序対比表は第 7. 1図に，年代と模式柱状図を第 7. 2図に
示す．
青木・田山（1930）は，関東山地東縁に分布する粘土層
や亜炭層を含む地層を東京層（？）と呼び，それらを覆
い，最上位の関東ローム層に挟まれる砂礫層を五

いつ

日
か

市
いち

砂
礫層と呼んだ．当時，五日市砂礫層は関東山地東縁に分
布する丘陵の堆積面を構成すると考えられた．
藤本（1932）は，加

か

治
じ

丘陵に分布する亜炭や貝化石を含
む砂質粘土層を仏

ぶ

子
し

層と呼び，五日市砂礫層に不整合で
覆われるとした．井口（1951）は，五日市砂礫層を細分し，
下位より小

こ

布
ぶ

市
いち

礫層，凝灰岩層，阿
あ

須
ず

山
やま

礫層に区分した．
一方，福田・高野（1951）は，従来仏子層よりも上位とさ
れてきた五日市砂礫層は，仏子層よりも下位で仏子層に
整合に覆われる礫層と，仏子層を不整合で覆う上位の礫
層に分かれることを明らかにし，五日市砂礫層には層位
の異なる礫層が混同されていたと考えた．そして，仏子
層と下位の礫層を合わせて飯

はん

能
のう

層と呼び，基盤岩類を不
整合で覆う下位の礫層を飯能礫層，飯能礫層を整合で覆
う粘土層を仏子粘土層と区分した．この研究によって，
加治丘陵に分布する鮮新～更新統の基本的な層序は確立
された．以下では，飯能礫層と仏子層に分けて，それぞ
れの研究史について述べる．

1970年代以降，飯能礫層はさらに 2つに細分される．
竹越ほか（1979）は，飯能礫層を，主に角礫と泥層を主体
とする下部層と円礫層を主体とする上部層に細分した．
また，福田・高野（1951）では飯能層及び飯能礫層という
地層名は，加治丘陵に分布する地層に限定して使われて
いたが，竹越ほか（1979）では関東山地の東縁に分布する
他の丘陵（草花丘陵，加住丘陵，多摩丘陵）に分布する礫
層についても同層準と考えすべて飯能礫層と呼んだ．本
報告では，竹越ほか（1979）による飯能礫層を広義の飯能
礫層と呼ぶ．広義の飯能礫層に対しては，研究者によっ
て異なる地層名が付けられることが多く，場合によって

は同じ地層名であっても異なる層準を示す場合がある
（第 7. 1図）．例えば，三友ほか（1986）は，高

こ

麗
ま

丘陵から
加治丘陵に分布する広義の飯能礫層の調査を行い，竹越
ほか（1979）による飯能礫層下部層に相当する地層を矢

や

颪
おろし

凝灰岩層，飯能礫層上部層に相当する地層を飯能礫層
と呼んだ．このように研究者によっては異なる地層名で
呼ばれることがあるが，いずれの研究においても広義の
飯能礫層に相当する地層は岩相によって上下 2つの地層
に区分されており，層序区分としてはほぼ同じとみなす
ことができる．
広義の飯能礫層からは，メタセコイア（Metasequoia）や
ステゴドン（Stegodon bombifrins：現在ではミエゾウ
（Stegodon miensis）と考えられている）化石が産出するこ
とから，広義の飯能礫層の年代は当時の地質時代区分で
鮮新～更新世と考えられた（竹越ほか，1979）．その後，植
木・酒井（2007）は，古地磁気極性とテフラのフィッショ
ントラック年代などから，広義の飯能礫層の年代は前期
鮮新世から前期更新世初期の範囲に及ぶこと，下部と上
部の年代は，異なる丘陵間で必ずしも一致しないことを
示した．そして，広義の飯能礫層に対して丘陵ごとに別
の地層名を与えた．例えば，加治丘陵では，飯能礫層下
部に相当する小

お

曾
そ

木
き

層と飯能礫層上部に相当する飯能層
に区分された．
川越地域内に分布する高麗丘陵と毛

も

呂
ろ

山
やま

丘陵について
は，従来広義の飯能礫層として扱われており，丘陵固有
の地層名は与えられていなかった．本報告では，新たに，
高麗丘陵の広義の飯能礫層下部と上部に相当する地層
を，巾

きん

着
ちゃく

田
だ

層，高麗層，毛呂山丘陵の広義の飯能礫層下
部と上部に相当する地層を，宿

しゅく

谷
や

川
がわ

層，毛呂山層と呼ぶ
ことを提案する．
岩殿丘陵に分布する広義の飯能礫層は，渡部ほか

（1950）によって，物
もの

見
み

山
やま

砂礫層と呼ばれた．同層は福
田・高野（1951），松丸・林（1980）では物見山礫層，小池
ほか（1985），間嶋（1989）では物見山層とそれぞれ呼ばれ
ている．その年代についてはまだよく分かっていない．
福田・高野（1951）によって仏子粘土層と呼ばれた地層
について，堀口ほか（1977）は，入間川沿いに分布する仏
子粘土層を，礫層を基底とする 5つの部層（A～E部層）
に細分し，仏子層と呼ぶことを提案した．仏子層は中期
更新世に形成された高位段丘構成層である豊

とよ

岡
おか

層に覆わ
れる．ただし，豊岡層については，それを下部と上部に
細分し，下部を下部更新統に対比する見解がある（例え
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ば，町田，1973）． 
仏子層の年代は，産出する大型植物化石の特徴から，
当時の年代区分の鮮新～前期更新世（ジェラシアン～カ
ラブリアン期）（Kimura et al.，1981）や，前期更新世（カラ
ブリアン期）（笹井化石林調査グループ，1984）と考えら
れていた．竹越・村松（1994）は，仏子層上部のE1火山
灰層のジルコンフィッショントラック年代（以下では，
ジルコンFT年代と記す）（1.03 ± 0.07 Ma）を報告した．
2000年代以降，広域テフラが次々と見つかり仏子層の年
代が詳細に決定されるようになった（植木ほか，2006；正
田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ，2008；水野・
納谷，2011；納谷・水野，2020）．また，植木・酒井（2007）
では古地磁気層序が検討された．これらの層序学的検討
により，仏子層はジェラシアン期初期のおよそ 2.5 Maか
らカラブリアン期前半の1.5 Maに堆積したと考えられて
いる（納谷・水野，2020）． 
本報告では，広義の飯能礫層の層序区分は丘陵ごとに
細分された区分に従った．加治丘陵の小曾木層と飯能層，
高麗丘陵の巾着田層と高麗層，毛呂山丘陵の宿谷川層と
毛呂山層，岩殿丘陵の物見山層という順番で記述し，最
後に仏子層について述べる．仏子層を覆う豊岡層は本地
域に分布しないので，本報告では記載しない．

7. 2　小曾木層（Os）

命名・定義　植木・酒井（2007）が命名．基盤岩類を不整
合で覆い，飯能層に不整合で覆われる地層（第 7. 4図A）．
竹越ほか（1979）による飯能礫層下部層のうち，加治丘陵
とその周辺に分布する地層に対して命名された．本報告
では，加治丘陵に加えて成木・富岡丘陵に分布する地層
に対してもこの地層名を用いる．
模式地　青梅市小曾木の青梅ゴルフクラブ北東端（青梅
地域内）（植木・酒井，2007）．
分布　川越地域内では，清川橋下流の成木川河床，飯能
市クリーンセンター西側の畑トンネル周辺，赤根ヶ峠周
辺，飯能市矢颪の矢久橋周辺の入間川河床に分布する．
特に，飯能市クリーンセンターから飯能市矢颪の丘陵の
上には，住宅地造成によって広く本層が露出していたと
されるが（三友ほか，1986），現在ではほとんど観察する
ことが出来ない．
層厚　露出が限定的で全体を観察できないが，約 10 mと
される（植木・酒井，2007）．
層相　礫層，砂層，泥層からなる．礫層は礫支持で，礫
径 1～5 cmの角～亜角礫を主体とする（第 7. 3図A）．砂
層は細粒～粗粒砂からなり角礫が混ざることもあり，斜
交層理が観察される．泥層は青灰色を呈した凝灰質シル
トからなりやや砂混じりである．本層の泥層と砂層には
材化石が含まれることが多い（第 7. 3図B）．飯能市落合
の清川橋下流の成木川河床では，基盤岩類との不整合が

観察される．この地点では，基盤岩類との境界は角礫を
含む褐色の粘土層からなっている．飯能市矢颪の不動の
沢では本層中に直立した材化石が（竹越ほか，1979），青
梅市小曾木の黒沢川河床（青梅地域内）では大量の材化
石が報告されている（三友ほか，1986）．
古地磁気　植木・酒井（2007）は，古地磁気測定結果から，
小曾木層の大部分は正磁性であることを示し，ガウス正
磁極帯に対比した．また，川越地域内の成木川河床の 1
地点は逆極性を示すことから，この区間をカエナ逆磁極
亜帯に対比した．ただし，小曾木層の他の地点との層位
関係は不明であることから，現段階ではカエナ逆磁極亜
帯に対比されるかどうかの判断は難しい．従来，小曾木
層と上位の飯能層との層序関係は不整合と考えられてき
たが，広義の飯能礫層上部層にあたる飯能層基底部に挟
在する矢颪テフラが，高麗丘陵では広義の飯能礫層下部
層にあたる巾着田層に挟在すること，広義の飯能礫層下
部層の宿谷川層の中にガウス–松山境界が位置すること
（納谷ほか，2021）を考慮すると，広義の飯能礫層下部層
と上部層の関係は一部同時異相関係にあると考えられ
る．小曾木層と飯能層の層序関係も同様に一部同時異相
である可能性があり，逆磁性を示す地点は松山逆磁極帯
に対比される可能性も考えられる．
化石　本層には材化石が多く認められるが，植物が同定
された研究は少ない．福田・高野（1951）は，本層と思わ
れる亜炭層に含まれる材化石はTaxodioxylon sequoianum
に同定されるとした．三友ほか（1986）は青梅市小曾木の
黒沢川河床（青梅地域内）の本層から，Cymbella spp.，
Pinnularia spp.などの淡水生珪藻からなる珪藻化石群集
を報告した．植木・酒井（2007）は，黒沢川河床の本層か
らメタセコイア属を含む花粉化石群集を報告している．
Hayashi（1999）によって飯能市美杉台の本層から，オオ
ミズクサハムシ（Plateumaris constricticollis），フトネクイ
ハムシ近縁種（Donacia cf. clavareaui）などの昆虫化石が
報告されている．
堆積環境　淡水生珪藻が産出することから，淡水環境で
堆積したと考えられている（三友ほか，1986）．
年代　本層の大部分はカエナ逆磁極亜帯よりも上位のガ
ウス正磁極帯に対比され，鮮新世後期のピアセンジアン
期に含まれる．松川ほか（2006）は青梅市小曾木（青梅地
域内）の本層に挟まれるテフラ層のジルコンFT年代を測
定し，2.3 ± 0.1 Ma（1σ）の年代値を報告しているが，この
年代は古地磁気極性から推定される後期鮮新世という年
代よりは若い．

7. 3　飯能層（Hn）

命名・定義　福田・高野（1951）が命名．植木・酒井
（2007）が再定義した．小曾木層を不整合で覆い，仏子層
に整合で覆われる地層．竹越ほか（1979）による飯能礫層
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第 7. 1図　川越地域に分布する丘陵の上部鮮新統–下部更新統の層序区分の変遷
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第 7. 1図　川越地域に分布する丘陵の上部鮮新統–下部更新統の層序区分の変遷

上部層のうち，加治丘陵とその周辺に分布する地層に範
囲を限定して再定義された．本報告では，加治丘陵に加
えて成木・富岡丘陵に分布する地層に対してもこの地層
名を用いる．
模式地　飯能市阿須の県道沿い（竹越ほか，1979；植木・
酒井，2007）（青梅地域内）．
分布　川越地域内では，飯能市矢颪の飯能大橋下流から
岩沢までの入間川河床，飯能市征矢町の新大橋よりも下
流の成木川河床，飯能市下直竹の飯能パークカントリー
クラブゴルフ場の丘陵尾根に分布する．
層厚　約 100 mとされる（植木・酒井，2007）．加賀美ほ
か（1995）では 200 mと推定されている．
層相　礫層，砂層，泥層からなる．礫径 2～30 cmの亜円
礫を主体とし，多くの場合礫支持である（第 7. 4図）．礫
種は砂岩，泥岩，チャートを主体とし，石英閃緑岩も含
まれる．石英閃緑岩礫は風化していることが多い．礫層
は層厚 2～3 mの堆積ユニットの重なりから構成されて

いる．各ユニットの基底は礫径 10～30 cmの中～大礫で，
上部では礫径 3 cm程度の中礫や細礫になり，最上部には
粗粒砂や礫混じり粘土が観察されることもある（第 7. 4
図C）．各堆積ユニットの基底は下に凸のチャネル状の形
状をしている．飯能市矢颪の飯能大橋の下では，下位の
小曾木層の泥層を，本層の円礫層が不整合で覆っている
のが観察される（第 7. 4図A）．石垣・竹越（1982）は飯能
層に含まれる礫の礫種について詳しく検討している．新
井（2003）は，飯能層に含まれる礫の礫種と古流向を検討
している．
テフラ　本層基底の円礫層上面から層厚 30 cmの泥層を
挟んだ上位には，矢颪テフラ層（正田・関東平野西縁丘
陵団体研究グループ，2018）が挟在する（第 7–4図B）．正
田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ（2018）によれ
ば，矢颪凝灰岩層という名称は，堀口（1968）によって初
めて使われたが，その後，詳細な記載はされていなかっ
た．正田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ（2018）は，
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第 7. 2図　上部鮮新統–下部更新統の模式柱状図
丘陵ごとの岩相と年代の関係を示す．
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AA BB

角礫層

角礫層

凝灰質シルト層凝灰質シルト層

凝灰質シルト層凝灰質シルト層 砂層砂層

凝灰質シルト層凝灰質シルト層

10 cm

10 cm

第 7. 3図　小曾木層の露頭写真
A：角礫層と凝灰質シルト層の互層．飯能市矢颪矢川橋上流の入間川河床（地点 7–1）．B：凝灰質シルト層と
それに挟まれる材化石（白矢印）（地点 7–1）．

飯能市矢颪，入間川支流の不動の沢を模式地としてテフ
ラを記載し，矢颪テフラ層と改称した．模式地では層厚
2.4 mであるが，今回の調査ではこの露頭を見つけること
ができなかった．入間川河床に露出する矢颪テフラ層は，
下部の約 1 mしか観察できない．普通角閃石を多く含み，
直方輝石や単斜輝石，そして黒雲母がわずかに認められ
た．正田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ（2018）は，
各層準の鉱物組成変化を検討しており，最下部では直方
輝石と単斜輝石を主体とし，上部では角閃石や黒雲母の
割合が増えると報告した．また，模式地では火山ガラス
が検出され，火山ガラスの屈折率（n）は最下部で 1.508～
1.525，上部で 1.501～1.513と幅広い特徴を示す（正田・
関東平野西縁丘陵団体研究グループ，2018）．本調査にお
いて，入間川河床で測定された普通角閃石の屈折率（n2）
は 1.665～1.676であった．飯能市飯能の入間川支流に露
出する巾着田層に挟在するテフラも本テフラに対比され
ている（正田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ，
2018）．
古地磁気　植木・酒井（2007）は，古地磁気測定結果から，
飯能層の下部は正磁性，上部は逆磁性であることを示し，
下部をガウス正磁極帯に上部を松山逆磁極帯に対比した． 
化石　植木・酒井（2007）は，青梅市小曾木（青梅地域内）

の本層から，メタセコイアに類似する花粉（cf. Metasequoia）
を含む花粉群集を報告している．
堆積環境　礫支持の礫層は掃流堆積物の特徴で，河床や
礫質州堆積物の特徴であることから河川環境で堆積した
と推定される．
年代　ガウス正磁極帯最上部から松山逆磁極帯最下部に
対比されることから，後期鮮新世のピアセンジアン期の
末期から前期更新世のジェラシアン期の初期に相当す
る．植木・酒井（2007）は，矢颪テフラに含まれるジルコ
ンFT年代を測定し，2.5 ± 0.1 Ma（1σ）の年代を報告して
いる．この年代は，古地磁気層序に基づく年代と大きく
矛盾しない．

7. 4　巾着田層（Kc）

命名・定義　新称．基盤岩類を不整合で覆い，高麗層に
不整合で覆われる地層．竹越ほか（1979）による飯能礫層
下部層のうち，高麗丘陵とその周辺に分布する地層に対
して命名する．
模式地　日高市巾着田の高麗川河床．
分布　模式地の他では，飯能市飯能の国道 299号線東側
の露頭，飯能市民会館の西側と東側の沢沿いに分布する．
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小曾木層

飯能層
矢颪テフラ

円礫層

粗粒砂層

円礫層

粗粒砂層
円礫層

AA BB

CC DD

1m

1m

1m

60 cm

第 7. 4図　飯能層の露頭写真
A：下位の小曾木層との境界．飯能層の円礫層が小曾木層の泥層を侵食して重なっている．飯能市矢颪飯能大橋下流の入間
川河床（地点 7–2）．B：矢颪テフラの基底部．円礫層の上位に層厚 40 cmの泥層が重なり，その上位に矢颪テフラが重なる．
飯能市南町の入間川河床（地点 7–3）．C：基底部が円礫層からなり上部が粗粒砂からなる堆積ユニット．飯能市岩沢の入間
川河床（地点 7–4）．D：大礫を多く含む飯能層の円礫層．飯能市岩沢の入間川河床（地点 7–5）．

現在は見られないが，飯能斎場付近にも分布していた
（飯能市，1986）．新井（1995）は，ボーリング柱状図資料
から日高市高麗本郷の巾着田の地下にも分布することを
示している．
層厚　約 10 m．
層相　礫層，砂層，泥層からなり，しばしばこれらは互
層する．材化石を含むことがある．礫層は礫支持または
基質支持で，礫径 1～30 cmの角～亜円礫を主体とする
（第 7. 5図A～D）．砂層は中粒～粗粒砂を主体とし，し
ばしば細礫や泥が混じる．泥層は砂混じりシルトを主体
とし凝灰質であることが多い．模式地では基質支持の不
淘汰な亜円～亜角礫層と凝灰質シルト層からなり，上部
は高麗層基底面に侵食されている（第 7. 5図A，B）．一
方，飯能市飯能の入間川支流にみられる本層は礫支持の
角礫層と材化石を含むシルト層からなり（第 7. 5図C，
D），結晶質テフラが挟在する（第 7. 5図C）．

テフラ　飯能市飯能の飯能市民会館前の沢沿いの露頭で
は，角礫を主体とする礫層の間に，層厚 1.3 mの結晶質
テフラが挟在する（第 7. 5図C）．中粒砂サイズの結晶を
主体とし斜交層理が発達する．また，泥の薄層を挟む．
重鉱物は，普通角閃石が多く，わずかに直方輝石，単斜
輝石，黒雲母がみられた．普通角閃石の屈折率（n2）は，
1.667～1.678（1.669～1.674：括弧内はモードを示す，以
下省略）であった．正田・関東平野西縁丘陵団体研究グ
ループ（2018）はこのテフラ層を入間川河床の飯能層中
に挟まる矢颪テフラ層に対比している．
飯能ガラス質テフラ層（HaG）は，飯能市飯能の国道

299号線東側の露頭で記載された細粒～粗粒砂サイズ火
山ガラスを主体とするガラス質テフラである（正田ほ
か，2005）．植生に被覆されており全層準は観察できない
が，層厚は 2.5 m以上で 3つのユニットに区分され，火
山ガラスの屈折率（n）は 1.498～1.500と低く，火山ガラ
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第 7. 5図　巾着田層および高麗層の露頭写真
A：巾着田層と高麗層の境界．下位の巾着田層のシルト層と上位の高麗層の礫層が明瞭な侵食面で接している．
日高市台の高麗川（地点 7–6）．B：巾着田層の礫層とシルト層（地点 7–6）．C：天覧入の沢における巾着田層．礫
層の間に結晶質テフラを挟在する（地点 7–7）．D：巾着田層の角礫層に挟まる泥層には材化石が認められる（地
点 7–7）．E：高麗層の礫層．日高市台の工事露頭（地点 7–8）．F：Eの近接写真．礫層には層厚 50 cm程度の泥層
がレンズ状に挟まる（地点 7–8）．
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泥層
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基盤岩類

宿谷川層
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第 7. 6図　宿谷川層の露頭写真
A：日高市下大寺の宿谷川河床（地点 7–9）における宿谷川層．泥層と角礫層の互層から構成される．B：基盤岩類と宿谷川
層の不整合．礫径 30 cm以上の巨礫を含む淘汰の悪い角礫層が基盤岩類と直接接している．日高市新堀の高麗川（地点 7–10）．
C：本層の泥層中にみられる立木化石．ハンマーの柄の長さは 60 cm．日高市南平沢の高麗川河床（地点 7–11）．
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スに含まれるK2Oが 1.8 wt %と高い（正田ほか，2005）．正
田ほか（2005）は，層相や記載岩石学的特徴が類似するこ
とから，本テフラを青梅市千ヶ瀬の多摩川沿い（青梅地
域内）の友田層に挟在する千ヶ瀬 2テフラ及び，毛呂山
丘陵の宿谷川層に挟まる城山ガラス質テフラ層（正田ほ
か，2005）に対比した．最近，納谷ほか（2021）は，毛呂山
丘陵の広義の飯能礫層下部層（宿谷川層）中にガウス–松
山地磁気極性逆転境界が位置することを示し，城山ガラ
ス質テフラ層は宿谷川層の中でも上部に位置することか
ら，松山逆磁極帯に含まれる可能性があり，これらのテ
フラ層対比のためには，古地磁気極性を明らかにする必
要性を指摘した．飯能ガラス質テフラ層の古地磁気極性
は不明であるため，本テフラの対比や矢颪テフラとの層
位関係についてはさらなる検討を要する．
化石　本層には材化石が産出する．
古地磁気　飯能市飯能の飯能市民会館前の沢沿いの矢颪
テフラ層の脇の露頭の古地磁気極性は正磁性で，ガウス
正磁極帯の上部に対比される（植木・酒井，2007）．
堆積環境　礫支持または基質支持の礫層は河床堆積物や
土石流堆積物の特徴である．材化石を含む泥層は河川の
氾濫原堆積物の特徴である．また角礫を含むことから，
扇状地のような河川環境で堆積したと考えられる．
地質構造　東北に向かって緩く傾斜している．
年代　矢颪テフラ層とほぼ同層準はガウス正磁極帯の上
部に対比されることから（植木・酒井，2007），少なくと
も後期鮮新世のピアセンジアン期末期を含む．それ以外
の年代を示す資料は得られていないため，詳しい年代範
囲は不明である．

7. 5　高麗層（Km）

命名・定義　新称．基盤岩類と巾着田層を不整合で覆い，
上鹿山層以上の地層に不整合で覆われる地層．竹越ほか
（1979）による飯能礫層上部層のうち，高麗丘陵とその周
辺に分布する地層に対して命名する．
模式地　日高市台

だい

の高麗川河床及び河食崖．
分布　国道299号線よりも東側で県道30号線よりも西側
の高麗丘陵に分布する．また，天

てん

覚
かく

山から天
てん

覧
らん

山の間の
稜線上にも断片的に分布する．
層厚　約 100 m．
層相　礫支持の亜円～円礫層からなる礫層と，礫層の間
に挟まる泥層からなる．礫径は 1～30 cmで礫種はチャー
ト，砂岩，泥岩を主体とする．礫層単層は 1～3 m程度の
層厚があり，しばしばチャネル状の形態がみられる（第
7. 5図E，F）．泥層は数 10 cmから 2 m程度の層厚がある
が，礫層のチャネル構造に削剥されて，側方の連続性は
良くなく，しばしばレンズ状に挟まる．泥層の中には礫
層がレンズ状に挟まることもある．模式地では，下位の
巾着田層のシルト層と明瞭な侵食面で接しているのが観

察される（第 7. 5図A）．飯能グリーンカントリークラブ
北側の稜線に分布する本層には，礫径 30 cm程度の亜円
礫を主体とする礫層からなり，礫支持と基質支持の部分
がみられる．基質は黄褐色の砂混じり泥からなる．また，
径 50 cm～3 mほどの巨礫が尾根の頂部に観察されるこ
とがある．石垣・竹越（1982），新井（1995，1996，2003）
は本層に含まれる礫の礫種を詳しく検討し，本層に含ま
れる礫はチャート，砂岩，泥岩を主体とし，高麗丘陵の
南端部ではこれらに加え石英閃緑岩を含むとした．新井
（1995，1996，2003）は礫層の古流向を検討し，南西から北
東方向の流れを推定した．
テフラ　本層からテフラは見つかっていない．
化石　本層から化石は見つかっていない．
古地磁気　本層で古地磁気は測定されていない．
堆積環境　礫支持または基質支持の礫層は河床堆積物や
土石流堆積物の特徴であることから，河川環境で堆積し
たと考えられる． 
地質構造　東北に向かって緩く傾斜している．
年代　下位の巾着田層には後期鮮新世のピアセンジアン
期末期が含まれるため，それよりも年代は若いと考えら
れるが，詳細な年代は不明である．

7. 6　宿谷川層（Sy）

命名・定義　新称．基盤岩類を不整合で覆い，毛呂山層
以上の地層に不整合で覆われる地層．竹越ほか（1986），
正田ほか（2005）による飯能礫層下部層のうち，毛呂山丘
陵とその周辺に分布する地層に対して命名する．新井
（1995）の丘陵下部の礫層（下部層）に相当する．
模式地　日高市上

かみ

大
おお

寺
てら

付近の宿谷川河床．
分布　日高市上大寺付近の宿谷川河床及び支沢．日高市
北平沢の天神社裏の切り通しの法面（現在は被覆されて
いる）．日高市栗坪付近から坂戸市けやき台の城西大学付
近までの高麗川河床と河食崖．坂戸市多

た

和
わ

目
め

の城山の森
の高麗川支沢．
層厚　50 m以上．
層相　礫層，砂層，泥層からなり，しばしばこれらは互
層する．本層で最も普通にみられる層相は次の通りであ
る．礫層は礫径 1～5 cmの角～亜角礫からなり，単層の
層厚は 10 cm～3 m程度であることが多い．多くの場合は
礫支持だが，基質支持の礫層も存在する．礫層の基底は
下に凸のチャネル状であることが多い．礫層には泥層が
挟まる．泥層は灰色～青灰色でしばしば砂質である．植
物片や材化石を含み，黒色の有機質泥を挟むこともある．
泥層単層の層厚は 10 cm～3 mで，しばしばレンズ状に礫
層や砂層の薄層を挟む（第 7. 6図A）．日高市北平沢の工
事露頭では，泥層に層厚 30～80 cm程度の凝灰質な細粒
砂層が挟まる．日高市新堀の出世橋周辺の高麗川沿いで
は，基盤の千枚岩質泥岩を不整合で覆う本層が観察され
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る（第 7. 6図B）．この地点では，基盤岩と明瞭な侵食面
で接しており，境界面を礫径 50～70 cmの角礫からなる
淘汰の悪い礫支持の礫層が覆っている．出世橋の下流で
は，層厚 1 mほどで，基底の数 10 cmが植物片混じりの
粘土層からなり，その上位で礫径 5～10 cmの角礫を含む
基質支持の礫層に上方に向かって粗粒化する地層の重な
りが観察された．日高市上大寺の宿谷川河床では，褐色
に風化して粘土化したチャートからなる基盤岩を，礫径
2～5 cmの角礫を主体とする礫支持の礫層が明瞭な境界
面で接している．日高町史編集委員会（1991），新井
（1995）は，宿谷川層に挟まる礫層の礫種組成と古流向を
検討し，西南西から東北東に向かう流れを推定した．本
層の泥層には多くのテフラ層が挟まる．
テフラ　これまでに 3層のテフラ層，下位より上大寺テ
フラ，牛

うし

ノ
の

沢
さわ

テフラ，城
しろ

山
やま

ガラス質テフラ層，が記載さ
れている．
上大寺テフラ（納谷ほか，2021）は，日高市上大寺の宿
谷川支沢の本層最下部付近に挟まる，細粒～中粒砂サイ
ズの火山ガラスを主体とするガラス質テフラで，多摩川
沿いの友田層に挟まる千ヶ瀬 2テフラに対比される（納
谷ほか，2021）．
牛ノ沢テフラ（納谷ほか，2021）は，坂戸市多和目の高
麗川の支沢である牛ノ沢と，日高市北平沢の天神社裏の
切り通しで観察された細粒ガラス質テフラで，川越地域
の北東端にあたる川島町で掘削された掘進長 600 mの
ボーリングコア（川島コア）の深度 380.5 mに挟まれるテ
フラ（KJT–380.5テフラ）にも対比される．東海地方に分
布する東海層群に挟在する鈴峰テフラ（宮村ほか，1981）
に対比される広域テフラである（納谷ほか，2021）．
城山ガラス質テフラ層（SiG）（正田ほか，2005）は，坂
戸市けやき台の城西大学下の高麗川の河食崖の本層中に
挟まる，細粒から粗粒砂サイズの火山ガラスを主体とす
るガラス質テフラである．正田ほか（2005）は，記載岩石
学的特徴が一致することから，友田層の千ヶ瀬 2テフラ
に対比されるとした．納谷ほか（2021）は，宿谷川層の古
地磁気の検討から，宿谷川層の上部は松山逆磁極帯に対
比されることから，宿谷川層の中でも最上部に位置する
SiGテフラは，ガウス正磁極帯に対比される千ヶ瀬 2テ
フラには対比されない可能性を指摘した．SiGテフラの
対比については古地磁気極性による検証が必要であろ
う．
化石　本層から材化石が産出するが植物化石の詳細は検
討されていない．日高市史編集委員会（1991）は，本層の
泥層中に立木状の産状を示す材化石を報告しており，本
調査でも立木化石が観察された（第 7. 6図C）．
古地磁気　納谷ほか（2021）によれば，本層の古地磁気極
性は，下部では正極性であり，牛ノ沢テフラよりも上位
では逆極性であるとし，下部をガウス正磁極帯最上部，

上部を松山逆磁極帯最下部に対比した．
堆積環境　礫支持または基質支持の礫層は河床堆積物や
土石流堆積物の特徴である．材化石を含む泥層は河川の
氾濫原堆積物の特徴である．このような特徴に加え角礫
を多く含むことから，扇状地のような河川環境で堆積し
たと考えられる．
地質構造　東北に向かって緩く（数度）傾斜している．
年代　本層最下部付近に挟在する上大寺テフラは，友田
層の千ヶ瀬 2テフラや房総半島の千倉層群に挟在する
Oikura4テフラに対比される広域テフラで，千倉層群にお
ける底生有孔虫殻で測定された酸素同位体比曲線との対
比に基づき，酸素同位体ステージG9に対比され，2.79 
Maに降灰したとされる（Tamura et al.，2016）．牛ノ沢テフ
ラは東海層群の鈴峰テフラに対比される広域テフラで，
松山逆磁極帯基底付近に挟在する．従って，本層は，後
期鮮新世のピアセンジアン期末期から前期更新世のジェ
ラシアン期初期に相当し，2.8～2.5 Maごろの地層と考え
られる．ただし，本層上限の詳細な年代は不明である．

7. 7 毛呂山層（My）

命名・定義　新称．基盤岩類と宿谷川層を不整合で覆い，
段丘堆積物以上の地層に不整合で覆われる地層．竹越ほ
か（1986），正田ほか（2005）による飯能礫層上部層のうち，
毛呂山丘陵とその周辺に分布する地層に対して命名す
る．新井（1995）の丘陵上部の礫層（上部層）に相当する．
模式地　坂戸市多和目の城山の森の崖．
分布　日高市山

やま

根
ね

付近から城山付近の毛呂山丘陵の頂部
に分布する．
層厚　30 m以上．
層相　礫層と泥層からなり，しばしばこれらは互層する．
礫層は礫径 1～20 cmの亜角～亜円礫を主体とする（第
7. 7図A）．一般的に礫支持だが，部分的に基質支持であ
る．礫種は，砂岩，チャート，泥岩を主体とする．礫層
の層厚は 50 cm～3 m程度で基底は下に凸のチャネル状
の侵食面からなり，レンズ状に挟在することもある．礫
層の間には泥層（粘土層）が挟まり互層する（第 7. 7図
B）．泥層は白～褐色の粘土からなり，礫が混ざることが
ある．日高市史編集委員会（1991），新井（1995）は，本層
の礫種組成と古流向を検討し，西から東への古流向を推
定した．
化石　本層から化石の産出は確認されていない．
堆積環境　礫支持または基質支持の礫層は河床堆積物や
土石流堆積物の特徴であることから，河川環境で堆積し
たと考えられる．
地質構造　不明．
年代　本層が不整合で覆っている宿谷川層は前期更新世
初期まで堆積していたと考えられるため，本層の堆積は
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第 7. 7図　毛呂山層の露頭写真
A：模式地における本層の礫層．坂戸市多和目（地点 7–12）．B：日高市山根の工事露頭（地点 7–14）．層厚 50～100 cm程度
の礫層と粘土層の互層からなる．

第 7. 8図　物見山層の露頭写真
A：模式地における本層の礫層．東松山市岩殿，物見山山頂付近（地点 7–15）．B：毛呂山町西戸（地点 7–16）における本層
の礫層．

前期更新世初期以降と考えられるが，詳しい年代は不明
である．

7. 8　物見山層（Mm）

命名・定義　渡部ほか（1950）の物見山砂礫層に基づき小
池ほか（1985）は物見山層と呼んだ．
模式地　これまで明確に定義されていなかったが，本報
告では岩殿丘陵の物見山山頂付近とする．
分布　物見山山頂付近より南側の岩殿丘陵頂部に広く分
布する．
層厚　100 m以上．
層相　礫層からなる．礫径 1～20 cmの亜円～亜角礫を主

体とする礫支持礫層からなる（第 7. 8図）．ほとんどが塊
状の礫層からなる．礫はチャート，砂岩，泥岩，結晶片
岩などから構成され，砂岩はくさり礫となっていること
が多い．基質は泥質砂からなる． 中井ほか（2007）は物見
山層の礫層の礫種組成，帯磁率，古流向を検討している．
それによれば，古流向は西から東へ流れた地点と，北東
から南西へ流れ地点が認められた．
化石　本層から化石の産出は確認されていない．
堆積環境　礫支持の礫層は掃流堆積物の特徴で，河床や
礫質州堆積物の特徴であることから河川環境で堆積した
と推定される．
地質構造　不明．



− 68 −

第 7. 9図　仏子層の柱状図位置図
納谷・水野（2020）に加筆．

年代　本層は広義の飯能礫層に対比され（竹越ほか，
1979），鮮新～前期更新世の地層と考えられているが，年
代を示す根拠は得られておらず，年代の詳細は不明であ
る．　

7. 9　仏子層（Bs）

命名・定義　藤本（1932）が命名．福田・高野（1951）が仏
子粘土層と呼び，堀口ほか（1977）が仏子層と再定義し
た．下位の飯能層を整合に覆い，豊岡層（本地域には分
布しない）以上の地層に不整合で覆われる地層である．
模式地　堀口ほか（1977）は，入間市仏子の切り通しから
笹井までの間，すなわち仏子層分布範囲全体を仏子層の
模式地として設定したが，範囲が広すぎるため，福田・
高野（1951），植木・酒井（2007）に従い，飯能市阿

あ

須
ず

から
入間市仏子の切り通しを本層の模式地とする．
分布　飯能市阿須の駿河台大学付近（青梅地域内）から
入間市上小谷田の加治丘陵東部と，飯能市岩沢から狭山
市笹井の入間川河床に分布する（第 7. 9図，第 7. 10図）．
層厚　100 m以上．

層相　仏子層は，礫層，砂層，泥層からなる．堀口ほか
（1977）は，仏子層を顕著な礫層を基底とするA～E部層
に区分した．納谷・水野（2020）は，層相に基づいてユ
ニット区分をし，堀口ほか（1977）とほぼ同様に 5つのユ
ニット（下位よりユニットA～E）に区分した．以下では，
納谷・水野（2020）の区分に基づき，各ユニットの層相に
ついて記述する．
最下位のユニットAは，主に泥層と砂混じり泥層から

なり，層厚数 10～100 cmの亜炭層を複数層挟む．大型植
物化石が頻繁に産出する．泥層からなる 3層の海成層
（M1～M3）が挟まる（第 7. 11図A）．
ユニットBは，主に泥層と砂混じり泥層からなり，斜
交層理が認められる礫層や砂層が複数層挟まる．最も下
位の礫層の基底が本ユニットの基底をなす（第 7. 11図
B）．生痕化石が認められる砂層及び泥層からなる 3層の
海成層（M4～M6）が挟まる（第 7. 11図C）．M4海成層か
らは貝化石が産出する．M4海成層の上位には，最大径
30 cmの良く円磨された円礫を含む細粒～粗粒砂層が重
なる．この円礫は関東平野西縁丘陵団体研究グループ
（2007，2010）が「ころころ石」というフィールドネームで
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呼んだ円礫層に相当する．
ユニットCは，シルトや砂質シルト層を主体とし，し
ばしば有機質シルトを挟有する．また，チャネル状の侵
食面を有し斜交層理が認められる礫層と砂層が挟まる．
礫層は亜円～亜角礫からなり最大礫径は約 10 cmである．
ユニットDは，主に泥層及び砂層からなる．2層の海

成層を挟む．下位のM7海成層は生痕化石が発達したシ
ルト層と砂質シルト層からなり，貝殻の印象化石を含む．
上位のM8海成層は生痕化石がみられる砂層や泥質極細
粒砂層が挟まるシルト層からなる．海成層（M8）の下位
には，植物片を含む砂質シルト層と，礫径 2～5 cmの亜
角～角礫を主体とする礫層が挟まる．
ユニットEは，主に礫層，泥層，有機質泥層からなる．

本ユニット基底は，最大礫径 20 cmの円礫を主体とする
礫層からなる．この礫層の上位には，粘土化した結晶質
テフラ（小谷田 2テフラ）が重なる．小谷田 2テフラは加
治丘陵では約 4.5 mの層厚がある．小谷田 2テフラは堀
口ほか（1977）のE1テフラに対比されるが，現在入間川
沿いで観察されるE1テフラの層厚は 15 cm程度とされて
おり（正田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ，2018），
地点によりその層厚は大きく異なる．笹井堰の下流の入
間川河床において観察される本ユニット最上部は，チャ
ネル状の侵食面を有し斜交層理が発達する礫層，砂質シ
ルト，植物化石が豊富に産出する有機質泥層からなる
（第 7. 11図D）．
化石　仏子層に産出する化石については，大型植物化石，
花粉化石，貝化石，有孔虫化石，昆虫化石，大型哺乳類
化石，生痕化石，珪藻化石に分けて記述する．
大型植物化石：仏子層は古くから亜炭を豊富に産する

地層として知られ（徳永・飯塚，1926），そこから産出す
る植物化石については多くの報告がある．島倉（1934，
1936）は，仏子層の亜炭層からTaxodioxylon sequoianumや
Glyptostroboxylon tenerum等の材化石の産出を報告した．
藤本（1977a，b），Kimura et al.（1981），笹井化石林調査グ
ループ（1984）は，笹井堰下流の入間川河床（ユニットE
の最上部）から，メタセコイア属（Metasequoia）やオオバ
タグルミ（Juglans cinerea var. megacinerea）（第7. 12図）な
どの前期更新世以降に日本から消滅したとされる植物化
石の産出を報告した．大澤（1984），入間川足跡化石発掘
調査団（1993）や松岡・大澤（2005）は，ユニットAのM3
海成層付近とユニットBのM6海成層付近の泥炭層そし
てユニットEの笹井にて，上記の消滅種以外に，オオバ
ラモミ（Picea koribai）や，シキシマサワグルミ（Cyclocarya 
paliurus）などの産出を報告した．松岡・大澤（2005）は，
それまでに仏子層から産出した植物化石の一覧表を示し
た．笹井堰の下流では化石林が報告されており，本調査
では立木化石を観察することができた（第 7. 11図D）．
花粉化石：笹井化石林調査グループ（1984）は，ユニッ
トEの最上部の亜炭質粘土層から，メタセコイア属

（Metasequoia）を含む花粉化石の産出を報告した．楡井
（1992，1995）は，M3海成層とM6海成層付近のシルト質
堆積物の花粉分析を行い，メタセコイア属–スイショウ属
（Metasequoia–Glyptostrobus），イヌカラマツ属（Pseudolarix），
コウヨウザン属（Cunninghamia），カリヤグルミ属（Carya），
ハリゲヤキ属（Hemiptelea）などの消滅属を含む花粉群集
を報告した．さらに楡井（1995）は，2つの層準のうち，上
位のM6海成層付近の花粉群集では，イヌカラマツ属やカ
リヤグルミ属が産出しないこと，また大阪層群との比較
から，下位のM3海成層付近は古谷・田井（1993）による
メタセコイアB帯に，M6海成層付近をメタセコイアC帯
に対比した．
貝化石：仏子層から貝化石が産出することは古くから
知られている（徳永・飯塚，1926）．これまでに，M4海成
層とM7海成層から貝化石群集が報告されている．関東
平野西縁丘陵団体研究グループ（2010）は，M4海成層か
ら，イボウミニナ（Batillaria zonalis），オキシジミ（Cyclina 
sinensis）など，干潟の砂泥底や潮下帯～湾央部に生息する
種からなる貝化石群集を報告した．竹越（1986），小幡
（1997）は，福田・高野（1951）が牛沢貝層と呼んだM7海
成層の貝層から，サルボウ（Scapharca cf. subcrenata），イ
ボウミニナ（Batillalia cf. zonalis），ハイガイ（Tegillarca 
granosa），マガキ（Crassostrea gigas），ヤマトシジミ
（Corbicula japonica）などを含む，湾奥部の砂泥質干潟に
生息する種を主体とする貝化石群集を報告した．また，
正確な層準は不明だが，竹越（1986）は，ユニットAに相
当するA部層の最下部付近から貝化石を報告している．
有孔虫化石：福田・高野（1951）は，M7海成層に相当
する牛沢貝層から，Elphidium planum，E. etigoense，Rotalia 
beccariiなどの有孔虫化石が豊富に産出したことを報告
している．
昆虫化石：林（1996）は，M3海成層付近の亜炭層と，
ユニットE最上部の笹井化石林の亜炭層から，ネクイハ
ムシ類やゴミムシ類が優占しミズスマシ属（Gyrinus）を
伴う昆虫化石群集を報告した．また，M3海成層付近の
亜炭層からは，ミズクサハムシ属の化石種（Platenumaris 
dorsata）が記載された（Hayashi，1997，1999）．
大型哺乳類化石：藤本（1939）が象牙化石を報告して以
来，これまでユニットA～Dの 8地点でゾウ（長鼻類）化
石の産出が報告されている（入間川足跡化石発掘調査
団，2003）．中でも，入間市笹井の入間川沿いの崖では，
アケボノゾウ（Stegodon aurorae）の臼歯ほかの化石産出
（堀口ほか，1978）に続き，全身の骨格化石の産出が報告
された（坂本ほか，1988）．この産出層準は，堀口ほか
（1977）のD部層（本報告のユニットD）とされ，海生の貝
化石が共産するとされる（坂本ほか，1988）．入間川足跡
化石発掘調査団（2003）は，入間市谷ヶ貫（青梅地域内）の
本層からシカ科の骨化石を報告している．
生痕化石：本層の海成層からは多くの化石生管の報告
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第 7. 10図　仏子層の柱状図
納谷・水野（2020）に基づくが，その後の調査に基づき一部加筆した．柱状図の位置は第 7.9図を参照．
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AA BB

CC

38 cm

DD

阿須公園１テフラ

飯能層

仏子層

M1海成層

亜炭層
60 cm

100 cm

20 cm

第 7. 11図　仏子層の露頭写真
A：飯能層を整合に覆う仏子層の基底部．急な崖を見上げているので，スケールは写真の最下部にのみ有効である．仏子
層の最下部は泥層と砂混じり泥層からなる．仏子層基底から約 6 m上位には，阿須公園 1テフラが挟在し，その 50 cm上
位には泥層からなるM1海成層が重なる．M1海成層には亜炭層が挟まる．飯能市岩沢（青梅図幅内）（第 7. 9図の地点 5），
B：ユニットB基底の礫層．入間市野田の入間川河床（第 7. 9図の地点 11–a）．C：M6海成層のシルト層で観察される生痕
化石．入間市仏子の入間川河床（第 7. 9図の地点 13），D：Eユニット最上部の有機質泥層にみられる直径 1 m以上の立木
化石．狭山市笹井の入間川河床（第 7. 9図の地点 24）．
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第 7. 12図　ユニットBのM6海成層直下の亜
炭層から産出したオオバタグルミ
入間市仏子の入間川河床（第 7. 9
図の地点 13）．

がある．関東平野西縁丘陵団体研究グループ（2010）は，
ユニット 2–b（本報告のM4海成層に相当する）とユニッ
ト 3（ 本 報 告 の 海 成 層 と の 対 応 は 不 明 ）か ら，
Thlassionoides isp.を報告した．小幡ほか（1991）はM6海
成層からSpongelimorpha isp.とThalassinoides isp.を，小幡
（1997）は，M7海成層からPsilonichnus isp.を報告した．
また，本層からは脊椎動物による足跡化石が多く産出す
る．入間川足跡化石発掘調査団（1993，2003）は，ユニッ
トAの上部の足跡化石を記載し，足印がゾウによるもの
でありアケボノゾウの足跡化石と考えた．
珪藻化石：仏子層の珪藻化石は，入間市加治丘陵自然
環境調査研究会（1990），小幡ほか（1991）によって断片的
に報告された．最近，納谷・水野（2020）は，仏子層全体
の珪藻群集変化から，仏子層は淡水成層と浅海成層の繰
り返しからなり，少なくとも 8層の浅海成層が挟まるこ
とを示した．淡水成層からは，Aulacoseira spp.，Staurosira 
spp.，Eunotia spp.，Diadesmis contenta，Luticola spp.など
の淡水生珪藻が，浅海成層からは，Cyclotella cf. litoralis，
Cocconeis scutellum，Diploneis smithii，Tryblionella compressa，
T. granulataなどの海～汽水生種やPseudopodosira kosugii
などの汽水生種が多く産出する（納谷・水野，2020）．

Naya and Mizuno（2021）は，大分県姫島の下部～中部更新
統の試料を模式標本として記載された化石種
Sarcophagodes duodecimaが仏子層のM1及びM2海成層か
らも産出することを報告した．
堆積環境　仏子層は主に河川や沼沢地で堆積した陸成堆
積物と，干潟や内湾で堆積した浅海成堆積物からなる．
地質構造　仏子層は東側にわずかに傾斜している．植
木・酒井（2007）は，飯能層と仏子層の境界の高度を基準
に，走向傾斜をN20˚W3˚Eとした．関東平野西縁丘陵団
体研究グループ（2010）は 3点におけるAZU200テフラの
高度から，走向傾斜をN15˚W2.2˚Eと求めた．
古地磁気　植木・酒井（2007）は，仏子層の古地磁気極性
を測定し，仏子層の大部分が逆極性で，後述するAZU400
テフラの層準は正極性であることを示した．AZU400テ
フラは上総層群黄和田層のKd44テフラに対比され，こ
の正極性を示す層準はオルドヴァイ正磁極亜帯に対比さ
れる．
テフラ　仏子層には多くのテフラ層が挟在する．堀口ほ
か（1977）は合計 35層のテフラ層を報告した．田浦ほか
（2004）が，狭山丘陵の狭山層に挟在する狭山ゴマシオ火
山灰層と仏子層のE1火山灰層（堀口ほか，1977）が対比
されることを示して以降，多くの広域テフラが識別され
ている．植木ほか（2006）が上総層群黄和田層のKd44テ
フラ（Kd44–中テフラ：鈴木・中山，2007）に対比される
テフラ（後に，関東平野西縁丘陵団体研究グループ
（2010）がAZU400と呼んだ）が挟在することを報告した．
正田・関東平野西縁丘陵団体研究グループ（2008）は笹井
ガラス質（SSI）テフラを記載し，上総層群黄和田層の
Kd25テフラに対比した．関東平野西縁丘陵団体研究グ
ループ（2010）は，仏子層下部から 7層のテフラ層を記載
した．水野・納谷（2011）は，既知のテフラ層も含め 11層
のガラス質テフラを記載した．納谷・水野（2020）は仏子
層全体のテフラ層を再検討し，合計 27層のテフラ層を報
告し，そのうち 6層が広域テフラで，5層が関東平野内
で対比可能なテフラであることを示した（第 7. 1表）．仏
子層に挟在する 27層のテフラ層の一覧を第 7. 1表に示
し，そのうち 24層のテフラ層の露頭写真を第 7. 13図～
第 7. 16図に示す．各テフラ層の記載岩石学的特徴や火山
ガラスの化学組成は納谷・水野（2020）に詳しく報告され
ている．
年代　本層の年代は，前期更新世のジェラシアン期～カ
ラブリアン期前期に相当する．納谷・水野（2020）は各ユ
ニットの年代を，ユニットAは 2.5～2.4 Ma，ユニットB
は 2.4～2.2 Ma，ユニットCは 1.8 Ma前後，ユニットDは
1.7～1.6 Ma，ユニットEは 1.6～1.4 Maと推定した．



− 74 −

第 7. 1表　仏子層のテフラ層の一覧とテフラ層の広域又は地域的対比
納谷・水野（2020）に基づく．
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5 cm

AA BB

CC DD

5 cm

EE FF

阿須公園１
阿須公園２

阿須公園3

阿須公園3.2

阿須公園3.5

AZU090

第 7. 13図　仏子層の代表的なテフラ層（その 1）
A：阿須公園 1テフラ（第 7. 9図の地点 5）．B：阿須公園 2テフラ．足跡化石と思われる凹みを埋積している（第 7. 9図の
地点 11–a）．C：阿須公園 3テフラ（第 7. 9図の地点 11–a）．亜炭層中に挟在する．スケールのハンマーの柄の長さは 60 cm．
D：阿須公園 3.2テフラ（第 7. 9図の地点 11–a）．有機質泥層中にパッチ状に産する．E：阿須公園 3.5テフラ（第 7. 9図の
地点 11–a）．この地点では有機質泥層中にレンズ状に挟在するため層厚に変化がある．F：AZU090テフラ（第 7. 9図の地
点 11–a）．
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5 cm

阿須公園4
阿須公園5

AA BB

CC DD

EE FF

中橋１ 5 cm上広瀬１

上広瀬１.5
20 cm

上広瀬１.6

第 7. 14図　仏子層の代表的なテフラ層（その 2）
A：阿須公園 4テフラ（第 7. 9図の地点 1）．斜交層理が発達する．B：阿須公園 5テフラ．入間川河床（第 7. 9図の地点
11–b）．C：中橋 1テフラ（第 7. 9図の地点 11–c）．D：上広瀬 1テフラ（第 7. 9図の地点 13）．有機質泥層中にレンズ状に
挟在する．E：上広瀬 1.5テフラ（第 7. 9図の地点 13）．有機質泥層中にレンズ状に挟在する．F：上広瀬 1.6テフラ（第 7. 9
図の地点 13）．
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5 cm

上広瀬2

AA BB

CC DD

EE FF

5 cm

上広瀬3

5 cm

AZU150 AZU200

2 m

30 cm
AZU300 AZU400

第 7. 15図　仏子層の代表的なテフラ層（その 3）
A：上広瀬 2テフラ（第 7. 9図の地点 13）．B：上広瀬 3テフラ（第 7.9図の地点 13）．上広瀬 2テフラの 10 cmほど上位に
レンズ状に挟まる．C：AZU150テフラ（第 7. 9図の地点 14）．D：AZU200テフラ（第 7. 9図の地点 15）．2 mほどの層厚が
あり露頭を追跡することができる．粘土化しておりピンク色を呈する．E：AZU300テフラ．F：AZU400テフラ（第 7. 9図
の地点 16）．テフラの基底部．直径 5 cm程度の火山豆石が含まれる．スケールのペンの長さは約 15 cm．
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3 cm
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牛沢町
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小谷田１
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CC DD

EE FF
小谷田2

春日町2

春日町１.5
10 cm

10 cm

春日町1

第 7. 16図　仏子層の代表的なテフラ層（その 4）
A：牛沢町テフラ（第 7. 9図の地点 17）．下部はやや粗粒で上部は細粒．生痕化石が認められる．B：小谷田 1テフラ（第
7. 9図の地点 18）．このテフラの上位は生痕化石が見られる砂混じり泥層で，M7海成層の基底部に位置する．C：小谷田
2テフラの基底部（第 7. 9図の地点 18）．この上部約 4mの層厚がある．D：春日町 1テフラ（第 7. 9図の地点 23）．E：春日
町 1.5テフラ（第 7. 9図の地点 24）．F：春日町 2テフラ（第 7. 9図の地点 24）．
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第 8章　段丘堆積物及び関東ローム層

（納谷友規）

8. 1　研究史と概要

川越地域の丘陵の一部は中期更新世の高位段丘堆積物，
台地は中期更新世の高位段丘堆積物と後期更新世の中位及
び下位段丘堆積物から構成される．これら段丘堆積物は，
関東ローム層に覆われる．関東ローム層は下位より，多摩
ローム層，下末吉ローム層，武蔵野ローム層，立川ローム
層に区分される．高位段丘堆積物は多摩ローム層以上，中
位段丘堆積物は下末吉ローム層以上，下位段丘堆積物は立
川ローム層以上の堆積物にそれぞれ覆われる．
本地域に分布する段丘面の区分は，古くは青木・田山

（1930）や大塚（1931）などによる関東平野全域にわたる研
究がある．その後，各地形面の対比は段丘堆積物を覆うロー
ム層の対比（関東ローム研究グループ，1956）に基づき行わ
れるようになり，段丘面の地形区分とその形成年代に関す
る見解が更新された（貝塚，1957，1958；関東ローム研究グ
ループ，1965）．
関東平野の段丘面区分及びローム層区分の模式の一つで
ある武蔵野台地では，その後も段丘面区分と編年に関する
研究が多くなされている（例えば，寿円，1965；Kobayashi et 
al.，1968；寿円・奥村，1970；杉原ほか，1972；町田，1973；
山崎，1978；貝塚・松田，1982；岡ほか，1984；久保，1988；
鈴木，2000；羽鳥，2004；遠藤ほか，2019）．
一方，本地域の入間川よりも北側に位置する日高台地の
段丘面区分や編年に関する研究は，武蔵野台地の延長とし
て，南側の一部だけ区分が示されることが多く（例えば，寿
円・奥村，1970；杉原ほか，1972），日高台地全域が対象と
されるのは，町田（1973，1986），Machida（1999）や，関東平
野全体を扱った研究に限られる．
本報告では，米軍以降の空中写真と，国土地理院から公
開されるDEMデータと，自治体等から収集したボーリング
柱状図データのローム層の層厚に基づき地形面区分を行
い，従来の地形面区分を参考にして段丘面と段丘堆積物の
区分を行った．段丘面区分，段丘堆積物区分，関東ローム
層の層序と挟在するテフラの模式的柱状図を第 8. 1図に示
す．地質図の平面図では関東ローム層を除いた段丘堆積物
の分布を示しているため，関東ローム層は断面図のみに表
現される．

8. 2　高位段丘堆積物

8. 2. 1　上
かみ

鹿
か

山
やま

層（Kk）
命名・定義　町田（1973）の上鹿山礫層に基づく．上鹿山
面（町田，1973）を構成する段丘礫層．清水・堀口（1994）
の高

こ

麗
ま

礫層は本層に相当する．
模式地　日高市上鹿山の鉱山前の切り割りに設定される
が（町田，1973），現在の状況は不明である．
分布　日高市上鹿山の県道日高狭山線沿いに観察される
（地点 8–1）．それ以外の露頭は確認されていないが，日
高市上鹿山から下

しも

鹿
か

山
やま

付近の上鹿山面分布域の地下に分
布すると考えられる．
層厚　礫層の基底は観察されていないため，正確な層厚
は不明である．
層相　観察できた露頭（地点 8–1）では，礫径 2～20 cmの
亜円～亜角礫を主体とする礫層からなる（第 8. 2図）．礫
支持で，チャート，泥岩，砂岩の礫が多く，くさり礫を
含む．基質は粘土混じりの分級の悪い砂からなる．町田
（1973）によれば，本層の最上部付近では巨礫が混ざる．
本層は層厚約 22 mの関東ローム層に覆われる．
年代　本層からは年代を示唆する情報は得られていない
が，本層を覆う多摩ローム層の最下部には，房総半島の
上総層群笠森層のKs22テフラ（河井，1952），貝塩上宝テ
フラ（鈴木，2000），C1テフラ層（関東火山灰グループ・
関東平野西縁丘陵団体研究グループ，1998）に対比され
る黒雲母を含むテフラが挟在することから（皆川・町田，
1971；町田，1973；関東火山灰グループ，2001），本層の
年代は中期更新世（チバニアン期）最下部の約 700 kaと
考えられる．

8. 2. 2　前
まえ

ヶ
が

貫
ぬき

層（Mg）
命名・定義　町田（1986）の前ヶ貫礫層に基づく．前ヶ貫
面（町田，1986）を構成する段丘礫層．基盤岩類を不整合
で覆う．
模式地　飯能市前ヶ貫の丘陵南東端の公園（Machida，
1999）．
分布　飯能市前ヶ貫付近の丘陵頂部．東松山市田

た

木
ぎ

付近の
岩殿丘陵南東端部にも本層に相当する礫層が分布する．
層厚　3～4 m（町田，1986）．
層相　現在観察することができないが，町田（1986），
Machida（1999）によれば，本層は中～大礫サイズの円～
亜円礫を主体とする礫層から構成され，礫種は砂岩，泥
岩，チャート，石英閃緑岩からなり，基質は凝灰質な泥
及び砂からなる．本層は，層厚約 18 mの関東ローム層に
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第 8. 2図　上鹿山層の露頭写真
日高市上鹿山（地点 8–1）．礫径 2～20 cmの亜円～亜角礫を主体とする礫層．

覆われる．岩殿丘陵南東端部では，層厚約 8 mの径 10 cm
以下の礫を主体とする礫層からなり，最上部付近に植物
化石を含む礫混じりシルトを含み，小礫混じりのローム
層に覆われる（大澤ほか，1993）．
化石　岩殿丘陵南東端の本層相当層からは，化石種であ
るFagus microcarpa（ヒメブナ）を含む大型植物化石群集
と，Fagus属を高率に含む花粉化石群集の報告がある（大
澤ほか，1993）．
年代　本層を覆う多摩ローム層からは，上鹿山第九軽石
層（KaP–9）（町田，1973）より上位のテフラが挟まること
から（町田，1986），中期更新世（チバニアン期）の上鹿山
層より若い年代に堆積したと考えられる．おそらくは 60
～50万年前頃と考えられる．岩殿丘陵南東端から産出す
るFagus microcarpaは鮮新世以降の産出があり，大阪層
群における産出上限はMIS13に相当するMa8海成粘土層
とされる（例えば，Momohara，2011）．一方，大型植物化
石や花粉化石群集からは，下部更新統から産出するメタ
セコイアなどの消滅属は産出しないことから，中部更新
世であると考えられた（大澤ほか，1993）．花粉化石群集
はMIS17以前に多産するQuercus属（楡井・本郷，2018）
が産出せずFagus属が多産することから，楡井・本郷
（2018）の花粉生層序区分によるCryptomeria–Fagus超帯
に対比されると考えられ，MIS15～MIS12の時期に堆積
した可能性が高い．

8. 2. 3　所
ところ

沢
ざわ

層（Tk）
命名・定義　関東ローム研究グループ（1965）の所沢台
G，岡ほか（1971）の所沢台礫層を町田（1973）が再定義し
た所沢台礫層に基づき，植木・酒井（2007）が改称．杉原
ほか（1972）の所沢礫層，金子台礫層なども本層に相当す
る．下位の下部更新統を不整合に覆い，関東ローム層に
整合に覆われる地層．
模式地　所沢市本郷（東京西北部地域内）（町田，1973）．
分布　川越地域では金子台の所沢面の範囲に分布する．
層厚　ボーリング柱状図データでは，下位の地層も礫層
からなるため，本層の基底を認定することが難しく本層
の層厚を正確に把握することができない．金子台におけ
る本層の層厚を，岡（1991）は 10～13 m，杉原ほか（1972）
は 10 m以下と推定している． 
層相　金子台における本層は，礫径 3 cm以上の亜円礫か
らなる（岡，1991）．GS–KNIR–1コア（入間市向

こう

陽
よう

台
だい

：青
梅地域内）に見られる本層は，礫径 4 cm以下の亜円礫か
らなり，礫種は砂岩と泥岩を主体とする．
年代　本層の年代は，本層を覆う関東ローム層の下底よ
りも 1.5 mほど上位に下末吉ローム層の下限付近に挟ま
る三色アイス軽石層（SIP）が挟まることから，下末吉面
の段丘より古いと考えられてきた（町田，1973）．最近，寺
田・鈴木（2015），鈴木（2015）により，本層を覆う関東
ローム層の最下部から，飯

いい

縄
づな

西
にし

山
やま

テフラ（In–NY：早津・
新井，1980）と大山火山起源のhpm1テフラ（岡田ほか，
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1990）が検出されたため，本層の離水年代はMIS7cある
いはMIS7a～MIS7/6移行期と推定された（第 8. 1図）．

8. 3 中位段丘堆積物

8. 3. 1　武蔵野I段丘堆積物（M1）
命名・定義　中澤ほか（2021）に従い，尾崎（2021）の武蔵
野 I面を構成する堆積物を武蔵野 I段丘堆積物と呼ぶ．武
蔵野台地におけるKobayashi et al.（1968），杉原ほか
（1972），町田（1973）の成

なり

増
ます

礫層，貝塚（1976）のM1砂礫
層にほぼ相当する堆積物．日高台地では，関東ローム研
究グループ（1965）の高

たか

萩
はぎ

礫層にもほぼ相当するが，関東
ローム研究グループ（1965）が示した高萩礫層の分布範
囲よりはかなり狭い．下位の下部更新統を不整合に覆い，
御岳第 1テフラ（On–Pm1）の層準より上位の関東ローム
層に覆われる地層．本地域の東に隣接する大宮地域にお
ける大宮層に相当する（中澤・遠藤，2022）．
分布　毛呂山町葛

つづら

貫
ぬき

～坂戸市けやき台，日高市北
きた

平
ひら

沢
さわ

，
飯能市大字原町～日高市大字高萩付近の武蔵野 I段丘分
布域．
層厚　日高市北平沢の工事露頭では，1.6～2 mであった．
他の地点では露頭が無く直接観察できなかったが，既存
ボーリング柱状図資料を参照すると，最大で 20 mほどの
層厚があるが，おそらくは下位の礫層との分離ができて
いないと思われる． 
層相　日高市北平沢の工事露頭（地点 8–2）では，最大径
20 cmほどの亜円～亜角礫を主体とする礫層からなる
（第 8. 4図）．
年代　本段丘堆積物を覆う関東ローム層の下底付近に
は，下末吉ローム層に挟在するOn–Pm1テフラが挟まる
（第 8. 1図，第 8. 3図）．On–Pm1テフラの降灰年代は 97.5
± 6.3 kaとされる（青木ほか，2008）ので，本段丘堆積物の
形成年代は，それよりも少し前のMIS5cと考えられる（第
8. 1図）．

8. 3. 2　武蔵野II段丘堆積物（M2）
命名・定義　中澤ほか（2021）に従い，尾崎（2021）の武蔵
野 II面を構成する堆積物を武蔵野 II段丘堆積物と呼ぶ．
武蔵野台地における福田・羽鳥（1952）の武蔵野礫層や，
杉原ほか（1972）の赤羽砂層，貝塚（1976）のM2砂礫層に
ほぼ相当する地層．本地域の南に隣接する青梅地域にお
いて，植木・酒井（2007）は武蔵野台地における武蔵野礫
層（福田・羽鳥，1952）と赤羽砂層（杉原ほか，1972）を一
括して赤羽層と呼んだ．本地域の東に隣接する大宮地域
では，中澤・遠藤（2002）が同堆積物を赤羽段丘堆積物と
区分した．日高台地では，町田（1973）やMachida（1999）
の武蔵野礫層の一部に相当する．下位の下部更新統を不
整合に覆い，箱根東京テフラ（Hk–TP；原田，1943；町
田・新井，2003）を下部に挟在する関東ローム層に整合に

覆われる．
分布　武蔵野台地では，川越市上

かみ

赤
あか

坂
さか

～ふじみ野市西
にし

鶴
つる

ヶ
が

岡
おか

付近，狭山市狭山～川越市宮
みや

下
した

町
まち

の範囲，日高台
地では，飯能市新

しん

町
まち

～狭山市柏
かしわ

原
ばら

，日高市高
たか

萩
はぎ

東
ひがし

～坂
戸市下

しも

小
お

坂
さか

，毛呂山町下
しも

川
が

原
わら

～坂戸市堀
ほり

込
ごめ

，越辺川の左
岸では，東松山市西

にし

本
もと

宿
じゅく

付近の台地，飯能市小
こ

岩
いわ

井
い

など
に分布する．
層厚　露頭で観察出来る範囲が限られているため，正確
な層厚は不明である．町田（1973）は，武蔵野台地の本段
丘堆積物の層厚を 3～10 mと報告した．
層相　狭山市根岸で観察された本段丘堆積物は，最大径
20 cm程度の亜円礫を主体とする礫層からなる（第 8. 5
図）．礫種はチャート，砂岩，泥岩から構成される．
年代　本段丘堆積物は，下部にHk–TPテフラを挟有する
関東ローム層に覆われる（第 8. 1図，第 8. 3図）．Hk–TP
テフラの降灰年代は 66.0 ± 5.5 kaとされる（青木ほか，
2008）ことから，本段丘堆積物はそれより少し前のMIS 
5aに堆積したと考えられる．

8. 3. 3　武蔵野III段丘堆積物（M3）
命名・定義　中澤ほか（2021）に従い，尾崎（2021）の武蔵
野 III面を構成する堆積物を武蔵野 III段丘堆積物と呼ぶ．
武蔵野台地の中台段丘（羽鳥ほか，1962）を構成する段丘
礫層として，寿円（1966）が命名した中台段丘礫層，貝塚
（1976）のM3砂礫層に相当する．本地域の南に隣接する
青梅地域において，植木・酒井（2007）は武蔵野台地にお
ける中台段丘礫層（寿円，1966）を中台層と呼んだ．本地
域の東に隣接する大宮地域では，中澤・遠藤（2002）が同
堆積物を中台段丘堆積物と区分した．日高台地では，武
蔵野礫層とされた段丘堆積物（町田，1973；Machida，
1999）の一部に相当する．下部更新統以上の地層を不整
合に覆い，おおよそ箱根東京テフラ（Hk–TP）の層準より
上位の関東ローム層に覆われる（寿円，1966）．
分布　武蔵野台地では，所沢市下

しも

富
とみ

～ふじみ野市大
おお

井
い

武
 むさし

蔵野
の

，狭山市入
いる

間
ま

野
の

～川越市中
なか

台
だい

，日高台地では日高
市四

し

本
ほ

木
ぎ

～坂戸市青
あお

木
き

などに分布する．
層厚　ボーリング柱状図資料によれば 5～10 m程度の層
厚があるが，層厚の差が大きく，下位の地層の礫層と区
別できていない可能性がある．
層相　坂戸市千代田で掘削されたボーリング（GS–
SKD–1）では，最大径 6 cm以上の亜円～亜角礫を主体と
する礫層からなり，礫種はチャート，泥岩，砂岩から構
成される．
年代　本段丘堆積物は，Hk–TPテフラ層準以上の関東
ローム層に覆われる（第 8. 1図，第 8. 3図）．Hk–TPテフ
ラの降灰年代は約 66 kaとされることから（青木ほか，
2008），本段丘堆積物は約 66 kaか，それよりも少し前の
MIS4に堆積したと考えられる．
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第 8. 3図　所沢層，武蔵野 I～III段丘堆積物とそれらを覆う関東ローム層の柱状図．柱状図の位置は付図を参照のこと．

8. 4　下位段丘堆積物

8. 4. 1　立川I–II段丘堆積物（Tc1–2）
命名・定義　福田・羽鳥（1952）は武蔵野台地の立川段丘
を構成する段丘堆積物を立川礫層と呼んだ．立川段丘は，
古い面から立川 I面，立川 II面，立川 III面に区分される
が（貝塚，1976，山崎，1978），本段丘堆積物は立川 I面と
立川II面を構成する段丘堆積物に相当する．立川I面構成
層には立川ローム層全体が，立川 II面構成層には立川
ローム層の上部が載るとされる．ただし，武蔵野台地で
は立川 I面と II面の間には明瞭な段丘崖が無い場合もあ
り，その区分と範囲に関しては多くの議論がある（久保・
小山，2010；角田，2018など）．本報告では，貝塚（1976）
および山崎（1978）の立川 I面と II面を構成する段丘堆積
物をまとめて，立川 I–II段丘堆積物とする．
分布　飯能市本

ほん

町
ちょう

～入間市野
の

田
だ

，狭山市柏原～川越市
鯨
くじら

井
い

の入間川の左岸側の台地，日高市梅
うめ

原
はら

～坂戸市本
ほん

町
ちょう

の高麗川右岸側の台地，日高市山
やま

根
ね

付近の宿谷川沿い

などに分布する．
層厚　ボーリング柱状図資料によれば 3～8 m程度の層
厚があるが，層厚の差が大きく，下位の地層の礫層と区
別できていない可能性がある．日高市山根の工事露頭
（地点番号 8–4）で観察された本層の層厚は 2～2.5 mで
あった．
層相　ボーリング柱状図資料によれば礫層からなる．日
高市山根の工事露頭（地点番号 8–4）で観察された本層
は，最大径 30 cm程度の角～亜円礫を主体とする礫層か
らなる（第 8. 6図）．礫層を構成する礫にはチャートが多
く含まれる．この地点では，下位の宿谷川層の泥層を不
整合で覆い，層厚 1 mほどの火山灰質土（立川ローム層）
に整合で覆われるのが観察された．
年代　立川I段丘堆積物を覆う関東ローム層には姶良–丹
沢（AT）テフラが含まれ，立川 II段丘堆積物を覆う関東
ローム層にはATテフラが含まれないとされる（久保・小
山，2010）．ATテフラの年代は 30～29 kaとされる（Smith 
et al.，2013）ため，立川 I–II段丘堆積物の堆積時期は，AT
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テフラの年代の前後を含むMIS3の約 40～20 kaと考えら
れる．

8. 4. 2　立川III段丘堆積物（Tc3）
命名・定義　福田・羽鳥（1952）は武蔵野台地の青

あお

柳
やぎ

段丘
を構成する段丘堆積物を青柳礫層と呼んだ．その後，青
柳段丘（青柳面）は立川 III面に区分された（貝塚，1976）．
山崎（1978）は，従来立川 II面に対比されていた川越地域
内の不

とし

老
とらず

川
がわ

沿いの段丘も立川 III面に相当することを示
し，久保（1988）はこの段丘面を不

とし

老
とらず

面と呼んだ．植木・
酒井（2007）では，青柳面と不老面を構成する段丘堆積物
をそれぞれ青柳層と不老層と区分したが，本報告では両
者をまとめて立川 III段丘堆積物として扱う．
分布　狭山市的

まと

場
ば

～川越市砂
すな

新
しん

田
でん

付近の不老川沿い，入
間市仏

ぶ

子
し

～川越市大
おお

塚
つか

付近の入間川右岸側，飯能市岩沢
～狭山市笹井の入間川左岸側，日高市栗

くり

坪
つぼ

～坂戸市中
なか

富
とみ

町
ちょう

付近の高麗川両岸などに分布する．
層厚　ボーリング柱状図資料によれば 3～10 m程度の層
厚があるが，層厚の差が大きく，下位の地層の礫層と区
別できていない可能性がある． 
層相　ボーリング柱状図資料によれば礫層からなる．
年代　ATテフラの年代を基準として推定したローム層
の堆積速度に基づき，立川 III段丘堆積物の堆積時期は，
約 1.7～1.5万年前と推定されている（山崎，2006）．

8. 5　関東ローム層（L:断面図のみに表示）

8. 5. 1　多摩ローム層
命名・定義　多摩丘陵を構成する多摩面に分布する関東
ローム層の名称として，関東ローム研究グループ（1956）
によって命名された．最初は，屏風ヶ浦層やオシ沼砂礫
層の離水面からなる地形面が多摩面とされたが（関東
ローム研究グループ，1956），より古い時代に形成された
御
ご

殿
てん

峠
とうげ

礫層を離水面とする地形面も見つかり（関東
ローム研究グループ，1965），現在では多摩面とされる丘
陵群は，形成年代の異なる複数の地形面からなると考え
られている（皆川・町田，1971）．本報告では，多摩ロー
ム層を高位段丘堆積物を整合で覆う主に火山灰土からな
る堆積物として扱う．
分布　上鹿山層，前ヶ貫層，所沢層などの高位段丘堆積
物を覆って分布する．
層厚　上鹿山層を覆う多摩ローム層の層厚は最大で 20 
m以上とされる（町田，1973；清水・堀口，1994）．前ヶ貫
層を覆う多摩ローム層の層厚は 18 mとされる（町田，
1986）．所沢層を覆う多摩ローム層の層厚は，2 m以下で
ある（第 8. 3図）．
層相　褐色～暗褐色を呈する粘土質火山灰土からなる．
上鹿山層及び前ヶ貫層を覆う多摩ローム層には，多くの
軽石層が挟まるとされるが（町田，1973，1986；清水・堀

口，1994），本調査では全層準を観察できる露頭はみつか
らなかった．所沢層を覆う多摩ローム層は褐色の砂まじ
り粘土質火山灰土～粘土質火山灰土からなる．
テフラ　上鹿山層及び前ヶ貫層を覆う多摩ローム層から
は，数多くのテフラ層が記載されている（皆川・町田，
1971；町田，1973；清水・堀口，1994；関東火山灰グルー
プ・関東平野西縁丘陵団体研究グループ，1998；関東火
山灰グループ，2001）．町田（1973）は，軽石を主体とする
テフラ層を下位より上鹿山第一～第十一軽石層（KaP–1
～KaP–11）と呼んだ．その後，清水・堀口（1994）や関東
火山灰グループ・関東平野西縁丘陵団体研究グループ
（1998）は，同じ地域のテフラにそれぞれ独自のテフラ名
を与えた．これらの軽石層は角閃石を多く含み，中には
カミングトン閃石を含むものが多くみられるのが特徴で
ある（関東火山灰グループ，2001）．これらの軽石層に加
え，黒雲母を含む 2層のテフラ（町田，1973によるBPと
HBPテフラ）が認められており，丘陵間の対比をする上
で重要な鍵層となっている．最上部には，第 1ゴマシオ
軽石（GoP1）と第 2ゴマシオ軽石（GoP2）が挟まるとされ
るが（町田，1986），詳細は不明である．
貝塩上宝テフラ（KMT：鈴木，2000）に対比されるテフ
ラ：上鹿山層を覆う多摩ローム層の最下部のKaP–1と
KaP–2の間には黒雲母密集帯（BP）として記載された（皆
川・町田，1971；町田，1973），黒雲母を多く含むテフラ
が挟まれる．本テフラは，町田（1986）とMachida（1999）
ではBi，清水・堀口（1994）ではBio1，関東火山灰グルー
プ（2001）ではTama102と呼ばれた．関東火山灰グルー
プ・関東平野西縁丘陵団体研究グループ（1998）によれ
ば，n2=1.687～1.689という高屈折率の普通角閃石がわず
かに含まれる．関東火山灰グループ・関東平野西縁丘陵
団体研究グループ（1998）は，このテフラを長野県松本盆
地のC1テフラ（松本盆地団体研究グループ，1972）に対
比した．鈴木（2000）は，黒雲母密集帯をKMTテフラに
対比した．KMT及びC1テフラは上総層群笠森層のKs22
テフラ（河井，1952）に対比される．KMTテフラの降灰時
期はMIS16付近で（鈴木，2000），約 0.62 Ma（中里，2006）
と考えられている．Machida（1999）は狭山丘陵の黒雲母
密集帯から 0.55  ± 0 .07 Ma（1σ）のジルコンFT年代値を
報告した．
八王子黒雲母軽石層（HBP：皆川・町田，1971）：黒雲
母と普通角閃石を含むことを特徴とし，関東平野西部の
多摩ローム層分布域に広く分布するテフラである（皆
川・町田，1971）．川越地域内では，上鹿山層と前ヶ貫層
を覆う多摩ローム層中に挟在する（皆川・町田，1971；町
田，1973，1986；Machida，1999）．関東火山灰グループ
（2001）は上鹿山層を覆う多摩ローム層中のHBPから，
n2=1.685～1.696という高い屈折率の普通角閃石を含むこ
とを報告した．本テフラは，清水・堀口（1994）ではBio2，
関東火山灰グループ（2001）ではTama116と呼ばれた．
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第 8. 5図　武蔵野 II段丘堆積物の露頭写真
亜円礫を主体とする礫層．狭山市根岸（地点 8–3）．

武蔵野 I 段丘堆積物

下末吉ローム層（凝灰質粘土層）

武蔵野ローム層（褐色火山灰質土）

On-Pm1

1m

AA BB

60
 c

m

第 8. 4図　武蔵野 I段丘堆積物とそれを覆う下末吉ローム層と武蔵野ローム層
A:武蔵野 I段丘堆積物．最大径 20 cmの亜円～亜角礫からなる礫層．写真の最上部は下末吉ローム層の凝灰質粘土層．B：
武蔵野 I段丘堆積物とそれを覆う下末吉ローム層の凝灰質粘土層と褐色火山灰土層．下末吉ローム層には粘土化が進んだ
On–Pm1テフラが挟在する．AとBともに日高市北平沢の工事露頭（地点 8–2）
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宿谷川層

立川 I ‒ II 段丘堆積物

1 m

火山灰土

第 8. 6図　宿谷川層を不整合で覆う立川 I–II段丘堆積物の露頭写真
日高市山根（地点 8–4）の工事露頭．礫層は層厚約 1 mの火山灰土に覆われる．

武蔵野ローム層

下末吉ローム層On-Pm1

第 8.4 図
武蔵野 I 段丘堆積物

Hk-TP

AA

BB

第8. 7図　下末吉ローム層と
武蔵野ローム層の
露頭写真
日高市北平沢の工
事露頭（地点 8–2）
A:露頭のパノラマ
写真．4枚の写真を
Adobe Photoshop 
2021 のPhotomerge
機能を使って統合
した．B：箱根東京
（Hk–TP）テフラの
近接写真．
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HBPテフラは大磯丘陵のTE–5テフラに対比され（町田ほ
か，1974），房総半島では下総層群地蔵堂層の J4テフラに
対比される．TE–5テフラの降灰年代は，MIS11のピーク
付近とされることから（中澤ほか，2009）約 0.4 Maと考え
られる．
その他のテフラ：所沢層を覆う関東ローム層の最下位
部には，角閃石とカミングトン閃石を含む細粒火山灰層
及びクリプトテフラが含まれることが青梅地域内のボー
リング調査によって報告されている（寺田ほか，2014；寺
田・鈴木，2015）．カミングトン閃石の屈折率と化学組成
から，細粒火山灰層は飯縄西山テフラ（Iz–NY：早津・新
井，1980），クリプトテフラは山陰の大山火山起源のhpm1
テフラ（岡田ほか，1990）に対比される可能性が示された
（寺田・鈴木，2015；鈴木，2015）．ただし，所沢層を離水
面とする金子台面には 2つの地形面があり，高いほうの
地形面では両テフラが分離しているのに対し，低い方の
地形面では両テフラが混合してクリプトテフラとして産
することから，地形面の違いは離水時期の違いによるも
のとされた（寺田・鈴木，2015；鈴木，2015）．青梅地域内
の入間市向陽台の彩の森入間公園で掘削されたボーリン
グコア（GS–KNIR–1）（植木・酒井，2007）を本調査で再検
討した結果，所沢層を覆う関東ローム層の最下部付近に
カミングトン閃石が検出されたため（第 8. 3図），これら
のテフラが含まれる可能性がある．
古地磁気　植木（2006）は，上鹿山層を覆う多摩ローム層
基底部の古地磁気測定を行い，正の古地磁気極性が得ら
れたことからブリュン正磁極帯の最下部に対比した．
年代　上鹿山層を覆う多摩ローム層の基底付近には
KMTテフラに対比されるテフラを挟むことから，基底の
年代はそれよりも少し古い 70万年前頃と考えられる．上
鹿山層と前ヶ貫層を覆う多摩ローム層の上部にはGoP1
が挟まれるとされる（町田，1986；Machida，1999）（第 8. 1
図）．GoP1は房総半島の下総層群薮層のYb5テフラに対
比され，堆積時期はMIS9と考えられている．したがっ
て，両地域の多摩ローム層の上限の年代は，33万年より
少し新しいと考えられる．
所沢層を覆う多摩ローム層の基底部の年代は，MIS7c

からMIS7/6移行期と考えられている（寺田・鈴木，2015；
鈴木，2015）．多摩ローム層の上限の年代は，後述するSIP
テフラの年代であるMIS5e後期よりもやや古いMIS5e前
期と考えられる．

8. 5. 2　下
しも
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吉
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ローム層
命名・定義　南関東分布する下末吉面を覆う関東ローム
層の名称として，関東ローム研究グループ（1956）によっ
て命名された．武蔵野台地の淀
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にみられる
下末吉ローム層は渋谷粘土層（鈴木・北崎，1953），成増
面にみられる下末吉ローム層の上半分は板橋粘土（福
田，1950）と呼ばれた．日高台地では，女

おな

影
かげ

粘土層（関東

ローム研究グループ，1965）と呼ばれた． 
分布　武蔵野台地では所沢層，日高台地で武蔵野 I段丘
堆積物の分布域に分布する．
層厚　所沢層を覆う関東ローム層には下末吉ローム層の
ほぼ全層準が含まれ，層厚は 3～4 mである．日高台地の
武蔵野 I段丘では本層の上半分のみが分布し，その層厚
は 1～3 mである．
層相　所沢層を覆う本層は，褐色～暗褐色の粘土質火山
灰土からなる．下位の多摩ローム層，上位の武蔵野ロー
ム層との境界は不明瞭である．日高台地の武蔵野 I段丘
堆積物を覆う本層は，日高市北平沢の露頭（地点 8–2）で
は，灰色の凝灰質粘土からなり，白色の火山灰質粘土を
挟有する（第 8. 4，8. 7図）．白色の火山灰質粘土は後述
するようにOn–Pm1テフラに対比される．既存のボーリ
ング柱状図資料からは，火山灰質粘土が飯能市中山～日
高市高萩～日高市下大谷沢に分布し，その下部は本層に
相当すると考えられる．狭山市柏原の智光山公園で掘削
されたGS–SYM–2コア（狭山市柏原）では，褐色の粘土
質火山灰質土からなり，所々に植物片を含み，下位の礫
層との境界から 1 mの範囲にはわずかに礫を含む（第 8. 3
図）．GS–SYM–2コア（狭山市柏原）では上位の武蔵野
ローム層との境界は不明瞭である．
テフラ　本地域内の下末吉ローム層には，下位よりSIP，
On–Pm1，K–Tzテフラが挟在される．
三色アイス軽石層（SIP：Kobayashi et al.1968）：下末吉
ローム層の下部に挟まれる粘土化した雑色の軽石群で，
一部は箱根起源のKlPテフラ群のいずれかに相当する
（町田，1971）．KIPテフラ群は，挟在層の花粉群集に基づ
きMIS5e後期に降灰したと考えられている（坂田ほか，
2018）．金子台の所沢層を覆う関東ローム層中には，青梅
地域内入間市向陽台のGS–KNIR–1コアや（植木・酒井，
2007），立川断層近傍で掘削されたボーリングコア（鈴
木，2015）から本テフラが報告されている．
御岳第 1テフラ（On–Pm1：Kobayashi et al.，1968）：下
末吉ローム層の中部に挟まれる軽石テフラで，軽石は粘
土化が進んでいることが多い．GS–KNIR–1コア（入間市
向陽台：青梅地域内）のKNIR1–7.21テフラは，粗粒砂サ
イズの灰白色の軽石からなり粘土化が進んでいるが火山
ガラスが残されており，火山ガラスの形態は中間型
（Cb），屈折率（n）は 1.500～1.503であった（第 8.1表）．火
山ガラスの主成分化学組成はSiO2が 76.07 wt%で，FeO
が 0.93 wt%，CaOが 1.56 wt%とやや低く，K2Oが 3.62 
wt%であった（第 8. 2表）．重鉱物は普通角閃石と黒雲母
が多く，直方輝石も含まれる（第 8. 1表）．日高市北平沢
の切り通しで観察されたKitahirasawa–T1テフラは，層厚
10～20 cmで白色の凝灰質粘土で，ほとんど火山ガラス
は残されていなかったが，わずかに検出された火山ガラ
スは中間型（Ca）であった．重鉱物は普通角閃石と直方輝
石が多く，黒雲母も含まれる．普通角閃石の屈折率（n2）
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第 8. 2表　GS–KNIR–1コア（青梅図幅内）の下末吉ローム層に挟在するテフラの火山ガラスの主成分化学組成
EDXによる分析値．FeOは全鉄をFeOとして計算した．上段：平均値（wt. %），下段：標準偏差．分析は（株）古澤地質による．

第 8. 1表　下末吉ローム層，武蔵野ローム層，立川ローム層に挟在するテフラの記載岩石学的特徴

は 1.677～1.691であった（第 8. 1表）．これらは，On–Pm1
テフラの特徴（町田・新井，2003）と良く一致する．GS–
SYM–2（狭山市柏原）コアの深度 5～6 mには，軽石など
は認められないが火山灰土中の砂粒には普通角閃石が含
まれることから，この範囲はOn–Pm1テフラの降灰層準
に相当すると考えられる（第 8. 3図）．On–Pm1テフラの
降灰年代はMIS5cの 97.5 ± 6.3 kaとされる（青木ほか，
2008）
鬼
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テフラ（K–Tz）:所沢層を覆う下末吉ローム
層の中部に挟まる（第 8. 3図）．GS–KNIR–1コア（入間市
向陽台：青梅地域内）のKNIR1–6.93テフラは，にぶい黄
褐色の火山灰土のなかに層厚数cmのやや色調が淡い層
として観察される．砂粒は細粒砂サイズで，扁平型火山
ガラスを主体とし，少量の中間型（Cb）ガラスを含む．ま
た，高温型石英を含み，重鉱物は直方輝石，単斜輝石，
普通角閃石からなる．火山ガラスの屈折率（n）は扁平型
で 1.497～1.500，中間型で 1.501～1.503であった（第 8. 1
表）．火山ガラスの主成分化学組成は，SiO2が 78.78 wt%
と高いクラスターと，量は少ないがSiO2が 75.99 wt%と
やや低いクラスターを含む（第 8. 2表）．扁平型のガラス
及びSiO2が 78 wt%を超える火山ガラスはK–Tzテフラ，
中間型及びSiO2が約 76 wt%の火山ガラスと普通角閃石
は，直下に挟在するOn–Pm1テフラに由来すると考えら
れる．金子台面の所沢層を覆う関東ローム層中で，On–
Pm1テフラの直上にK–Tzテフラが挟在することは，鈴
木（2015）でも示されている．K–Tzテフラの降灰年代は
約 95 kaとされる（町田・新井，2003）．

化石　関東ローム研究グループ（1965）は本層に相当す
る女影粘土層から，カラフトグルミ（Juglan sieboldiana 
var. sachalinensis）を含む植物化石を報告している．
年代　金子台の所沢層を覆う本層はSIPテフラを含み下
末吉ローム層の下部を含むためMIS5e後期～MIS5a頃，
武蔵野 I段丘を覆う本層は，On–Pm1テフラよりも上位の
下末吉ローム層の上部しか含まないため，MIS5c～MIS5a
頃に堆積したと考えられる．

8. 5. 3　武蔵野ローム層
命名・定義　南関東分布する武蔵野面を覆う関東ローム
層の名称として，関東ローム研究グループ（1956）によっ
て命名された． 
分布　所沢層，武蔵野 I段丘堆積物分布域では，下末吉
ローム層を覆って，武蔵野 II，III段丘堆積物の分布域で
は，各段丘堆積物を覆って分布する．
層厚　下位の下末吉ローム層や上位の立川ローム層との
境界を決めることは難しいので正確な層厚を見積もるこ
とは困難だが，下末吉ローム層を覆う本層の層厚は約 3
～4 m，武蔵野 II段丘堆積物と武蔵野 III段丘堆積物を覆
う本層の層厚はそれぞれ約 3 mと約 2～3 mである．
層相　褐色の火山灰質土からなる．武蔵野 II段丘堆積物
と武蔵野 III段丘堆積物との境界付近では，礫が混じる場
合がある（第 8. 3図）．本層下部には箱根東京テフラ
（Hk–TP）が挟在される．下位の下末吉ローム層，上位の
立川ローム層との境界は多くの場合不明瞭である． 
テフラ　本地域の本層には箱根東京テフラが含まれる．
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箱根東京テフラ（Hk–TP：原田，1943；町田・森山，
1968；町田・新井，2003）：武蔵野ローム層の下部に挟在
される．日高市北平沢の工事露頭（地点 8–2）では，最大
層厚 5 cmでレンズ状に挟まる黄橙色の軽石層が観察さ
れた（第 8. 7図）．軽石は粘土化が進んでおり火山ガラス
がほとんど残されていないが，わずかに多孔質型（Ta，
Tb）の火山ガラスが認められた．重鉱物は直方輝石と単
斜輝石からなる．直方輝石の屈折率（γ）は 1.704～1.707，
1.711～1.715であった（第 8. 1表）．これらの特徴から，
Hk–TPテフラに対比される．Hk–TPテフラに含まれる直
方輝石の屈折率は，降下ユニットによって範囲が異なる
ことが知られていて（新井ほか，1977），本報告でも 2つ
の範囲が認められた．ここで観察されたテフラの中には
複数のユニットの軽石が含まれると考えられる．

GS–SYM–1（狭山市柏原），GS–SYM–2（狭山市柏原）コ
アでは，肉眼では軽石層が確認出来なかったが，泥分を
水洗して除去することによって，重鉱物がやや多くわず
かに軽石を含有する層準を検出することができた（第
8. 3図）．軽石の粒径は最大で粗粒砂サイズと小さく，直
方輝石の屈折率などは検討できないが，ローム層中の層
位からこれらの軽石はHk–TPテフラに由来する可能性が
考えられる．

Hk–TPテフラの降下年代は，MIS4の 66.0 ± 5.5 kaとさ
れる（青木ほか，2008）．
年代　本層下部にHk–TPテフラが挟まれ，上位の立川
ローム層の下部にATテフラが挟まれることから，本層の
年代は，MIS5a～MIS3の約 7～4万年前と考えられる．

8. 5. 4　立川ローム層
命名・定義　南関東分布する立川面を覆う関東ローム層
の名称として，関東ローム研究グループ（1956）によって
命名された． 
分布　所沢層，武蔵野 I～III段丘堆積物分布域では，武蔵
野ローム層を覆って，立川 I–II段丘堆積物及び立川 III段丘

堆積物の分布域では，各段丘堆積物を覆って分布する．
層厚　下位の武蔵野ローム層との境界を決めることは難
しいので正確な層厚を見積もることは困難だが，武蔵野
ローム層と立川I–II段丘堆積物を覆う本層の層厚は 1～2 m，
立川 III段丘堆積物を覆う本層の層厚は 1 m以下である．
層相　褐色及び暗褐色の火山灰質土からなり，最上部は
暗褐色火山灰質土壌からなる．本層中部，暗褐色火山灰
質土壌の下底よりも少し下位には，姶良Tnテフラ（AT）
の火山ガラス濃集層が認められる． 
テフラ　下位より姶良TnテフラとUGテフラが挟在する．
姶良Tnテフラ（AT：町田・新井，1976）：盛土を除いた
台地の地表面から 50～150 cm下の火山灰土中に火山ガ
ラスの濃集層が挟まれる．これらは，肉眼では識別でき
ないが試料の泥分を水洗で除去することによって検出す
ることができる（第 8. 3図）．GS–SYM–1（狭山市柏原），
GS–SYM–2（狭山市柏原），GS–SKD–1（坂戸市千

ち

代
よ

田
だ

）コ
アで検出された火山ガラスは，扁平型を主体とし，中間
型（Cb）も含まれ，火山ガラスの屈折率（n）は 1.498～
1.502の範囲を示し 1.499～1.500にモードがみられる試
料も認められた（第 8. 1表）．これらの特徴はATテフラ
の特徴と一致する．ATテフラの降灰年代はMIS3の末期
（青木ほか，2008）で，30～29 kaとされる（Smith et al.，
2013）．
立川ローム上部ガラス質テフラ（UG：山崎，1978）：立
川ローム層の上部に挟まる火山ガラス密集層で，小気泡
を含む塊状ガラスと繊維束状ガラスからなり，火山ガラ
スの屈折率（n）は 1.501～1.503とされる（山崎，1978）．本
テフラは武蔵野台地の立川面群に分布が確認されてお
り，川越地域内の不老面の立川 III段丘堆積物を覆う立川
ローム層中からも検出されている（山崎，1978）．UGテフ
ラの降灰年代は約 14 kaと推定されている（山崎，2006）．
年代　本層中部にはATテフラが挟在するため，立川ロー
ム層はMIS3の約 4 ka以降の堆積物と考えられる．
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第 9章　沖積層，完新世段丘堆積物及び沖積錐堆積物

（小松原純子・納谷友規）

9. 1　沖積層（al，ac，ab）

定義　最終氷期以降の堆積物（日本地質学会地質基準委
員会，2001）
研究史及び概要　川越地域の沖積層は，荒川低地，越

おっ

辺
ぺ

川，高
こ

麗
ま

川，入間川沿いの低地，日高台地の開析谷の谷
底低地に分布している．越辺川，高麗川，入間川沿いの
低地に分布する沖積層の一部は，現河床との高度差及び
沖積低地との傾斜の違いから完新世段丘堆積物として区
別した．現在の荒川は本地域外を流れているが，大宮台
地と武蔵野台地に挟まれた低地を荒川低地と呼ぶため，
本地域の北東角の低地に対してこの名称を使うこととす
る．
本地域内で掘削されたオールコアボーリングはいずれ
も荒川低地で埼玉県が掘削した比企郡川

かわ

島
じま

町
まち

大字下八ツ
林の 84KJコア（堀口，1994；関東平野中央部地質研究会，
1994；水野・納谷，2011）及び比企郡川島町大字上狢地
の 09KJコア（Hachinohe et al.，2009；Ishihara et al.，2012）
がある．第 9. 1図にそれぞれ位置を示した．
荒川低地の沖積層は最終氷期に利根川が下刻した谷の
中に形成され（Matsuda，1974），軟弱な泥層が厚く，全体
で 20 mを越えるところもある．越辺川及び高麗川の沖積
層はそれぞれの河川によって形成され，礫層を除いた厚
さは 10 mを越えない．
地質図には既存のボーリング資料に基づいて作成した
沖積層基底礫層上面標高分布を示した．荒川低地では沖
積層の基底に分布する礫層（基底礫層）を貫通している
ボーリング資料が少なく，また越辺川，高麗川沿いの低
地では下位の更新統の礫層と融合して基底の識別が難し
いことから，基底礫層の上面の基底標高分布を示した．
沖積層中に年代指標となるテフラは報告されていない．
沖積層は上記の定義に従えば英語でpost–LGM deposits
等と表記されるが，日本では慣習的にAlluviumが用いら
れており，本地域でも便宜上Alluviumを使用する．本地
域の沖積層のうち，地表に現れている部分は自然堤防堆
積物，旧河道堆積物，後背湿地及び谷底低地堆積物から
なる．

9. 1. 1　荒川低地の沖積層（al，ac，ab）
層相・層厚　荒川低地下の埋没谷は現在の荒川よりも入
間川よりに谷軸があり，北西   –南東方向に延びている．こ
の谷軸では沖積層の基底礫層上面は標高−14 m付近であ

る．軸部の沖積層は泥層の卓越する砂泥互層からなり，
最下部に基底礫層を伴う（第 9. 2図）．84 KJコアでは，沖
積層は 31 mの厚さで，最下部に 7 mの砂礫層を伴い，下
位から砂礫，細砂，シルトからなる下部と，礫混じり中
砂，シルト，細砂，腐植土，盛土からなる上部に分けら
れる（第 9. 2図；堀口，1994）．09KJコアでは深度 18.6 m
（標高−8.6 m）までの主にシルトからなる沖積層が確認さ
れており，有機質シルト層，砂層，腐植土層を挟む（第
9. 3図；Ishihara et al.，2012）．地表面を構成する堆積物
は，泥及び砂からなる自然堤防堆積物（al），泥からなる
旧河道堆積物（ac），泥を主体とし腐植を伴う後背湿地堆
積物（ab）からなる．
N値　基底礫層は 50を越えることが多い．沖積層の主体
をなす泥層では 0～5程度と軟弱である．砂層は主に 10
以下の値を示すがしばしば 10～20を示すことがある．
化石　越辺川沿いの都

と

幾
き

川との合流点よりも下流左岸に
は貝化石の記載がみられるボーリングデータが点在す
る．84KJコアの完新統からはQuercus（Lepidobalanus），
Celtis–Aphanantheなどの花粉化石と珪藻化石の報告があ
る（関東平野中央部珪藻グループ，1994；関東平野中央部
花粉グループ，1994）．
堆積環境　84KJコアの完新統下部のシルト層からは
Actinocyclus normaniiなどの海生の珪藻を産出する（安
藤，1987）．また，09KJコアでは総硫黄含有量が測定され
ており，深度 15.1～17.8 m（標高−5.1～−7.8 m）の層準で
総硫黄含有量が 0.3～0.4 %と海成層の値を示す（第 9. 3
図；Hachinohe et al.，2009）．これらの結果と堆積相から
いずれのコアでも下位から礫質河川流路堆積物，河川成
堆積物，海成泥層，河川成堆積物からなると推定されて
いる（Ishihara et al.，2012）．さらに，貝化石の記載のある
ボーリングデータの分布から，完新世の海面上昇期には
川島町の範囲まで海が入り込んでいたと考えられる．
年代　84KJコアの深度 19.15 m（標高−7.27 m）の有機質
シルトから 8,355～8,182 cal yBP，09KJコアの深度 13.47 
m（標高−3.47 m）の有機物及び深度 7.75 m（標高 2.25 m）
の木片からそれぞれ 7,740～7,938 cal yBP，5,714～5,904 
cal yBPの 14C年代が得られている（第 9. 1表a，b；Ishihara 
et al.，2012）． 

9. 1. 2　越辺川・高麗川沿いの沖積層（al，ab）
層相・層厚　越辺川とその支流である高麗川沿いには下
流側の荒川低地から連続して沖積層が分布する．少なく
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第 9. 1図　沖積層基底標高分布図及び断面図位置
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とも越辺川沿いの関越自動車道付近から下流では，表層
は主に腐植物を含む軟らかい泥層からなる後背湿地堆積
物（ab）からなり，砂層を伴う．この泥層の下位に厚い礫
層が分布し，一部は沖積層の基底礫層の可能性があるが，
下位の更新統も礫層で構成されており区別が難しい（例
えば，第 9. 4図のNE30720）．越辺川沿いの関越自動車道
よりも上流側，及び高麗川沿いでは沖積層は主に礫質な
谷底低地堆積物（ab）からなる．後背湿地堆積物を構成す
る泥層及び砂層の厚さは合計 10 m以下である（第 9. 4
図）．越辺川沿いの関越自動車道付近から下流では地表に
泥及び砂からなる自然堤防堆積物（al）が現河道に沿って
分布する．
N値　泥層は 0～5，砂層は 10～20である．泥層直下の
礫層は 15～30を示すが，南側の台地を構成する更新統の
礫層も同様のN値を示すため，ほとんどが更新統の礫層
と考えられる．
堆積環境　既存ボーリングデータでは泥層に腐植が含ま
れることが多く，貝化石の記載が見当たらないことから，
河川成と考えられる．
年代　坂戸市赤尾の越辺川河床から採取された泥炭質シ
ルトから 2,150 ± 80 yBPの 14C年代が得られている（第 9. 1
表c；町田，1995）．

9. 1. 3　日高台地等の開析谷の谷底低地の沖積層（ab）
層相・層厚　日高台地上には台地を開析する小規模な谷
が存在する．これらの谷には泥及び腐植土からなる厚さ
数m程度の谷底低地堆積物（ab）が分布する．
N値　泥，腐植土ともに 0～1と非常に軟弱である．
堆積環境　谷底に局地的に分布し，腐植土を伴うことか
ら，現在の環境と同様の湿地で形成されたと考えられる．
年代　鶴ヶ島市池ノ台の泥炭質堆積物から 15,280 ± 230
～1,520 ± 100 yBPの3点の 14C年代が得られている（第9. 1
表d；小林ほか，1989）．鶴ヶ島市給食センター北の休耕
田の泥炭から 7,960 ± 200 yBP，鶴ヶ島市逆木の池脇の湿
地の泥炭から 5,850 ± 280 yBPの 14C年代が得られている
（第 9. 1表e，f；楡井・柴崎，1987）．

9. 1. 4　入間川沿いの沖積層（ab，ac）
層相・層厚　東武東上線よりも上流の入間川沿いでは現
河床に礫質な谷底低地堆積物（ab）が堆積し，周辺に旧河
道堆積物（ac）を伴う．現河床を構成する谷底低地堆積物
は既存柱状図からは下位の地層を構成する礫層と区別が
できないため（例えば，第 9. 5図のNE60205），沖積層の
層厚は不明である．東武東上線付近から下流の入間川沿
いでは荒川低地から連続する泥質な後背湿地堆積物
（ab）が分布している．

第 9. 2図　土質ボーリング柱状図を用いた断面図（荒川低地）
ボーリング地点は第 9. 6図を参照のこと．84KJは安藤（1987），ボーリング柱状図の番号の頭がKWのものは堀口ほか（2006）
に基づく．NEのものは東日本高速道路株式会社提供．
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N値　10～50以上を示す．地表付近ではやや低くなる傾
向がみられるが，明瞭な境界は見られず，また周辺の高
位の段丘を構成する礫層も20程度のN値を示す場合があ
るため，N値から下位層との違いを識別することは難し
い．
堆積環境　現河床に沿って分布することから，現在の環
境と同様の河川環境で形成されたと考えられる．
年代　川越市寺山の入間川河床に露出する泥炭質シルト
から得られたヒシ属の果実から，3,015 ± 35 yBP及び 2,990
± 35 yBPの 14C年代が得られている（第 9. 1表g；松岡・
大澤，2006）．

9. 2　完新世段丘堆積物（Ht）

定義　完新世の河川堆積物のうち，現河川の侵食により
堆積面が段丘化しているもの．
研究史及び概要　飯

はん

能
のう

市大字阿
あ

須
ず

から川越市大字小室ま
での間の入間川沿いには現在の河床から 3～4 m高く，蛇
行した礫質河川の流路跡が顕著な平坦面が広がってい
る．この面は連続的なローム層を伴わず，下流の沖積面

第 9. 3図　荒川低地の層序ボーリング 09KJの柱状図
ボーリング位置は第 1図，凡例等は第 9. 2図を参照
のこと．Ishihara et al.（2012）に基づく．

へなだらかに連続する．既存文献では現河川による沖積
面として扱われている場合と（関東ローム研究グルー
プ，1965；国土地理院，1972，1977a，b；坂本ほか，1987），
立川段丘として区別している場合がある（埼玉県，1986；
狭山市，1996；遠藤ほか，2019）．本報告で立川 III段丘と
した段丘面に比べて低く，連続的なローム層を伴わない
ことから，本地域範囲内で最も新しい段丘面と考えられ，
ここでは完新世段丘とした．
分布　飯能市大字矢

や

颪
おろし

～川越市大字小室付近の入間川
沿いに主に分布する．また，越辺川，高麗川沿いにも小
規模に分布する．
層厚・層相　礫層が表層まで分布しており，下位の地層
の礫層と区別できないため（例えば，第 9. 5 図の
NE3015），層厚は不明である．表層付近に有機質な泥層
や礫質な砂層がみられることがあるが，合計で 5 mを越
えることはなく，分布も局地的である（第 9. 5図）．最上
部は耕作土の可能性が高い．
N値　礫層は 10～50以上を示す．地表付近ではやや低く
なる傾向がみられるが，明瞭な境界は見られず，また周
辺の高位の段丘を構成する礫層も20程度のN値を示す場
合があるため，N値から下位層との違いを識別すること
は難しい．
堆積環境　礫層からなり，植物片以外に化石を含まない
こと，現在の河川に沿って分布し，流路跡が顕著にみら
れるため，河川成と考えられる．
年代　連続的なローム層が認められないことから，ロー
ムを伴う段丘のうち最も新しい立川III段丘堆積物（約1.7
～1.5万年前）よりもさらに新しいと考えられ，完新世と
した．

9. 3　沖積錐堆積物（af）

山間部の入間川と越辺川及びその支流に沿った山地斜
面には，小規模な扇状地や崖錐と思われる緩斜面が認め
られる．これらの斜面地形を構成する地層を本報告では
沖積錐堆積物とした．堆積物は礫及び砂からなると考え
られるが詳細は不明である．

9. 4　埋土（r）

川越地域の丘陵と山地では，主に宅地やゴルフ場の開
発に伴って地形改変が行われている．本報告では，過去
の地形図や空中写真との比較に基づき，谷などの凹地を
埋めて平坦化された部分を埋土とした．低地や台地では，
人工的に造成した盛土が認められるが，本報告ではまと
めて埋土として扱った．埋土は主に礫及び砂からなると
考えられるが詳細は不明である．
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第 9. 4図　土質ボーリング柱状図を用いた断面図（越辺川～高麗川沿い）
断面図の位置は第 9. 1図，凡例等は第 9. 2図を参照のこと．ボーリング柱状図は東日本高速道路株式会社提供．

第 9. 1表　本地域内で得られている放射性炭素年代
楡井・柴崎（1987），小林ほか（1989），町田（1995），松岡・大澤（2006），Ishihara et al.（2012）に基づく．
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第 9. 5図　土質ボーリング柱状図を用いた断面図（入間川沿い）
断面図の位置は第 9. 1図，凡例等は第 2図を参照のこと．ボーリング柱状図の番号の頭がKGOのものは川越市下水道部
（1990）に基づく．NEのものは東日本高速道路株式会社提供．
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第 9. 6図　断面図作成に利用したボーリングデータの位置
A：荒川低地（第 9. 2図）．B：越辺川～高麗川沿い（第 9. 4図）．C：入間川沿い（第 9. 5図）．
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第 10章　地 下 地 質

（納谷友規）

10. 1　概　要

川越地域の平野部における基盤岩類は関東山地の東縁
から平野側に向かって急激に深くなり，関東山地東縁か
ら東側へ 10 km離れた地点における基盤岩類の分布深度
は–2,500 m以上に達することが，大深度ボーリング試料
や反射法地震波探査の結果に基づいて推定されている
（鈴木，2002；高橋ほか，2006）．しかし，川越地域内では，
基盤岩類まで到達したボーリングは無く（鈴木，2002），
本地域の平野部地下における基盤岩類の岩相については
明らかでない．本地域で中新統まで到達しているボーリ
ングは 3本存在する．本地域及び周辺地域の平野部地下
の鮮新統～第四系の層序については，関東平野中央部地
質研究会（1994），水野・納谷（2011），納谷ほか（2014，
2017）などがボーリング試料の解析に基づき報告してい
る．山口ほか（2014）は，同地域の深度 500 m以浅の地質
構造の解明を目的とした反射法地震探査結果を報告して
いる．この章では，これらのボーリング試料解析結果を
中心に，平野部の地下地質について述べる．
防災科学技術研究所の地殻活動観測井である日高観測
井は，掘削長が 1,832.0 mあるが，基盤岩までは到達して
いない（鈴木・小村，1999）．カッティングス試料とスポッ
トコア試料の岩相と孔内物理検層結果に基づき，日高観
測井の深度 450 m以深は新第三系に区分される（鈴木・
小村，1999）．深度 670 m以深からは石灰質ナノ化石が産
出し，深度 1,500 m以深がOkada and Burkry（1980）の石灰
質ナノ化石帯区分のCN4帯に，深度 790～1,500 mがCN5a
帯に対比され，中期中新世に対比される（鈴木・堀内，
2002；林ほか，2004）．
最近，狭山市入間川の狭山やまと温泉井（掘削長 1,300 

m）のカッティングス試料の微化石分析結果が報告され
た（加藤・平松，2022）．カッティングスの岩相から，狭
山やまと温泉井の深度 940 ～1,300mは灰色泥岩からなり
中新統と推定された（加藤・平松，2022）．灰色泥岩から
は，Okada and Burkry（1980）の石灰質ナノ化石帯区分の
CN5a帯に属する石灰質ナノ化石群集とYanagisawa and 
Akiba（1998）のNPD5A帯に属する珪藻化石群集が産出
し，中期中新世に対比される（加藤・平松，2022）
下限と上限の年代は不明だが，日高観測井と狭山やま
と温泉井にみられる中新統の年代範囲は，岩殿丘陵に分
布する都幾川層群の範囲にほぼ相当する（第 6. 2図を参
照）．

埼玉県が地盤沈下観測井設置のために掘削した川島コ
アは掘削深度 600 mのオールコアボーリングであり（納
谷ほか，2017），関東平野中央部地質研究会（1994）では
84KJボーリングとして報告されたものである．川島コア
の深度 586.7 m以深は凝灰質泥岩からなり，中新統と考
えられている（関東平野中央部地質研究会，1994）（第
10. 1図）．
日高観測井の深度 450 m以浅と川島コアの深度 586.7 

m以浅は，鮮新～更新統及び完新統からなっている．従
来，関東平野の地下において，中新統に重なる鮮新～更
新統は，上総層群として扱われることが多いが，本報告
書では可能な範囲で川越地域内に露出する広義の飯能礫
層相当層（本報告の小

お

曾
そ

木
き

層と飯能層）と仏子層に細分
した．以下では，川島コアにみられる鮮新統より上位の
地下地質の層序概要（第 10. 1図）について述べる．

10. 2　鮮新～更新統

10. 2. 1　広義の飯能礫層相当層
層相・対比　川島コアの深度 586.7 ～372.55mの区間は，
礫層，砂層，泥層からなり海成層は認められない．上位
の仏子層相当層との地層境界を厳密に決めることは難し
いが，海成層が認められない区間は，加治丘陵の小曾木
層，飯能層，高

こ

麗
ま

丘陵の巾
きん

着
ちゃく

田
だ

層，高麗層，毛呂山丘陵
の宿
しゅく

谷
や

川
がわ

層，毛呂山層に対比され，広義の飯能礫層に相
当する．日高観測井では，下位の中新統と上位の仏子層
相当層に挟まれ，礫層及び砂層と泥層の互層からなる深
度 460～230 mの区間が広義の飯能礫層に対比された（納
谷ほか，2020）．
テフラ　川島コアの深度444.7 mに挟在するKJT–444.7テ
フラは，青梅地域の鮮新～下部更新統友

とも

田
だ

層に挟在する
千ヶ瀬5テフラ（正田ほか，2005）に対比された（水野・納
谷，2011）．さらに，深度 384.15 mに挟在するKJT–384.15
テフラは，三重県鈴鹿市の東海層群の松山逆磁極帯最下
部付近に挟在する御

おん

幣
べ

橋
ばし

1，御幣橋 2テフラのいずれか
に，深度 380.5 mに挟在するKJT–380.5テフラは，毛呂山
丘陵の宿谷川層に挟在する牛ノ沢テフラ及び東海層群で
御幣橋1・2テフラの直上に挟まる鈴

れい

峰
ほう

テフラにそれぞれ
対比された（納谷ほか，2021）．
古地磁気　川島コアの古地磁気層序は会田ほか（1994），
納谷ほか（2017）で検討された．納谷ほか（2017）によれ
ば，深度 390 m以深がガウス正磁極帯に，深度 390 m以
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第 10. 1図　川島コアにみられる地下地質の層序概要
古地磁気と柱状図は納谷ほか（2017），海成層は納谷ほか（2012，2017）に，テフラは水野・納谷（2011），納谷ほか（2017，
2021）に，花粉化石は関東平野中央部花粉グループ（1994），納谷ほか（2017），珪藻化石はNaya（2019）に基づく
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浅が松山逆磁極帯にそれぞれ対比された． 
年代　下限の年代は不明だが，ガウス–松山地磁気逆転
境界を挟むことから，後期鮮新世～前期更新世の初期に
堆積したと考えられる．

10. 2. 2　上総層群・下総層群相当層及び仏子層相当層
層相・対比　川島コアの深度 372.55 m以浅の区間は，礫
層，砂層，泥層からなり，砂層と泥層からなる複数の浅
海成層が挟在する．川島コアでは合計 14層の海成層（下
位より，KJ–M14～KJ–M1）が識別されており（納谷ほか，
2012），最上位のKJ–M1海成層は沖積層の海成層で完新
統に属し，それよりも下位のKJ–M2～KJ–M14海成層が
更新統に属する．
上総層群及び下総層群の模式地である房総半島では，
上総層群が主に陸棚斜面より深い海成層からなるのに対
し，下総層群は河成層と浅海成層からなり，両層群では
層相が明瞭に異なるが，埼玉県南部が位置する関東平野
中央部では，上総層群と下総層群ともに河成層と浅海成
層の繰り返しからなり，両層群を層相で分けることがで
きない（例えば，中澤ほか，2009）．川島コアでも同様に，
上総層群と下総層群の間に層相の違いは認められず，両
層群は堆積年代によって区別される．納谷ほか（2017）
は，KJ–M4海成層の下面を下総層群と上総層群相当層の
境界とした．
川島コアで納谷ほか（2017）によって上総層群相当層

とされた区間のうち，KJ–M14海成層の基底から， KJ–M9
海成層の下位の礫層基底までの区間は，後述するテフラ
の対比によると概ね仏子層の層序区間に相当する．
日高観測井の深度 110～230 mは礫層，砂層，泥層から
なる（納谷ほか，2020）．この区間には，貝化石が含まれ
る層準があり，後述するように海生の珪藻化石が産出す
ることから，浅海成層が含まれると考えられ，層相や珪
藻化石群集の特徴から，仏子層に対比された（納谷ほか，
2020）．
テフラ　川島コアのKJT–366.3テフラは仏子層の阿須公
園 1テフラに，KJT–266.8テフラは，上総層群黄

き

和
わ

田
だ

層
のKd12に類似するKd12 Typeテフラに，KJT–197.5テフ
ラは新潟地域の下部更新統の上越火山灰（=SK030）に，
KJT–130.0テフラは上総層群笠

かさ

森
もり

層のKs22テフラにそれ

ぞれ対比された（水野・納谷，2011；納谷ほか，2017）．ま
た，KJT–205.6テフラは上総層群大田代層のO24テフラ
に対比される可能性がある（水野・納谷，2011）．
化石　川島コアから報告された花粉化石群集（関東平野
中央部花粉グループ，1994）は，楡井・本郷（2018）で示さ
れた，近畿地方～関東地方の前～中期更新世花粉帯の
Fagus–Quercus超帯の上限を規定するコナラ属コナラ亜
属（Quercus）の多産層準の上限（MIS15 の直下）と，
Cyclobalanopsis–Cupressaceae超帯を特徴づけるコナラ属
アカガシ亜属（Cyclobalanopsis）の多産層準（MIS11）が認
められる（納谷ほか，2017）．
川島コアの珪藻化石は，関東平野中央部珪藻グループ

（1994），納谷ほか（2012），Naya（2019）で，日高観測井の
珪藻化石は納谷ほか（2020）で報告された．これらのう
ち，関東平野中央部珪藻グループ（1994），納谷ほか
（2012，2020）では，産出する珪藻化石に基づいて堆積環
境の推定がなされ，海成層の識別がなされた．また，Naya
（2019）は，川島コアのKJ–M9～KJ–M6海成層中から浅海
成層に産出する化石珪藻Lancineis rectilatus（Naya，2010）
が産出することを報告した．関東平野においてL. 
rectilatusは約 1.45 ～0.7 Maの浅海成層に限って産出する
ため，この区間の年代指標となる（Naya，2019）．日高観
測井の深度 230～110 mから産出した珪藻化石群集から
は，L. rectilatusが認められないことから，これらの層準
はL. rectilatusの産出区間よりも下位に位置すると推定さ
れ，仏子層に対比された（納谷ほか，2020）．
古地磁気　川島コアの古地磁気層序は会田ほか（1994），
納谷ほか（2017）で検討された．納谷ほか（2017）によれ
ば，深度 150 m以深が松山逆磁極帯に，深度 180～200 m
がハラミヨ正磁極亜帯に，深度 150 m以浅がブリュン正
磁極帯に対比された．
年代　川島コアの仏子層相当層基底の直上には阿須公園
1テフラが挟まるため，その年代は陸上の仏子層とほぼ
同じ（納谷・水野，2020）約 2.5 Maと考えられる．約 2.5 
Maを下限に下部～中部更新統が断続的に重なるが，
KJ–M10海成層とKJ–M6海成層の直上には不整合があ
り，それぞれ約 50～30万年間の堆積間隙があると考えら
れている（納谷ほか，2017）．
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第 11章　活構造の可能性がある地質構造

（納谷友規・原　英俊）

川越地域内には，活構造の可能性がある断層やリニア
メントの存在が指摘されている（第 11. 1図）．現在のと
ころ，いずれの構造も活構造であることを示す積極的な
証拠は得られていないため，地質図では活構造として扱
わなかったが，各構造について概要を記述する．

11. 1　八王子構造線

Yabe and Aoki（1926）は，関東山地と関東平野の境界を
なす直線状の地形境界を八王子構造線と呼んだ．矢部
（1920b），Yabe and Aoki（1926）は，この地形境界が断層
に起因するものと推定した．八王子構造線は，関東山地
を構成する基盤岩類と新第三紀以降に堆積した関東平野
を構成する地層との境界と一致しており，ブーゲー異常
図や重力基盤深度分布図における基盤深度の急変地点と
もほぼ一致している（駒沢・長谷川，1988；萩原ほか，
1988）．断層としての八王子構造線を地表で観察できる場
所はほとんど無いが，熊谷地域内の都幾川支流の槻川左
岸において基盤岩類の三波川変成岩類と新第三系が断層
で接することが確かめられている（栗原ほか，2003）．八
王子構造線が活断層である証拠は得られていない（東京
都防災会議，1975）．

11. 2　越
お

生
ごせ

断 層

越生断層は，飯能市～毛呂山町～越生町に至るほぼ南
北走向の断層（第 11. 1図）として，松田ほか（1977）に
よって命名された．低断層崖や河岸段丘の変位（0.5～1 
m）が推定され，少なくとも毛呂山町より北方では活断層
であると考えられた（松田ほか，1977）．東京都防災会議
（1977），貝塚・松田（1982）は，越生断層とほぼ同じ場所
に，3列の雁行状に配置する南北性のリニアメントを認
め，越生–高

こ

麗
ま

本
ほん

郷
ごう

断層と呼び，活動度C?級（活動度C
級の活断層とは，1000年あたりの平均的な変位量が 1 cm
以上 10 cm未満の活断層のことを指す）の推定活断層と
した．活断層研究会（1991）は，越生断層を確実度 II（活
断層であると推定されるもの），活動度Cとした．萩原ほ
か（1988，1994，1996）は越生断層に沿って重力調査を
行っている．本報告では，これら 3列の断層について，
西側の越生断層・中央の越生断層・東側の越生断層と便
宜的に呼ぶ．なお，越生断層による地震活動は，これま
でに記録されていない．後述するように，越生断層のリ

ニアメントの位置に，基盤岩を切る地質断層は認められ
たものの，段丘の変位などは確認できなかったため，地
質図には活断層としては図示していない．越生断層の文
献ごとの活断層としての評価については，第 11. 1表にま
とめた．
西側の越生断層は，ときがわ町桃木～越生町上

かみ

谷
やつ

及び
堂山を通り，大高取山西方に至る．北隣のときがわ町桃
木の都幾川で，河岸段丘の変位が推定された（松田ほか，
1977）．ほぼ南北の直線的な谷地形が認められる．この断
層は，秩父帯付加コンプレックスと御

み

荷
か

鉾
ぶ

緑色岩類の境
界をなす．構造的上位に累重する秩父帯付加コンプレッ
クスが断層の東側に分布することから，東落ちの垂直変
位である．後述する鉱泉（都幾の湯）の源泉は，この断層
沿いから湧出する．
中央の越生断層は，ときがわ町馬場～越生町鹿

かの

下
した

～黒
岩～毛呂山町滝

たき

ノ
の

入
いり

を通り，ほぼ南北の走向を示す．松
田ほか（1977）により越生断層と命名された断層に相当
する．越生町黒山付近では大高取山の山地地形と市街地
の平坦地の境界がリニアメントとして認められる．松田
ほか（1977）は，越生町の弘

こう

法
ぼう

山
やま

付近の扇状地で比高 0.5
～1 mの低断層崖らしき変位地形を認めたが，本調査で
確認はできなかった．またときがわ町馬場～越生町鹿下
～越生町黒岩においては，この断層の東側では三波川変
成岩類が，西側では御荷鉾緑色岩類が分布し，これら地
質体の境界断層となる．南方の毛呂山町滝ノ入周辺では，
越生断層は御荷鉾緑色岩類の中を通る．
東側の越生断層は，毛呂山町大

おお

谷
や

木
ぎ

～宿
しゅく

谷
や

～日高市清
流を通る．ほぼ南北の谷地形が発達する．また秩父帯付
加コンプレックスに対しては，黒山ユニットと高畑ユ
ニットを南北に変位させる左横ずれの胴切断層である．
貝塚・松田（1982）の高麗本郷断層及び新井（1995）の高
麗本郷断層系とほぼ一致する．

11. 3　名 栗 断 層

東京都防災会議（1975）は立川断層の北西延長部の，川
越地域内の飯能市下

しも

直
なお

竹
たけ

付近から秩父地域内の山王峠，
中屋敷，仁田山峠，入間川沿いの金比羅山北側へ向かっ
て，北西–南東に延びるリニアメント（第 11. 1図）を名栗
断層と呼んだ．なお，本章で述べる名栗断層は第 3章で
述べた名栗断層（小澤，1975）とは異なる断層である．一
方，松田ほか（1977）は名栗断層の区間も立川断層の一部
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第 11. 1図　川越地域周辺の活構造分布
活構造の可能性が指摘されているリニアメントの位置は産総研地質調査総合センターの活断層データベースに基づ
く．

とみなした．地震調査研究推進本部地震調査委員会
（2003）は，名栗断層と立川断層を一連の断層として立川
断層帯と呼んだ．
東京都防災会議（1975），山崎（1978）などによれば，名
栗断層は顕著なリニアメントを持ち，断層の北東側の山
地の標高が相対的に高く，尾根に一部横ずれ状の地形が
存在すること，新鮮な断層粘土帯を持つことから，活断
層の可能性が高いとした．一方で，更新世の段丘に変位
が認められないことから，立川断層よりは古い時代に活
動したと考えられた（山崎，1978）．貝塚・松田（1982）は，

名栗断層を活断層の疑いのあるリニアメントで活動度
C?級とし，活断層研究会（1991）は名栗断層を確実度 II
（活断層であると推定されるもの）活動度C級とした．杉
山ほか（1997）は左横ずれの変位地形がみられるとした．
名栗断層の文献ごとの活断層としての評価については，
第 11. 1表にまとめた．
本報告では，名栗断層のリニアメントの位置に地質断
層を含め断層の証拠が得られなかったので，地質図には
断層を図示していない．
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第 11. 1表　越生断層と名栗断層の文献ごとの活断層評価の比較
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第 12章　応 用 地 質

（納谷友規・原　英俊）

12. 1　地 震 災 害

安政江戸地震　1855年 11月 11日（安政二年十月二日）に
発生し，江戸をはじめとして関東一円に大きな被害をも
たらした地震で，震央は東京湾北部でM＝ 7.0～7.1と推
定されている（宇佐美，2003）．宇津ほか（1987）は「埼玉
県入間郡で山崩れがあった」と記載しているがその場所
は特定されていなかった．新井（2007）は，毛呂山町大谷
木で起こったとされる山崩れと地盤沈下が，安政江戸地
震によって引き起こされた可能性を，古文書や地元の言
い伝えに基づき推定した．新井（2017）は，台地に位置す
る川越城下における建物被害に加え，荒川低地において
も相当な家屋被害があったことを，歴史資料に基づき示
した．
明治27年6月20日の地震　1894年（明治 27年）6月 20
日に発生した，東京湾北部を震央とするM = 7.0と推定さ
れた地震で，飯能で幅 350間（約 630 m）に及び山崩れが
生じとされる（宇佐美，2003）．新井（2009）は，この山崩
れの場所が，飯能市久須美と永田の間の斜面であったこ
とを，記録文書や旧家に伝わる話，そして現在の地形の
状況などから推定した．
関東地震　1923年（大正 12年）9月 1日に発生した，神
奈川県西部を震央とするM = 7.9と推定された地震であ
る（宇佐美，2003）．関東に甚大な被害を及ぼし，死者は
約 10万 5千人，住家の全壊焼失流失は約 30万棟と数え
られている（武村，2003）．貝塚・松田（1982）によれば，

川越地域内における木造家屋被害は，川越市（川越市，田
面沢，名細），狭山市（奥富，柏原，水富），飯能市（精明），
日高市（高萩），鶴ヶ島市（鶴ヶ島），坂戸市（大家，坂戸
町，勝呂，三芳野），東松山市（高坂），鳩山町（今宿，亀
井），ときがわ町（明覚）などでも認められたが，いずれ
も全壊・半壊率は数%以下と小さかった一方で，荒川低
地に位置する川越市（山田，芳野），川島町（伊草，三保
谷，八ッ保，中山，小見野）では，数%以上の全壊率，10 
% 以上の半壊率で，中でも川島町（伊草）では全壊率
13%，半壊率 21.3%と大きな被害が記録されている．
西埼玉地震　1931年（昭和 6年）9月 21日に発生した埼
玉県西部を震央とするM = 6.9の地震である（宇佐美，
2003）．坂戸市と川越市では，液状化現象とみられる土砂
の噴出が発生した（埼玉県熊谷測候所，1932）．岩殿丘陵
の岩殿山では，崖崩れのほか屋根瓦の落下や石塔の倒壊
などの被害が報告された（市川・内田，1932）．

12. 2　資 源 地 質

金属資源鉱床　本地域には稼行中の金属資源鉱床はな
い．過去に採掘されていた金属鉱床として，クロム及び
マンガン鉱床がある．非金属鉱床として，稼行中及び休
止中の採石場がある．また鉱泉がある．
クロムは，越生町大谷の古武ノ山の蛇紋岩から採掘が
行われていた（第 12. 1図a）．古武ノ山の北西は，現在で
は採掘により平坦地となっている．越生町教育委員会

第 12. 1図　川越地域の鉱山
（a）クロム採掘跡．古武ノ山．（b）マンガン採掘坑跡．龍崖山．
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（2008）によれば，クロム鉱山閉山後は蛇紋岩の採石も行
われ，越生町如

ねお

意
い

の現在ゴルフ場となっている一角でも，
クロムの採掘が行われていた．また，クロムざくろ石の
産出が知られている（小林，1986；越生町教育委員会，
2008）．
マンガンの採掘坑は，飯能市の龍

りゅう

崖
がい

山
さん

周辺などに，採
掘坑の径が 2 m程度で小規模に認められる．マンガンは
秩父帯付加コンプレックスのチャートに胚胎する．龍崖
山におけるマンガンの採掘坑跡地には，飯能市教育委員
会が平成 25年度に設置した看板がある（第 12. 1図b）．看
板の説明書きによると，採掘坑の長さは 40 m程度で，戦
前から戦中にかけて採掘が行われていたこと，また飯能
市周辺では 13ヶ所で採掘が行われていたことが記され
ている．越生町黒山周辺でもチャートに胚胎するマンガ
ン採掘坑がある（越生町教育委員会，2008）．この他にも
記録のない小規模なマンガン採掘坑は多数存在する．
亜炭　入間川沿いに露出する仏子層に亜炭層が挟在する
ことは古くから知られていた（徳永・飯塚，1926）．青梅
地域内の飯能市大字阿須の武蔵野炭鉱では，昭和 17年
（1942年）の開山以降，本報告の調査時現在まで仏子層に
挟在する亜炭の採掘を行っている．武蔵野炭鉱について
は，植木・酒井（2007）にも概要が記されている．
鉱泉　鉱泉は，越生町黒山，ときがわ町大

おお

附
つき

で知られて
いる．越生町黒山の黒山鉱泉は，明治初期に開発された
炭素水素塩泉である．水温 20.1℃，pH値 8.0で，湧出量
は微量である（森川，1971）．なお現在では閉鎖されてい
る．黒山鉱泉は，秩父帯付加コンプレックスと御

み

荷
か

鉾
ぶ

緑
色岩類との境界断層である刈米–黒山断層付近にある．と
きがわ町大附には，都幾の湯としてナトリウム–塩化物
冷鉱泉が湧出する（都幾の湯，https://www.town.tokigawa.
lg.jp/forms/info/info.aspx?info_id=11774，2020年 5月 3日
参照）．水温 20.5℃，pH値 8.9で，湧出量 8.5 L/minであ
る．温泉スタンドとして，また都幾川四季彩館などで利

用されている．3列の越生断層のうち，最も西を通る断
層の北方に位置する．
採石　採石は，越生町黒山で御荷鉾緑色岩類中の変成玄
武岩より行われている．小規模な休廃止採石場も存在す
る．主に秩父帯付加コンプレックスの砂岩ないしチャー
トが採石されていた．また大高取山周辺に分布する秩父
帯付加コンプレックスの珪質凝灰岩及び珪質泥岩は，砥
石として利用されていた（越生町教育委員会，2008）．
川砂利　入間川や高麗川の現河床では川砂・川砂利の採
取が行われていた．村本・上松（1943）によれば，昭和 11
年，12年の時点で，入間川に 11カ所，高麗川に 1カ所
の採取場が稼行していた．1968年に砂利採取が禁止され
て以降は，川砂・川砂利の採取は行われていない．
陶土　飯能市では，江戸時代の天保 3年（1832年）前後か
ら明治 20年（1887年）頃まで，地元の陶土を使った陶器
が生産されており，飯能焼と呼ばれる（飯能市，1988）．飯
能焼には，愛宕山（現在の飯能市飯能の斎場付近）や赤
根ヶ峠などの土が使用されていたと伝えられる（飯能
市，1988；飯能市郷土館，2001）．愛宕山の土は，巾着田
層もしくは高麗層の，赤根ヶ峠の土は小曾木層のシルト
層に由来すると考えられる．飯能焼は明治時代に一度途
絶えたが，1970年代に現代の陶工によって復活されてお
り，現在も生産されている（飯能市郷土館，2001）．
岩殿丘陵には，奈良～平安時代に須恵器を生産してい
た遺構が残されており，南比企窯跡群と呼ばれる（鳩山
町教育委員会，2012）．松岡・鈴木（2014）は，岩殿丘陵の
窯跡や，埼玉県内の遺跡から出土した須恵器と，都幾川
層群将軍沢層・鳩山層から産出した放散虫化石の比較に
基づき，須恵器の原材料が将軍沢層もしくは鳩山層に由
来する粘土であるとした．須恵器には海綿骨針も多く含
まれており，そのことからも須恵器の材料が岩殿丘陵の
新第三系に由来すると考えられていた（松岡，2014b）．
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付図 1　ジュラ系及び白亜系の柱状図作成ルート及び露頭の位置図
地形図は北海道地図株式会社GISMAP50000R+「川越」による．基図については，国土地理院長の承認を得て，同院発行の 2万
5千分の 1地形図を使用した（承認番号：R2JHs 66–GISMAP44734 号）．
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付図２　新第三系及び第四系の柱状図作成ルート及び露頭の位置図
地形図は国土地理院発行の電子地形図 25000を使用した．
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ABSTRACT

A geological summary of the Kawagoe District is shown in Figs. 1 and 2. The Jurassic and Cretaceous systems consist of a Jurassic 
accretionary complex in the Chichibu Belt, Mikabu Greenstones, Sanbagawa Metamorphic Rocks, ultramafic rock and the Cretaceous 
Takaoka Formation, all of which are distributed in the western part of the Kawagoe District in the eastern Kanto Mountains. The 
Miocene Hiki and Tokigawa groups are exposed in the Iwadono Hills in the northern part of the Kawagoe District. The hills along the 
western margin of the Kanto Plain comprise Upper Pliocene to Lower Pleistocene deposits overlying the Miocene and pre-Neogene 
formations, which are overlain by lower Middle Pleistocene higher terrace deposits. In the uplands, upper Middle Pleistocene higher 
terrace deposits and Upper Pleistocene middle and lower terrace deposits are distributed. Terrace deposits are covered by Kanto Loam. 
Alluvium and Holocene terrace deposits are distributed in the lowlands. 

Jurassic accretionary complex in the Chichibu Belt

The Jurassic accretionary complex in the Kawagoe District consists of six tectono-stratigraphic units (i.e., the Kuroyama, Takahata, 
Kabasaka, Hanagiri, Nakato and Nitayama units, from north to south). The Kuroyama Unit is characterized by dominant chert, with 
black shale, tuffaceous shale, basalt and dolerite. The Takahata Unit is composed mainly of mafic tuff and blocks of chert and basalt. The 
Kabasaka Unit consists of broken beds of interbedded sandstone and mudstone with chert blocks. The Hanagiri Unit comprises sandstone 
and broken beds of interbedded sandstone and mudstone with blocks of chert and basalt. The Nakato and Nitayama units are composed 
of broken beds of sandstone and mudstone with chert blocks. The Nitayama Unit is characterized by dominant sandstone. Based on the 
radiolarian age of the mudstone, the depositional age suggests that the Hanagiri Unit represents the late Early Jurassic, the Nakato Unit 
represents the early Middle Jurassic, and the Kuroyama, Takahata, Kabasaka and Nitayama units represent the middle Middle Jurassic. 
In addition, Late Jurassic and Early Cretaceous radiolarians from mudstone, and Early Cretaceous detrital zircon ages have been reported 
for the Kuroyama Unit distributed in the adjacent area to the west. The Jurassic accretionary complex is thrusted over the Mikabu 
Greenstones along the Komagome–Kuroyama Fault. 

Mikabu Greenstones, Sanbagawa Metamorphic Rocks and ultramafic rock

The Mikabu Greenstones are composed of metabasalt, metadolerite and metagabbro with minor blocks of metachert and crystalline 
limestone. Late Jurassic radiolarians have been reported for the red mudstone overlying metabasalt, and the Late Jurassic zircon U–Pb 
age was dated from anorthosite in an adjacent area to the west. In addition, the Mikabu Greenstones were affected by high-pressure 
Sanbagawa metamorphism in the chlorite zone (pumpellyite–actinolite facies metamorphism). The Sanbagawa Metamorphic Rocks, 
which are composed mainly of mafic schist with minor pelitic schist, are slightly distributed in the eastern area along the Oppe River. 
The metamorphic rocks were also subjected to pumpellyite–actinolite facies metamorphism in the chlorite zone. Serpentinite of 
ultramafic rock is distributed within the Mikabu Greenstones, the Sanbagawa Metamorphic Rocks and the Jurassic accretionary complex.

Cretaceous Takaoka Formation

The Cretaceous Takaoka Formation is assigned as shallow marine sediments that are composed of a conglomerate in the lower 
stratigraphic part, and interbedded calcareous sandstone and mudstone in the upper part. The conglomerate contains granules and 
cobbles of chert, sandstone, mudstone, limestone and basalt, which originated from the Jurassic accretionary complex in the Chichibu 
Belt. The calcareous sediments contain abundant calcareous algae and large foraminifera (Orbitolina) from the Aptian to the Albian. In 
addition, the detrital zircon U–Pb age was estimated from calcareous sandstone, representing the Early Albian.
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Miocene deposits

The Miocene series of the Iwadono Hills consists of marine strata, which are divided into the Hiki Group and the Tokigawa Group 
from the lower part. The Ichinokawa Formation of the Hiki Group and the Shogunzawa Formation, the Hatoyama Formation and the 
Imajuku Formation of the Tokigawa Group are distributed in the Kawagoe District. The Ichinokawa Formation consists mainly of 
sandstone and conglomerate. The Shogunzawa Formation comprises diatomaceous siltstone and sandy siltstone, intercalated with felsic 
tuff beds which are important key beds. The Hatoyama Formation is composed of interbedded sandstone and mudstone. The Imajuku 
Formation is characterized by medium- to coarse-grained sandstone. Based on microfossil biostratigraphy, the depositional age of each 
formation is estimated as follows: the Ichinokawa Formation at 15.4–15.2 Ma in the early Middle Miocene, the Shogunzawa Formation 
at 12.5–11.6 Ma in the late Middle Miocene, the Hatoyama Formation at 11.6–11 Ma near the base of the Late Miocene, and the Imajuku 
Formation at 11–10 Ma in the early Late Miocene.

Late Pliocene to Early Pleistocene deposits

Upper Pliocene to Lower Pleistocene sedimentary deposits are distributed in the hills on the western margin of the Kanto Plain in the 
Kawagoe District. The Monomiyama Formation of the Iwadono Hills, the Shukuyagawa and the Moroyama formations of the Moroyama 
Hills, the Kinchakuda and Koma formations of the Koma Hills and the Osogi and Hanno formations of the Kaji Hills comprise fluvial 
successions composed mainly of gravel. The Bushi Formation of the Kaji Hills is composed of mud, sand and gravel of shallow marine 
and fluvial sediments. Tephrostratigraphy and magnetostratigraphy findings suggest that the ages of the Osogi and Kinchakuda 
formations, the Hanno and the Shukuyagawa formations, and the Koma and Moroyama formations are the Late Pliocene, the Late 
Pliocene to the Early Pleistocene, and the early Pleistocene, respectively. The age of the Bushi Formation is estimated to be between 2.5 
and 1.45 Ma in the Early Pleistocene based on correlations with widespread tephra layers (Naya and Mizuno, 2020). The exact age of 
the Monomiyama Formation is not clear because there are no data available for dating. 

Terrace deposits and Kanto Loam

Parts of the hills and the uplands are composed of terraced deposits overlain by Kanto Loam. The terrace deposits are divided into the 
higher, middle and lower terrace deposits. The higher terrace deposits are subdivided into the Kamikayama, Maeganuki and Tokorozawa 
Formations. The middle and lower terrace deposits are subdivided into Musashino I, II, III terrace deposits and Tachikawa I–II and III 
terrace deposits, respectively. The depositional ages of the terrace deposits were estimated from the ages of intercalated tephra layers in 
the Kanto Loam overlying the terrace deposits, and the depositional ages of the higher terrace deposits and the middle and lower terrace 
deposits are estimated to date from the Middle Pleistocene and the Late Pleistocene, respectively.

Alluvium and Holocene terrace deposits 

The lowland consists mainly of alluvium (i.e., post-LGM [Last Glacial Maximum] deposits) and Holocene terrace deposits. The 
surface of the alluvium consists of backmarsh and valley floor deposits, abandoned channel deposits and natural levee deposits. The 
subsurface alluvium consists mainly of fluvial mud, sand and gravel, and the influence of marine incursion is inferred based on the 
presence of shell fragments in some boring cores from the Arakawa lowland. The Holocene terrace deposits consists of fluvial gravel 
and sand.

Subsurface geology

Pliocene to Middle Pleistocene sediments are distributed beneath the Kanto Plain in the Kawagoe District at depths shallower than 
600 m below the base of alluvium. The subsurface Pliocene to Middle Pleistocene deposits are divided into the Kazusa and Shimosa 
groups, and the lower part of the Kazusa Group is subdivided into “Hanno Gravel” and the Bushi Formation. The “Hanno Gravel” 
consists mainly of gravel and mud. Above the base of the Bushi Formation, the sediments are composed of gravel, sand and mud, and 
consist of multiple sedimentary cycles of shallow marine and fluvial sediments. The Kazusa and Shimosa groups, which overlie the 
Bushi Formation, are not distributed on the surface of the Kawagoe District, but are distributed only in the subsurface.
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Fig. 1　Geological summary of Jurassic and Cretaceous in the Kawagoe District
Radiolarian ages of mudstone are based on Sashida (1992b), age of red mudstone is from Matsuoka 
(2008). Late Jurassic and Early Cretaceous ages of mudstone from the Kuroyama Unit is referred from 
Matsuoka (1996, 2007, 2009). GS: Greenstones, MR: Metamorphic Rocks. References of K–Ar ages and 
zircon U–Pb ages are based on *1: Hirajima et al. (1992), *2: Ozawa et al. (1997), *3: Miyashita and 
Itaya (2002), *4: Tsutsumi et al. (2009), *5: Tominaga et al. (2019), *6: Hara (2020), *7: Tominaga and 
Hara (2021). Ms K –Ar: Muscovite K–Ar age, Phn K–Ar: Phengite K–Ar age，Amp K–Ar：Amphibole 
K–Ar age，DZ: detrital zircon，Zr U–Pb: zircon U–Pb age，YSG: Youngest single grain U–Pb age，YC: 
Youngest cluster U–Pb age．
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Fig. 2　Geological summary of Cenozoic in the Kawagoe District
The ages follow the 2021 version (v2021/05) of Cohen et al. (2013: updated). F.: Formation, G.: Group.
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裏表紙写真説明：入間川河岸に露出する矢颪テフラ
飯能市矢颪～狭山市笹井付近の入間川河床と河岸には，上部鮮新統～下部更新統
が断続的に露出している．矢颪テフラは飯能層の最下部に挟在するテフラであり，
河岸一面に白色の火山灰層を観察することができる．

Back Cover Photo: The Yaoroshi Tephra exposed on the river bank of the Iruma River
Upper Pliocene to Lower Pleistocene deposits are intermittently exposed along the riverbed 
and river bank of the Iruma River between Yaoroshi, Hanno City and Sasai, Sayama City. 
The Yaoroshi Tephra is intercalated in the lowest part of the Hanno Formation, and white 
tephra layer can be observed along the river bank at Yaoroshi.
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